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「ウイグル文献 に導入 された漢語 に

関す る研究」

庄 垣 内 正 弘

1.序

2,漢 語 音 の形 式

3.通 時 的 考 察

4.結 語 』

5.ウ イ グノレ文 献 中 の漢 語 リス ト

1.序

ウイ グ ノレ文 献 に使 用 され た 言語,,ウ イ グ ル語 は,東 方 に隣 接 した大 言 語 で あ

る漢 語 の影 響 を強 く受 け,か な りめ量 の漢 語 語 彙 を 導 入 した.

ウイ グ ル語 中 の漢 語 に 関 して は,今 世 紀 の早 い時 期 の記 述,P.Peliot(1912)

とH・Maspero(1920)と が あ るが,一 般 に はB.Cso㎎orの 研 究 が 知 られ て い

る.Csongor(1952,1954)は ウ イ グル 文 字 で 書 か れ た文 献 中 の漢 語 を 収 集 し,

そ の 中か ら唐 代 に導 入 され た と推 定 で き る形 式 を抽 出 し,そ の性 格 につ い て記

述 しよ う とした.こ の記 述 は当 時 と しては 優 れ た 内容 の も の で あ り,多 くの研

究 者 に よ って引 用 され て き たが,現 在 で は不 十 分 な点 が 多 く全 面 的 な書 ぎか え

を必 要 と してい る.Csongorの 時 代 に 比 べ て 更 に多 くの 文 献 の利 用 が 可 能 に な

った し,そ の性 格 も よ くわ か って ぎた.Csongorが 唐 代 形 式 と して 一 定 時 間 内

に収 め よ うと した 漢 語 形 式 は 多 くの変 種 を も って い た.そ れ らはdialectの 違

い とい うこ とで 片 付 け られ た.し か し,各 文 献 の作 成 年 代 の検 討 に よ って,現

在 では 通 時 的 観 点 か らの 形 式 上 の 差 異 で あ る こ とが 理 解 で き る.又,採 用 され

た形 式 に は漢 語 と して認 定 し難 い もの も含 まれ て い た.た とえ ば,UiguricaII

の1isibは 痢 疾,IIIの 砿g了anは 黙 然 の音 写 と し,彼 の議 論 に お い て 重 要 な 役 割
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を果 し てい るが,lisibは トカ ラ語,砿g了 狛 は サ ン ス ク リ ッ トか ら導 入 され た

形 式 と考 え るべ き で あ る(cf.註23,62).又Csongorは ウ イ グノレ語 中 の漢 語 を チ

ベ ット語文献にみられる漢語形式 とも比較 しているが,何 故か羅常培(1933)を

使用 しなか った.む しろ比較の対象として漢音に重点を置き1ウ イグル語中の

漢 語 形 式 を"kan-on-typedialects"と 認 定 した.こ の漠 然 とした 結 論 は受 け

入 れ 難 い し,上 に触 れ た よ うに多 くの欠 点 も含 ん でい るが,Csongorの 記 述 が

ウイグル語中の漢語研究の基礎 となりうることは確かである.

ウイグノレ語に導入された漢語の研究に最 も役立つ文献 として 『大慈恩寺三藏
(1)

法師伝』を挙げることができる.こ の文献は五代末から宗初の問にウイグル語
(2)

訳されたと推定できるもので,そ の時代の漢語音形式を大量に含んでいる.完

全なかたちでは残されていないが,ウ イグル文献 としては保存の良い方である.

十 巻 中,四,五,七,十 の各 巻 は全 部 で は ない が テ ク ス トが 提 出 され てい る の で

(3)

漢 語 形 式 の収 集 は容 易 で あ る.他 の部 分 も漢 語 原 典 との対 照 に よ って写 本 か ら

(4).v
比較 的簡 単 に漢 語 形 式 は探 し出せ る.ウ イ グ ノレ語 へ の訳 者SiηqoSaliは 他 に

(1)「 慈 恩伝」 の断片は1930年 頃南新 彊よ り出土 した.正 確な出土地点 はわか っていない.現 在は,

北京図書館(248葉),フ ランス ・ギ メ博物館(ユ23葉),ソ 連科学院東方研究所 。レニ ング ラー ド分

所に保管 されてい る.他 に異 本の極 小 断片2葉 が東 ドイツの トゥル ファン蒐集品中 に見付か ってい

る(cf.Kudara-Zieme1984).

(2)漢 語 口語形式ではな く漢宇 音形式であ った と考え られ る.漢 字音が ウイグル人 自身の ものであ

ったか 否かはわか らない.cf.PP.12ユ ～123.以 下,「 漢語音」 の中には便宜 的に漢字 音 も含まれ る.

(3)第4巻:Toalster(1977)第5巻=Gabain(1935)Tugu艶va(1980)第7巻:Gabain

(1938)A210tto(1966)取(ユ979,1980)第 ユ0巻:Tuguきeva(1974)Tezcan(1975).

(4)Toalster(1977)のXXX・XIi,TabelleIに は 「慈恩伝」中の漢語形式の リス トが掲げ ら

れてい る,又,Xlii-XIV,TabelleIIに は中古音か ら 「慈恩 伝」 への変化について13項 目の記

述 がある.漢 語 リス トは有用ではあるが,そ の ままでは使えない.先 ず,ウ イグルに導入 された形

式 に対応 する中古漢語 にはKarlgren(1923)を あてているが,実 際には どの漢字音 に該当す るの

かわか らない場 合が多い.た とえば,Kap.IX(55)に は1172、t'sliang60と 記 されてい る.し か

しKarlgren1172、t's'iangに は章彰樟潭璋聾の6漢 字が並んでい る.Toalsterの 記述では こ

の内の どれを指 してい るのかわか らない.こ れが章を指す ことを知 るためには,Kap.IXの ファ

クシ ミ リ中に60を 見 つけ出 し,文 脈 を頼 りに漢 文原典か ら上掲6漢 字 の1つ に同定 しなければな

らない.又,ウ イグルへ の反 映形 や もとの漢字 の指定には誤 りも少な くない.た とえば,Kap.IX

(63)に は284、'莫e旦gyuが 書かれてい る.、'iBngは 英を指すがyuはiと 読まれ るべ きだ.同 じ

IXの(68)514、langlangは 郎を指すがlangはloと 読まれねばな らない.Kap.VII(27)に

あて られた49b`uo'はKarlgre厭 の哺か捕を指すが,実 は蒲が正 しく,中 古音にはKarlgren

の`P`uoを 与えねばな らな い.又,Kap.VI(Paris)と して掲 げ られた(154)か ら(172)ま では

Kap.VII(Paris)に 入れねばな らない.こ のよ うにToalsterの 掲載 した漢語 リス トは再調査

な しには使えない,Tabel茎eIIの13項 目 も,全 く大雑把な もので,し か も正 しくはない。た と/
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『金 光 明 最勝 王 経 』 『千 眼 千 腎 観 世 音 菩 薩 陀 羅 尼 神 呪経 』 な ど漢訳 か らの ウイ

グル語 訳 も行 って お り,漢 文 に は 習熟 して い た とふつ う考 え られ て い るが,『 慈

恩 伝 』 に 関 す るか ぎ り,か な り多 くの誤 訳 が み られ る.誤 訳 中に は 漢 語 音 を写

した 部 分 も含 まれ て い る.以 下 に 若 干 の 例 を 漢語 原 典 との 対 照 に よ って 示 して

み たい.

1.(時 帝 在 洛 陽 宮.表 至,知 法 師 漸 近,)救 西 京 留 守 左 僕 射 梁 國 公 房 玄 齢 使

有 司 迎 待.法 師 承 上 欲 問 罪 遼 濱,(恐 稽 緩 不 及,乃 倍 途 而 進,奄 至 糟 上.)

(第 五 巻 大 正P.252上)

kidinki勿 ∂ッ測baliqbag-isoltinqipuγy-ailimifoubaγhγ

k且dnb且g-kasamtsoaさarikalmi首:δtr費bag-1註riding-lartipillimi

bagbuy(a)rliγ 一f7taginipvintsoileupinatlf7ikibag-1arin7dγahr

ardi… …(レ ニ ング ラ 門 ド156州13Tug嘘eva1980P.30)

(5)
この ウイ グノレ語 は 次 の よ うな 日本 語 に訳 せ る.「 背 後 の(留 守 の)々 ッ砲 測 城 の

役人 左 僕 射(梁)国 公,房 とい う姓 の カ あ る役 人 に,三 蔵 法 師 が 来 た,従 って

役人 らを 遣 わ せ と.(梁)国 公 は この 命令 を 受 け て,問 罪,遼 濱 とい う二 人 の役

人 を 遣 わ した.… …」

漢 文 の 意 味 す る と ころ と,ウ イ グル語 訳 の 間 に は か な り大 ぎな異 な りが み られ

る.法 師承 上 欲 問 罪遼 濱 は 「法 師 は上(天 子)が 遼 の濱 に罪 を 問 うこ と(派 兵)

を 欲 して い るの を承 り」 とい う内 容 を 表 わ して い る.こ れ に対 して ウイ グル語

は 問 罪 と遼 濱 を 共 に 人 名 に と った.Tug傭evaも 同様 に 人 名 と考 え た.更 に,

＼えば2・hには鼻音声母の変化に関して

趨}…h・ …ll・nF・11・ ・
n>d

の ごとく記 しているが,mに は軽唇音化の ものが書かれ ていない し,皿>dの 変化例は 「慈恩伝」[

には存在 しない,こ の極 めて簡単 に書かれ た13項 目はほとん ど意味をな さない.一 方,Toalster

よ り先に,爲 家昇(1953)PP.29～30に は 「慈恩伝」中の数十の漢語が抽出されてお り,Csongor

によ って も利用された.こ の漢語 リス トの中には,砂 ッ々 をging極,'ン 々をtiγ 徳,肋:y娩 を

kung宮 のよ うに誤読 も含まれ ているが,漢 語の所在を知る上では役 に立 つ.こ こでは,北 京図書

館の影印本(1951北 京)と ギ メ博物館所蔵の断片の複製写真 とを用いて,既 出のもの以外 にもかな

りの量の漢語形 式を得る ことができた。

(5)勿 δ)四は西京を指すが,西s量ei京kiaり の音写な ら ∫鉾ッ(sike)と 表記 され るはず である.
一方 ,漢 文第6巻 初頭では西京に京城(kiaη 羅i朗)を与 えているが,京 城 な ら 砂5ッ(k三 的)と 表記

されたにちがいない.Tug憾evaは 京兆 とす る,

(19)



上 のpuγy-aillimifouに 対 し てboγi-n-illi皿 一y廿 と転 写 し て,こ れ に 「房:玄

齢 」 を 当 て て い る.し か しpuγy-aは 「僕 射 」 の 音 写(cf・P・78),ilは ウ イ グ ノレ

語 「国 」,.1imiの1imは 「標 」 の 音 写(cf・P・64),一iは 人 称 所 有 の 接 尾 辞 で あ

り,illim-iで 「国 の 標 」.お そ ら く 「(梁)国 公 」 を 表 わ す.

2.令 法 師 移 就 翻 繹,{乃 綱 維 寺 任.法 師 既 奉 令 旨,令 充 上 座,進 敵 譲 日.(第

七 巻 大 正P.259中)

samtsoa6arlγ.yanaolyan-tak髄r茸pbitigaqtarγahkUs聴6ritip

basayanaqovisi-isangram-m(憶)ki老imfab勇i-i(atl)γnom61a6ariqa

(6)

(trka)ntigillayip._..(北 京2a3～9取1979P.256)

ウ イ グ ル 語 が 「綱 維 寺 」 をqovisi(sangram)の ご と く寺 院 名 と し,「 任 」 を

「法 師 」 と結 合 させ て 老imfab削 と す る の は 誤 り で,こ れ に つ い て は 取 氏 も

指 摘 し て い る(P.256).「 綱 維i寺 任 」.は 「寺 の 任 を 綱 維 す る」 の 意 味 を 表 わ す.

3.救 遣 供 奉 上 書 尚 藥 奉 御 蒋 孝 璋,鍼 醤 上 官 珠 専 看,(所 須 藥 皆 令 内 迭.)(第

九 巻 大 正P.269下)

qana営id(ip)tarkintavratii6gar廿tapiγ6iba首tfnqfota610tbilmak-

taturulmi話bilgats6baγ 一1Tγha66at1γota61γ:yignaitmaqtauz-

anmaq-liγ 廿st廿nkibagsuηbaγ1fγ6血enqan(a)tlγota6f-iγ:bu

ikig廿 一nndu(yar)hqadf:(北 京88a2～11)

(7)

「汗 は 聞 い て 急 い で 供 奉 上 署 尚 藥 奉 御 の 蒋 と い う姓 の 孝 璋 と い う名 の 医

者 を,鍼 を 打 つ こ と に お い て 巧 み な 上 位 の 官,綜 と い う姓 の 專 看 と い う名

の 医 者 を,こ の=:人 を 遣 し た ま うた.」

「上 官 珠 專 看 」 を 「上 官 」 で 切 り,こ れ を 「上 位 の 官 」 と ウ イ グ ル 語 訳 し,「 珠

專 看 」 を 人 名 と し て 音 写 し た.し か し,「 上 官 」 は 複 姓 で 「踪 」 が 名 で あ る.

「專 看 」 は 「專 ら 看 る」 の 意 味 を も っ て い る.

4.至 十 二 月 七 日,通 事 舎 人 漏 義 宣 救 垂 許.(第 十 巻 大 正P.276中)

(6)歌 氏 はk廿s飴 をk6sUs,qovisi?iをqawisi・i,sangram・mをsangran-m,茗imをzimと

す る.

(7)「 供奉……奉御」 までは直訳す ると 「内部奉仕人 の頭 の,医 薬を研究す るの に止む ことのない

学者」 のごと くで ある.
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6(a)xgap(a)tayyitiyangf-qasav6tkUr-da6iordti-daqi'ki忌ifui)

baγll'γgits血enatl(1)rbagaγiz1'nta(北 京H5b5～9Tezcan1975425～429)

「十 二 月 七 日 に 通 事 舎 人,爲 と い う姓 の 義 宣 と い う名 の 官 の 口 に … … 」

「薦 義 宣 救 」 は 最 初 の 二 字 「爲 義 」 が 姓 と 名 で,「 宣 救 」 は 「救 を 宣 べ る 」 の

(8)

意 味 を表 わす.Tezcanは これ を誤 訳 とせ ず,gitsitenを 名 と認 め てい る(P.152).

5.若 無 常 後,汝 等 遣 我 宜 從 倹 省,可 以 簿 際 裏 途,侃 澤 山 澗僻 庭 安 置,(勿

近 宮 寺.)(第 十 巻 大正P.276中)

m(a)n61mi蓉 一takinmaningqraminqami'Slbaγ 一qa..._2iη6argan

at1(i')γtaγda__rtip(北 京64a7～10Tezcan1975454～457)

「私 が死 ん だ後 は,私 の死 体 を蔭 に(包 ん で … …){乃澤 山 とい う山 に … …」

Tezcanは 「2in6aγ9anと し・う山が どの 山 に相 当 す る もの か わ か らない 」 と

述 べ て い る が(P.96註456),も ち ろ ん これ は 山 名 で は な く,「0揮 山澗 僻 塵 」

は 「す な わ ち 山澗 の 僻慮 を澤 ん で」 とい う意 味 を表 わ してい る.
じ

　

このよ うな固有名詞に関する誤訳 と,そ の漢語の音写 とは,Sl'ηqoSaliが 翻

訳に際 して定着 していた名称を用いたのではなく,原 典の漢語を当時の発音形

式に従 って写 し入れたことの証拠 となる.す な'わち,『 慈恩伝』 中の漢語形式

は,基 本的には訳出当時の漢語(漢 字)の 発音形式であったことを示している.

この一共時態上の漢語形式に関する正確な記述は,他 のウイグル文献中の漢語

形式の性格を知る上でも重要な役割を果すことになる.

以下では,第2章 でウイグノレ文献中の漢語音が どのような形式をもっていた

かを 『慈恩伝』の形式を中心に据えて検討してみたい.次 に第3章 でウイグノレ

文献中の漢語音形式を通時論的観点から観察してみたい.第4章 の結語につづ

いて,第5章 にはウイグル文献中の漢語 リストを掲げる.

2.漢 語 音 の 形 式

2.0扱 った文 献 の ほ とん どは ウイ グル 文 字 で 書 か れ て い る.ウ イ グノレ文 字 は

(8)凋 に対 してTezcanはYungの 転写を与えてい るが初頭 は文字 ηである.

(21)



漢語音を表記するのにあまり機能的ではなく,そ の文字転写の表わす形式はも

との漢語音 とは大きく異 っているのがふつ うである.し たがってウイグル文字

表記からもとの発音形式に近い形式を再構する作業が必要である.こ こではウ

イグル文字で表記された形式を 「切韻系韻書」に基づいて再構された中古漢語

形式,チ ベ ット文字 ・チベット文献の漢語形式,ブ ラーフミー文字 ・コータン

文献の漢語形式,又 必要に応 じて漢音や朝鮮漢字音 と比較することによって,
(9)

再構 してみたい.再 構形式はもとの漢語の形式を反映 しているが,も との形式

そのものではなく,む しろウイグノレ語使用者によるウイグル文字表記の読書音

形式に近いものであって,ウ イグノレ語の音韻構造の制限をそ う大きくは越えて

いない.

因みに,ウ イグノレ語の母音 と子音の体系は次のごとくである.

非 円 円
一 一

前 後 前 後へ
ie1'狭ttu

aa広 δo

閉鎖音

破擦音

摩擦音

鼻 音

流 音

士
月

士戸

士戸

士円

士戸

無

有

無

無

有

qk

g

t

d

P

b

己

S忌X

vzyγ

mnη

l

r

(9)チ ベ ッ ト文字 ・チベ ッ ト文献(T)は 羅常培(1933),ブ ラー フミー文字 ・コー タン文献(B)は 水

谷真成(1958),「 朝鮮漢字音」は河野六郎(1968)を 用い た.Tの うち下線を引いた ものは 「千

字文」 に現われ る.
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「切韻系韻書」に基づいて再構された中古漢語音形式を以下では 「中古漢

語音」又は 「中古音」 と呼ぶ.

2.1声 母

中古漢語声母音 として,『 韻鏡』 などに付せられた 「三十六字母」に正歯音

二等と喉音の喩母三等を加えた体系を採用 したい.

唇音

重唇音

軽唇音

舌音

舌頭音

舌上音

歯音

歯頭音

歯上音

正歯音

牙音

喉音

2.1.1唇 音

2.1.1.1重 唇 音

a)中 古 音

駕P

湧P`

並b`

〈慈 恩 伝 〉

鷲P湧P`並b`明m

非f敷f`奉v`微 勾

端t透t`定d`泥n来1

知 隻 徹 亀`澄 磯`娘 塩

精ts清ts`従dz`

荘t§ 初t§`躰dオ

照tc穿tG`神dピ

心s邪z

山 §

審G禅 灸 日n簗

見k渓k`群9`疑 η

影 ・ 暁Z匝 γ 喩 丘(3)y(4)

TibetBrahmi

P～b(上 去)P(/P/)

立～pph(/P`/)

亙《ノbph(/P`/)
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1。Uighur6

(留)百pakρ ツ9(並)婆b`uaρ'

本puonρ ツη 蒲b`oρ"

碑piuさ ρツ 砒b`i6iρy

(湧)破P`uaρ`

プ ラ ー フ ミー文 字 文 献 に は み られ な い が,チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は 奮 湧 並 に

pp`bの 三 種 が区 別 され て い る.ウ イ グ ル文 字 に は この三 種 を 区別 で き る文 字

は な い.重 唇 音 は 文字 戸のみ で表 わ され て い る.ウ イ グル語 閉 鎖音 に は 有 声 と

無 声 の対 立 が あ る が,こ れ を区 別 で きる文 字 は'と4だ げ で あ る.後 に述 べ る

よ うに舌 頭 音 有 声 のd`は 無 声音 の 範 疇 に入 れ られ て い るの で並 母b`も 既 に 智

湧 に合 流 して い た か,そ の強 い傾 向 を も って い た と考 え た い.

一 方
,無 気 と有 気 の対 立 は ウイ グル 語 に は な か った が,現 在 の チ ュノレク語 で

(10)
は漢 語 の 無 気音 は 有 声音 に,有 気音 は無 声音 に反 映 され るの が ふ つ うで あ る.

(10)た とえば新ウイグル語とサ リグ ・ヨグル語(西 部裕固語)で は次のごとくである.

本 事pen§i

砲P`ao

店tien

通 事toO§i

桂 面kuamien

坑k`aη

新 ・ウ.

b量ηsi

po

dεη

tuηt∫董

gamεn

ka月

サ ・ ヨ.

bOn§i～bensi

PO

die且

tuηsa

guamen

kaη

(cf.陳 宗 振 「西 部 裕 固 語 中 的 早 期 漢 語 借 詞jr語 言 研 究 』1985年 第 一 期PP.206-214).

後 期 ウ イ グ ル 文 献 の 中 に は ウ イグ ル 語 人 名 を 漢 字 音 写 し た小 さ な断 片 が 残 され て い る.こ の漢 字

音 写 の 人 名 と対 応 す る ウ イ グル 語 と の リス トはA.v.Gabain(1976)に よ っ て 提 出 され たが,ウ

イ グル 語 閉 鎖 音 は 次 の よ う な漢 字 に よ って表 記 され て い る,

a)不P三gu→pu(中 原 音 韻):bu・b)

白b`ak→pai:bag

古ko→ku:騨gu【

斤kien→kien:一gin曲k`iok→k`iu:kδ ・

底tlel→ti:・di・ 脱t`uat→t`uo:to・

都・一…{:夢 嵩 搬 謙:琢

;苔=tap→ta:(")ta一*

的t三ek→ti:te一*

大d`ai→ta:ta・*

上掲a)は 漢語音(中 原音 韻)が 無気声母 をもつ もの,b)は 有気声母 を もつ ものであ る.*を つ

けた対応 は,ウ イグル語 の無声 音を漢語 の無気 音で表記 した ものであ る.し か し全体 としては漢語

無気音 はウイグル語 の有声 音を,有 気 音は無声 音を表 記 してい るとい ってよい.た だ し,こ の文献

は 「慈恩伝」 よ りはず っと後の時代 に作成 され た.(cf.註69).
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した が って,有 気 音 を表 記 した ρをpで,無 気 音 を表 記 した ρをbで 発音 した

可能 性 は あ る.だ が舌 頭 音 の端 透 定 が 文 字 上 この 区 別 を して い ない ので,こ こ

で もpb二 種 を設 け る こ とな くた だpの 一 種 を も って 重 唇 音 の形 式 と して お

きた い.

〈他 の文 献 〉

「慈 恩 伝 」 以 外 の ウイ グル文 献 で も鷲 湧 並 に対 して は一 様 にpを 立 て る こ と

が で ぎ る.た だ 例 外 的 に 駕 母 に所 属 す る声 母 と してf又 はvで 発 音 され た もの

が元 朝時 代 に 書 か れ たBTT-XIII(49.11)とAbhi.(Or.8212-75A143a)に

現 わ れ る.い ずれ も八p磁tを τ'rと 表 記 して お り,far又 はvarの 形 式 を

与 え る こ とが で き る.BTT-XIIIの 八 は八 陽 経varyokeに 現 わ れ る が,陽 や 経

の表 現 は 「慈 恩 伝 」 に反 映 され て い る漢 語 音 体 系 に適 合 す る もの で,こ の経 名

が早 い時 代 の形 式 を継 承 した こ とは 明 らか で あ る.一 方 この経 名 を掲 げ た一 仏

典 断 片 に は 八 陽 経 はparyokeと して現 わ れ,八 は な おparの 形 式 を もつ.

AbhLの もの は八 転 声var茄enきiに 現 わ れ,声 を写 した 勇iは や は り 「慈

恩 伝 」 の 反 映 体 系 に適 合 す る.こ れ らvar(far)が ウ イ グル 内 でparか ら変

化 した可 能 性 は大 ぎい 。

b)T

明m'b～m

<慈 恩 伝>

1。Ui替 〃z

門muen〃21yπ

銘miε η 〃zツ

20Uig.ρ

馬ma〆

戊mguρ 測

B

m～b

明miuaη 規5'

摩imua〆

1。は韻 尾 に鼻 音 を も って お り,2。 は非 鼻 音 を もつ.非 鼻 音 韻 尾 と結 合 す る明
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母 が 脱 鼻 音 化 す る こ の よ うな現 象 は チ ベ ッ ト文 字 文 献 でみ られ る:明me血 銘

mi摩'ba茂(mgu)'bu.但 し'bは[mb]の 音 価 を も って い た と考 え られ て

い る(羅PP.29～30).ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 も明母 はbとmで 現 わ され る

が,そ の分 布 に条 件 は ない.bとmに は 共 に 音 素/b/を 立 て[mbコ の 音価 が

与 え られ てい る1摩ma滅(miεt)byeri～mye(水 谷PP.6,8).

上 掲1。 の 〃3に はm2。 ρに はbを 与 え た い.

〈 他 の文 献>

mとbと は次 の よ うな現 わ れ 方 をす る.

m哺

1)門muonmin(U-II3TT-VIKIP)

mun(TT-VIIIduq)

i麺miεnmin(Hk-IU-17USp76).

満muanman(TT-VII)

2)麻mama(Hk-1)

蜜mi6tmir(Hk-IITT-VIIMaitri)

密mi6tmui(lduq)

母meumu(BTT-XIII)

b一

昧m噂ibai(TT-VBTs`P)

弥mi6bi(Ts`PU-ISuvBTT-III,XIII)

戊moubuu(TT-VII,VIII)

母mgubtlu(BTT-XIII)

韻尾 音 の 性質 に か か わ らず 声 母 にmが 現 わ れ るが,b一 は 鼻 音 韻 母 とは 決 して

結 合 しな い.m一 の立 つ もの の うち2)の タ イ プ は 「慈 恩 伝 」 に はみ られ ない が,

こ こに掲 げ た 例 は更 に 二 種類 に わ け られ る.一 つ は 漢 語m一>b一 の変 化 以 前

に借 用 さ れ た形 式 、 蜜 はMaitrisimitの よ うな古 い文 献 に もみ られ る の で これ

に該 当す る可 能 性 は大 ぎ い.も う一 つ は後 期 文 献 に現 わ れ る もの で,「 慈 恩 伝 」
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とは 別 の漢 語 音 体 系 を 反映 して い る もの で あ る.少 な く と もIduqに 現 われ る

(11)

密1nuiは それ に当 る.

2.1.1.2軽 唇 音

a)

非f

敷f`

奉v`

T

2`～'P～h

2`～'P

b～P`～'b }
B

hv(/xv/)

〈慈恩伝〉

1。Uig.η

(非)坊fiuaη η脚

府fiu τ惣り

封fioO曽 τσπ9

(奉)Z罵v`iuη り喫)η8

輔v`iuη 騨

符v`iuη"

2。Uig.6

(奉)仏(b`iuot→)V`iu∂t6卿7(9'〃)

チ ベ ッ ト文 字 文 献 「千 字 文 」のP`は こ こで は軽 唇音[pf`]又 は[f]を 表 わ す と

い う.非 敷両母は若干.の例外を除いて合流 していた.奉 母 も 「千字文」 と 「大

乗 中宗 見 解 」 ではP`音 に 変 化 す る趨 勢 が あ った(羅PP.17～18). フ フ ー フ ミ

一文字文献は三声母共にhvで 表わされる.hvは 唇化した軟 口蓋摩擦音を示

す とい う(水 谷PP.12～13).「 慈 恩 伝 」 にお い て は敷 母f`の 例 は み つ か って

(11)密 に対 してGengら はm茸 アと転 写 した(lduqV-10),後 期文献からなるBTT・XIIIに は母

がmuとbuuの2種 で 現われて いるが,共 に父母恩重経を表記 したもので ある.2種 の うちの1

種は版本 で,buumui血Ooと 写され,も う1種 の写本ではvibuuin60と 写された,こ の

転 写はBTT-XIIIの 著者P.Ziemeに よる.Ziemeは このうちの前者 を古形 と考 えた(BTT・

XIIIPP.74～75註12.032)・ 掲載 された フ ァクシ ミリか ら版本のbuuの 初頭音 の形が確認で きな

いのは残 念であるが,buu父(b`iu→v`iu)が 正 しい とすれば この形式は非常 に古い時代 に所属す

る.「 慈 恩伝 」では このb`・ はすで に軽唇音(v`)f・ になってい た.こ のよ うな古形は早期の借用

形bur(xan)仏 にみ られ る.当 然mU母 も脱鼻音化以前の古い形式 と考えねば ならない.し か

し,重4`io勾 は 「慈恩伝」 と同 じく韻尾 勾を欠 いた60と 転写 されてい る.ウ イグル文献 より早 い

時代 のソグ ド文献 では重はなお鼻音 韻尾を保存 しているのに,b`一の軽唇音化は既に存在 し,m一の脱

鼻 音化 もみ られる(cf。 註79).た だ ファクシ ミリか ら判断 して60は 初頭の6し か残 っていない よ

うである.韻 尾にngを も っていたとす ると,buumuih6UR9は 古形 といえる.し か し,bロu

のbがf・(v一)で あれ ば,逆 に後期の形式になる.
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い な い.チ ベ ッ ト文 字 や ブ ラ ー フ ミー文 字 と 同様 に ウ イ グル 文 字 に もfを 表 示

す る専 用 文 宇 は な い.1。 で ウィ グ ノレ文字 η とした も のは ウ イ グル語 のvを 表 わ

す が(cf.註28),v表 示 文 字 は一 般 に ソ グ ド語 のfを 写 す こ と もで き る:ηr画 ツ

fri首ti←Sogd.方 頚 聯 奉 母 は 並 母 と同 じ く無 声 化 し て,非 母 に 合 流 して い た も

の と考 え,1。 の τにfを 立 て た い.2。 の ρ獅(9'π)の ρ は奉 母 が 並 母b`か ら

分 化 す る以 前 の形 式 か,な おbv`の よ うな形 式 の時 代 の も のを 反 映 して お り,

bを 立 て る こ とが で き る.こ の単 語 形 式 は早 い 時 代 か ら定 着 してい た.

〈他 の文 献 〉

他 で も非 母 奉 母 は文 宇 ηに よ って 表 わ され る.し か し仏 に は 定 着 形 式 のbur一

棚 われ る(i2もur畷。nr仏 」 魔.sangr仏 僧⊥ 例 外 的 な形 式fi・ がB皿 選1・・

(P.75註12.032)に 現 わ れ るが,仏 に あて られ た こ のfirが 「慈 恩 伝 」 の反 映

体 系 に は適 合 す る.

b)TB

微 ㎎'b～bv

〈慈 恩 伝>

1。Uig."

武 頭uη 切 文 勾iUon妙 ツη

無 ㎎iuη ω 問 ㎎iuonη ツπ

チ ベ ッ ト文 字 文 献 の'bは 〔mb]の 音 価 を表 わ す とい う(羅PP・29～30).ウ

イ グル 文 献 で は プ ラ ー フ ミー文 字文 献 と同 じ く微 母 の脱 鼻 音 化 は完 了 して い た

と考 え られ る.文 字 ηに はvを 与 え た い.

〈他 の 文 献 〉

他 で も一 様 にvで 表 わ され る.TT-1に 萬 勾iUBnの 音 写 と して現 われ るban

は例 外 と して扱 え る.

(12)他 の1例 父については註11を 参照.歌(1978)に は飯v`iuBnがxuanと 写 されてい るが,軽

唇音がxで 反映す る例は他 にない(Gen.Mani〃.51,53,61).一 方,BTTXIIIに は非母 と敷

母 にw一 の現われ るものがあ る。夫fiuwu副f`iukwu.
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2,1.2舌 音

2.1.2,1舌 頭 音

a)T

端t主

透t`玄

定d`d～t`

<慈 恩 伝>

10Uig.'

(端)東tuη

敦tuon

徳tek

(透)太t`ai

台t`参i

統t`oη

2。Uig.4

(端)帝tiei

彦切 η8

'ω η

孟5漉

〆ツ

〆ツ

'τσπ8

4y

B

tt(/t/)

}・h(/・/)

(定)寳d`∂u→t∂u

徒d`o→t`u

殿d`ien→tiεn

(定)達d`at→ta

妙"

'ω

妙π

4'プ

ウイ グル 語 には 初 頭 に有 声 音dの 立 つ こ とは な い.し か しサ ン ス ク リ ッ トか

ら の借 用 語 は 常 に文 字4を も って初 頭 のdやdhを 表 現 す る:4'rη ツ←skt.

dharpi.定 母d`が 有 声 音 と して 明 確 に 識 別 で きた な ら,文 字4を 用 い て そ

れ を表 記 す る に ちが い ない.だ が 定 母 に所 属 す る多 数 の例 の 中 で20の 達 だ け が

4で 表 記 され てい る.お そ ら く定 母 の端 母 透 母 へ の合 流 は 完 了 して い た か,完

了 しか か って い た と推 定 して よ い.1。 の文 字'に はt,2。の文 字4に はdを 与 え

(13)

た い.但 し上 掲1。の定 母 に所 属 す る漢 字 の矢 印 の右 辺 の形 式 は 「中原 音 韻 」 の

もの を示 した.

又,2.1.1.1-a)で 述 べ た よ うに,漢 語 の有 気 音 が ウイ グ ノレ文 献 で は無 声 音 に,

無 気音 が 有 声音 に 反 映 さ れ て い る とは い い難 い.無 気 音 が文 字4で 示 さ れ る例

(13)帝 は梁武帝に現われるが,BTT-1やTs`Pで もこの帝名にはdが 現われる.
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は2。の み で あ る.

〈他 の文 献 〉

他 で も これ ら三 声 母 に は ふ つ う'が 対 応 す る.若 干 の もの はd`に 文 字4が

対 応 す る:豆d`ou→tou4脚(TT-VII)墓d釦 →t`ai4'ツ(BTT-XIII)萄d`蝕

→t`au4'(Hk-1,II) .TT-VIIやBTT-XIIIは 後 期 の文 献 で あ って,定 母 は既

に他 の2声 母 に合 流 して い た と考 え るべ きで あ る.4の 出現 は後 期 文 献 に よ く

(14)

み られ る文 字'と の 混 用 に よ る もの と考 え られ る.

b)TB

泥nn～'d～'nd～n

<慈 恩 伝>

10Uig.η

南namη'〃z寧nieη ηツ

チベ ッ ト文 字 文献 の泥 母 は 明母 の場 合 と.同じ く,韻 尾 に鼻 音 を もた な い もの

は脱 鼻 音 化 して'd[nd]に な る傾 向 が あ る(羅PP.29～30).ブ ラ ー ミー文 字

文 献 で もnに か わ ってdが 現 われ るが,韻 尾形 式 は そ の 出 現 に 関 与 しな い と し,

両 表 現 に[nd]の 音 価 を もっ た/d/一 子 音 が 与 え られ て い る(水 谷R8).」 ウ イ

グル 文 献 の 上 掲 二 例 は た ま た ま鼻 音 韻 尾 を も って い る ので,チ ベ ッ ト文 字 文 献

と同 じ条 件 の 脱 鼻 韻 化 が あ った か 否 か は この 範 囲 で は わ か らな い.し か し他 の

文 献 の 例 で は,韻 尾 に 非 鼻音 を もつ に もか か わ らず 声 母 はnで 反 映 され て い

る:那n盒na(Ts`P)内nuainoi(Ma.Pf)尼ni6ini(TT-VB).例 が 少 な

い の で 断 定 は で き ない が,「 慈 恩 伝 」 の 接 した 漢 語音 に は 脱 鼻 音 化 の な か った

可 能 性 も あ る.1。 の πに はnを 与 え て よい 。

c)TB

来lll～ す(/1/)

〈慈 恩 伝 〉

(14)CsongorはKIPp.33のtsunに 段d`uanを あ て て い るが,文 脈 か ら考 え て も このtsun

は寸ts`uonの 音 写 と と るべ き だ.

(30)



1。Uig.」

流1iouZツ"腫1ioJ卿 蓮lien1夘

他 の 文 献 同様 に,「 慈 恩 伝 」 で は来 母 は常 に文 字 ♂で表 記 され る.こ れ に1を

与 え て よい.

2.1.2.2舌 上 音

a)

知 亀

徹 ギ

澄 哉`

〈 慈 恩 伝>

1。Uig.∂

T

9

¢

ユ～c

(知)張 隻iaη ∂ω

貞 董iεη の

中 卓uη ∂測 鴻

(徹)超 蔓`iεu∂ 物

楮 ギio∂ ω 塑

2。Uig.'3

(澄)重:dヒ`ioO'鋼

B

c

ch(/c`/)

(澄)宅 磯`akの9

葵βdε`iεη ～5ツ

陣 熾`i6nδ:yη

中世 漢 語 へ の 過 程 で 有 声 音 澄 母 は 並 定 と同 じ よ うに 知母 と徹 母 に合 流 し,更

に 知 は 正 歯 音 照 母 に,徹 は 穿 母 に 合 流 す る,チ ベ ッ ト文 字 文 献 「千 字 文 」 や

「阿 彌 陀 経」 で は 澄 母 の 有 声性 を よ く保 存 して い る.1。 の 文字 δは ウイ グノレ語

の こ[t∫]を表 わ すが,こ の文 字 がj[d3]を 表 わ して もお か し くは な い.し か し

並 母 や定 母 の場 合 と同 じ く,澄 母 は既 に無 声 化 し,知 徹 に合 流 して い た と考 え

た い.文 字 δに は6を 立 て る.2。 は1。 の 例外 形 式 と して扱 い た い.こ れ に は

tsを 立 て る.但 しT,Bのcc`も こ こで は 破擦 音 を 表 わ す.

〈他 の文 献 〉

(31)



この 三 声 母 に は 他 で も一様 に6が 対 応 す る.BTT-XIIIに は重 が み られ るが,

(15)
6血の ご と くtsに 対 して6が 立 つ.

b)丁

娘 現'j～'d

ウ イ グ ル 文 献 に は 例 が な い.

2、1.3歯 音

2.1.3.1歯 頭 音

a)T

精ts聾

清ts`璽

従 .dz`望 ～ts`

〈 慈 恩 伝>

1。Uig.'3

(精)宗tsOη ∫5τeノηゐ

蒋tsia1〕 彦∫貿ノ

子tSl曾1'5ツ

晋tsi6n'∫ 甥

2。Ui替49

(精)晋42ツ π

3。

(精)宗5測 擁

子 ぬツ

B

・
]

B

tc(/ts/)

ts(/ts`/)

tc!)ts(/ts`/)

(清)草ts`au∫5励

傘昔ts`akま ∫'9

(従)装dz`aq'5馴

慈dz`i守i'5ツ

秦dz`i6n診3ツ η

子 ∫ツ

中世 漢 語 へ の 過 程 で 従 母 は 精 母 と清 母 に 合 流 す る.チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は 精

清 従 に 区 別 が み られ る.ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 では 従 母 に は既 に無 声 音 化 し た

形 式 が現 われ るが,tcは 無 気,tsは 有 気 を 表 わ し,な お 本 来 の 気 音 性 は 残

って い た と し,両 形 式 に/ts`/が 与 え られ た(水 谷P・9).一 方,「 慈 恩 伝 」

(15)TT・VBに は仲4`iuη(「仲尼」)を写したとしてtuan(一ni)が 掲げられている・

(32)



1。の 文宇`∫ はtsを 表 わ した と 考 え て よい.こ の形 式 が精 清 従 を表 示 す る一

般 的 な 形 式 で あ った とい え る.従 母 は す で に無 声 化 して い た.2。 と3。は共 に1。

の変 種 で あ る が,無 気音 性 を表 わ 老 うと した 可能 性 もあ る.49,に はdz,∫ に は

sを 与 え て よい,

〈 他 の 文献 〉

他 で はtsの ほ かsの 出現 が 目立 つ.sは 清 や従 に も現 わ れ る:倉ts`aηtsaη

(U-ISuv)～saη(U-IISuv)寸ts`uantsun(U-IIKIP)～sun(Hk-1).と

りわ け 従 母 は 精 母 に 合流 した もの も清 母 に合 流 した もの もsで 現 わ れ る こ とが

多 い:藏dz`鋤 →tsaη(中 原 音 韻)tso(BTT-VII)～so(TT-VIUTb)罪dz`u奪i

→tsueitsoi(KIPTs`P)創soi(KPTT-IIA)層dz`oq→ts`eOsfq(BTT-1,

III)存dz`uen→ts`ugnsun(TT-VII) .tsとsの 分 布 に一 定 条 件 を見 つ け 出

す の は む つ か しい.た だ 「慈 恩 伝 」 にお い てtsの 使 用 が 目立 つ こ とは確 か で

あ る.子tsi曾iはtsiとsiの 他ziの 現 わ れ る こ とが あ る:皇 太 子huO.taizi

(BTT-XIII)太 子taizi(Iduq)童 子tuOzi(BUY).こ のzはtsの 無 声 性 を

示 した もの と考 え た いが,後 期 文 献 に現 わ れ る とい って よい.現 代(新)ウ イ グ

(16)
ノレ語 で もtsは 一 般 にzで 写 され る:貯tsaη →tsaη(現 代北 京 語)zaη.

b)TB

心SS.S

邪zs

<慈 恩 伝>

1。Uig.∫

(心)三s盒m∫'翅(邪)序zio5測 脚

孫suOn∫ 脚η 遂ziu6i3剛

薫sieu∫ ツ蟹り 寺zi曾i5ツ

2。Ui畠'3

(心)宣siuεn∫ 鋼 ッη(邪)寺'5ッ

(16)Ts`PやMaitr玉 には褐子にqarz～qarsと いう形式がみられる.子 はzで 表わされている

が,こ の単語形式は仲介言語の影響を受けたか,ウ イグル内での発展形式と考えられる.

(33)



中世 漢 語 へ の 過 程 で 邪 母 は 心 母 に 合 流 す る.「 慈 恩 伝 」 の ウイ グ ノレ文 字 に は

sとzの 表 記 上 の区 別 が あ る.チ ベ ヅ ト文 字 文 献 と同 じ く邪 は心 に合 流 して い

た と考 え て よい.2。 は 例 外 的 な 形 式 で あ るが,と くに 寺 は 弘 福 寺 γueηfiuk

ziφg測 痂 η観5ツ のみ に現 われ る(VII) .'5ツ は福fiukの 韻尾kの 声 門 閉 鎖 音

化 と結 びつ け て 考 え る こ と も可 能 で あ る(cf.P.78).上 掲1。の3に はs,2。 の'5

に はtsを 与 え て よい.

〈 他 の文 献 〉

(17)他
で も心 母,邪 母 は共 にsで 表 わ され る.tsは み られ ない:宣siuεns舵n

(BTT-XIII),

2.1.3.2

a)

荘t§

照tc

初t§`

穿tc`

〈 慈 恩 伝>

1。Uig.δ

正歯音(二 等三等)

T

}£一j(上去)

}¢ 一

(荘)斎t§ 益i

(初)餓t§`am

(穿)昌to`i鋤

∂'ツ

∂'〃z

δτ砂

B

}・

}蜘

中世 漢語 へ の過 程 で,荘 母 と照 母,「 慈

恩 伝 」 に お い て もチ ベ ッ ト文 字 文 献 や ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 同様 に,こ の合 流

は終 って い た.1。 の δに は6を 与 え て お きた い.他 の文 献 に おい て も一 様 に

6が 立 つ.

(照)章toi鋤 伽

志t¢i弓iの

周toiouδ ツ切

初 母 と穿 母 は そ れ ぞ れ 合 流 す るが,

(17)Hk-IIに は 奪zi∂mを 写 した と してzu皿 の形 式 が 掲 げ られ て い る.Ts・P(War.)に は 信si6n

が§in・Ma三tri(Tekin)1こ は 削siakが きwkと 転 写 され て い る力踏 はsと す べ きだ .

(34)



b)

鉢d賓

神 砺

山 §

審 ¢

禅 灸

〈 慈 恩 伝>

10Uig.5

T

9

2(上 去)

(鉢)蹟d2し`ak

士d現`igi

(神)射d須a

実d須6t

乗d灸`i的

(山)山 §首n

沙 §a

双 §つη

細9

勢

卵 ¢

営ツr

卵 ηた

営'π

(18)
営'

営τση々

B

'
Q

〕

(審 …)舜Giuen

書qio

よ ロ
,円Clε η

(禅)禅4iεn

常#iaη

侍 癖i

3τ0ツπ

翫 砂

5ツ

営ツη

翫 りτσ

砂

首 を表 わ す 専用 文 字 は5に2点 を付 した形 式 の ものが あ るが,他 の文 献 と 同

じ く「慈 恩 伝 」で は 大概sを 表 わ す 文 字5で この音 は表 記 され る.上 掲 例 にお い

て も文 字 は5と5の 区 別 を せ ず 一様 に ♂ と して 掲 げ た.し か し 「慈 恩 伝」 の ウ

ィ グ ノレ文 字 に は 茗を表 わ す 専 用 文 字 が あ る の で,禅 が 既 に 無 声 音 に な って い た

こ とは明 らか に で き る.上 掲 の五 声 母 は チベ ッ ト文 字 文 献 や ブ ラー フ ミ ー文 字

文 献 と同 じ く,合 流 して一 音 に統 一 され て い た と推 定 で き る.文 字5に は 首を

立 て た い.

〈他 の文 献 〉

他 で も これ ら五 声 母 セこは 一般 に 話が 立 つ が,躰 禅 に は 首にか わ って6の 立 つ

(18)Hs・IXで は大毘婆沙論が 〆y搾 〆㌶ ∫⑳πと写されており,沙 はガ となっているが,こ こで

は例外として扱いたい.

(35)



も の も あ る:諜d賓`am→t∫`am(中 原 音 韻)6am(USp73)成 環iε巧→t∫`i9η6e

(19)

(TT-VII)丞 蜘 η→t∫`ieη6iη(BTT-XIIIIduq).こ れ らは い ずれ も 「中原 音

韻」 で はt∫`で 現 われ て い る.淋 母 は ウ イ グル文 字 の 表 記 が摩 擦 音 化以 前 の破

(20)

擦 音 時 代 の 古 形 を写 した 可 能性 もあ る.一 方,禅 母 の摩 擦 音 か ら破 擦 音 へ の変

化 は ウ イ グル 文 字 に 明 確 に 反 映 して い る.少 な くと も禅 母 の ウイ グ ノレ形 式 は新

しい時 代 の もの とい え る.こ の δの現 わ れ て い る文 献 は どれ も元 朝 時 代 に書 か

れ た と 推 定 され る.因 み に 「慈 恩 伝 」(VII)に 現 わ れ た(禅)の 常 は 「中原

(21)

音 韻 」 ではt∫`aη に な った が,上 掲1。の ご と く動"の 形 式 が 立 つ.

c)TB

日n簗2§(/2/)

<慈 恩 伝>

1。Ui魯 髪

如 堤nio靴 σ{乃 取i鯛 勿 漉

壬n灸iqm髪 ツ彿

2。Uig.ツ

入n灸ienツ ツη

日母 の鼻 音 性 は チベ ッ ト文 字 文 献 で も ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 で も表 示 され て

い ない.1。 の 廷は ウ イ グル語 茗 を 表 わ す 専 用 文 字 で あ って,こ こで も この 音

を表 わ し た と考 え て よい.2。 は 道 人d`aun灸ien伽 ツツη のみ に現 わ れ る.こ

の単 語 は 定 着 形 式 で ウ イ グル 文 献 全 般 に 同形 が み られ る.仲 介 言語 の 形 式 を 反

(22)

映 した 可 能 性 は大 きい.ッ ッ糾 こはyinを 与 え たい.

(19)チ ベ ッ ト文字文献(「 大乗」 「阿弥陀」 「金剛)で は成は ⊆ehの ごと くg(=旬 が現われ る.

(20)「 中原音韻」のt∫`はt§`を 立て る場合 もあ る.cf.護t§`am(宇 継 福1982.P.146).な お,駄

母 が6(=c)で 表わ され る例は チベ ッ ト文字文献(「 千字文」)にも一例がある:床(d竃`laη →t∫`uaη)

C`0.

(21)常 はチベ ッ ト文字文献(「 大乗」)で はGoh(題oη)と な ってい る.な お,Ts,P(War.)に は

氏 勾6に 乞iが与え られてい るが,正 しい転写な ら例外 的存在で ある,

(22)toyinはto丘inの 形式で導入 され,い わゆる 「y方言」 の音韻構造 に同化 して丘>yが 起 った

と考える こともできる.cf.ahir(h方 言):ayir(y方 言)「 悪い」.
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〈他の文献〉

他 で は まれ に εで表 記 され た 例 が あ るが,ふ つ うは5で 表 わ され る:日n興i6t

卵 プ(Maitri)如 伽 ～ 伽"(BTT-XIII10-13BUY)壬 砂 〃z(BTT-XIII9,

50).文 字5も 営も手 書 き草書 体 で は 老を表 わす の に用 い る こ とが で ぎ る の で,

た とえ ばBTT-XIII10-13やBUYに 書 か れ た如 が 老音 を も って い る 可能 性

は あ る.し か しBTT-XIII9,50は 版 本 で あ って 壬 の 働 よ醐 こ発音 され た と考

え る べ き で あ る.

(23)

て よ い.

2.1.4牙 音

このような鳶音はウイグル語内で 老から発達 した形式 といっ

a)

見k

渓k`

群9`

T

k～9

k`

9`～k～k`

B

k(/k/)

kh(/k`/)

kh(/k`/)

〈慈恩伝〉

1。Uig.々

(見)堅kien

金kiθm

環kiuaη

々yη

んy〃z

ゐツy

季kiu6i舳 ツ

恭kioη 々yπゐ

(渓)卿k`iaη

窺k`iu6

慶k`iaη

(群)極9`埼k

乾9`iεn

鳶ツ

ゐτσツ

ゑツ

ゐツツゑ

ツ々π

(23)U・III88-17と89-2,更 にMaitr孟(Tekin)Nos.109r14116v-10に はbak6a鳳 あ る い は

ρ`瀦`π と転 写 され た 形 式 が あ り,そ れ ら に漢 語 の 黙 然mgk畷 …εnが 与 え られ て い る.Csongor

もU-IIIのbak6anをbagjanと 転 写 し直 して,や は り黙 然 の 音 写 形 と した(PP・84,89,90,91,

100,101,102).し か し,U・IIIやMaitriに お いて,〆 ゐδ'π は文 脈 か ら 「夏:坐 」 あ る い は 「夏 安

居」 を 指 す.BTT-III(IL59,389,400,406,426,600,601)に はや は り 「夏 坐 」 に あ た るbirk・

6anが み られ る が,著 者Tezcanは これ をU・IIIのbak6anと 共 に,skt.bhakta・chi皿nakaか

らの 仲 介 言 語 を 通 した 形 式 と推 定 した(BTT-III註57).Tezcanは 他 に ベ ル リン蒐 集 品 中U3366

にbik6anの 形 式 の存 在 を明 らか に して い るが,bik6anはSho-Agama(H.22.2-9)iこ も現 わ れ,

対 照 漢 文 か ら 「夏 坐 」 を 指 す こ とが 明 らか に さ れ て い る.bik6anやb…rk6a且 を 黙 然 の 音 写形 と

す る の は形 式 の上 か ら無 理 で あ る.〆 〆々πを 含 む これ ら形 式 は 同 じ来 源 を もつ と考 え られ る の で,

当 然,〆 為σ'π も黙 然 か ら借 りた とは い え な い.
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宮kiuη 細 ツ漉 忌9`i曾iゐ ツ

2。Uig.9

(見)綱k鋤9"庚kaη9ツ

広kuaη9刎 国kuokg渕9

江kっ η9"漉 穀kukq塑q

チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は 見 渓 群 三 声 母 の 区別 が 明 確 に あ る.ブ ラ ー フ ミー文 字

文 献 で は 群 母 は 無 声 化 し,渓 母 と同 じ扱 い に な った.ウ イ グ ル文 字 ゐ とgに

は 声 や 気音 の 区 別 は な い.定 母 と同 じ く有 声 音 の群 母 は 見渓 に合 流 して い た と

考 え られ る.1。 の ゐにk,2。 の9にqを 当 て た い.1。 のkは 介 音iに 先 行 し,

2。のqは それ 以 外 に先 行 して現 わ れ,互 い に 補 い 合 う関 係 に あ る.ウ イ グノレ語

で は 文 字 飢 こよるkは 硬 口蓋 後 部 あ るい は 軟 口蓋 前 部 の子 音 を 表 わ し,文 字q

に よ るqは 軟 口蓋 後 部 か 口蓋 垂 の子 音 を表 わ す.i介 音 に先 行 してkの 現 わ れ

るの はKarlgrenの い う 「yod化 」 に あ た る.Karlgrenはvocalicmedial

iを もつ,い わ ゆ る 「仮 四等 韻 」 に は 「yod化 」 を認 めて い ない が,「 慈 」 で は

堅(ken→kien)の よ うに こ の韻 母 に先 行 す る声 母 に もkが 立 つ.「 仮 四等 韻」

は唐 末 に は 「四等 韻 」 に 合 流 して い た と考 え られ て い るが,ウ イ グノレも合流 後

の声 母音 を 反 映 して い る とい って よい.

〈 他 の 文 献 〉

「慈恩 伝」 に み られ る見 渓 群 の 表 記 形 式 の 分 布 の 条 件 は 他 で も,後 期 時 代 に

書 か れ た もの を除 い て 一致 す る.後 期 文 献 で は 介音iを もた ない 韻 母 に 結 合 し

た 声 母 に もkが 立 つ:庚kaηkiη(BTT-XIII)高k蝕kau(Iduq)甲kap

ka(Iduq)広ku鋤koη(Iduq).

b)

疑n

<i慈 恩 伝>

1。Ui移 ゐ

尭 ηieu

T

,茎

鳶y切

B

9～h(/9/)

業1〕iBPゐ ツ6
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元 ηiu2n々 吻ツη

チ ベ ッ ト文 字 文 献 の'gは[ηg]の 音 価 を もつ とい う.だ が 明 泥 の 場合 と異

って 勾との交 替 は な い(羅PP.26,29).「 慈 恩 伝」 の1。の 々 は有 声 軟 口蓋 口音

9を 表 わ した と推定 して よい.ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 で も鼻 音 性 は現 われ て い

ない.

〈 他 の文 献 〉

一 般 に はや は りgが 立 つ .だ が後 期 の文 献 で は 疑 母 η が'やyに な った

例 が み られ る:元 ηiu2n→ ●iuεn(中 原音 韻).6n(Iduq)cf.g6n(TT-VII)

五 ηo→・u・u(BTT-XIII)衙 ηa→●iaya(Iduq)・

2.1.5喉 音

a)

暁x

匝 γ

〈慈 恩 伝>

1。ui騒 乃

T

}野

(暁)顕 コ(ien

許zio

舌ヲ【iコ(iu∂n

2。ui替9

(暁)漢z蝕

孝zau

華zua

んyπ

たlyτσ

々τσツπ

9,η

9,

9τσ,

B

}h(/x/)'》hv(/xv/)

(開)(合)

(匝)玄 γiuen細 ツη

慧 γiuei舳 露

(匝)夏 γa

恒 γoη

鴻 γuo

衡 プaη

皇 γu鋤

椀 γu首i

q,

9ツ漉

qWnk

9ツ

ウ
gw～qw

qWPt

中世 漢 語 音 へ の過 程 で厘 母 は暁 母 に合 流 す る.チ ベ ッ ト文 字 文 献,ブ ラ ー フ
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ミー文 字 文 献 に は既 に 両 母 の 区 別 は な い.「 慈 恩 伝 」 に お い て も この合 流 は完

了 して い た と考 え られ るが 見 渓 の 場 合 と同 じ く,介 母iを もつ韻 母 の前 で 乃が,

そ れ 以 外 の 韻 母 の 前 で9が 現 わ れ る.こ こで は 勧 こxを,9にhを 与 え た い.

〈 他 の 文 献 〉

他 で も ゐ(x),9(h)が 現 わ れ て 「慈 恩 伝」 と同 じ条 件 の 分布 を示 す.後 期

文 献 に お い て も この 条件 の保 た れ て い る の は牙 音 の場 合 と異 な る:皇 γu鋤huη

(BTT-XIII)后 γauhfu(BTT-XIII)湖 γohuo(Iduq).た だ,中 古 音 で はi

介 母 を もた な い が,「 中原 音 韻 」 で は それ の現 わ れ る もの に は,後 期 文 献 で は

xと して 現 わ れ る:学 ρk→zlauxai(々'ツET§).含 津m(→zam)は 含 藏 を

表 わ す ときはx6mso(TT-VI)～x6mtso(UTb)の ご と くxで 定 着 して い る。

この 形 式 は 仲 介 言語 形 式 を反 映 した ものか,ウ イ グ ル語 内 で の発 達 形 式 と考 え

(24)
られ る.cf増 壱 含ts9η 一●i6t一薄ms功'irham(Ga.Druckesingirxam).

b)TB

影"

〈慈 恩 伝〉

1。Uig.#(ゼ ロ)

因 ●i6n#'甥

≡英 ・ia1〕#,」 ノ

尿寸 ●iULgt#,貿 ノツノ'

雍 ・io!〕#,τ 巳}ツηメ…

2。Uig.ツ

益'εky鉾

乙 ●i6t

安 壌n

恩.on

#'ツ7

#'n

#'ツ η

(25)
2。の ッす なわ ちyは1。 の 例 外 と して 扱 え る.ウ イ グル 語 には 声 門 閉 鎖 子 音

を 表 わ す文 字 は な い の で#の 位 置 に そ の子 音 が あ った もの と 推 定 で ぎる.#に

(24)Maitri(Tekin)で は ん㎜ 肋 顕 の形式を號 γauの 音写 という.但 し,上 古音*9'。9を

写 した形式 と考え られてい る.

(25)チ ベッ ト文字文献(「 金 剛」)に も例外的に要がye'uの ごとくy一を もって現われる.
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.を 与えてお きたい
.他 の文献において も 「慈恩伝」 と同じく影母には#(ゼ

(26)
ロ)が 立 つ:音 菊m`im(U-II3KIPTs`P)乙 廿(TT-VII)恩 θfn(BTT-

XIII)案 豊n●an(Suv).

c)TB

陰:謬 野y㌻h(}/・/)

<慈 恩 伝>

1。uig.ツ

(開 口)裕yiu算 σ"演yiε ηyツ(η)

挑yiεuツ 吻 祐El∂uツ 泌"

楊yi合 η ツω 測 融 丘iu1〕 ツτση々

揚yiaη ツ吻

2。uig.御

(合 口)鋭 丘iuεi測 ッ 永Eiuaη"ツ

王 丘iuaη 測'漉 域 丘i碕k塑 ツ(ん)

院 丘iuεnτσツπ1亮yiuεn剛 ツ犯
(27)

遠 丘it1Bnτθこソη

3。Uig.汐

(合 口 ・止 摂 四等)

唯yiu6i汐 ツ 維yiuさ1汐 ツ

4。Uig.#

(開 口)干 五iu#'獄 σ 滅yiε 勾#'ツ

ウ イ グル 文 字 でywvの 表 記 上 の区 別 は む つ か しい.と くに語 中で は ふ つ う

文 字 ッ と 汐 の区 別 は ない.だ が 「慈 恩 伝 」 で は 語 頭 にお い て文 字"は 明 ら

(26)Hs-X(1121)に お いてTezcanは 音 讃 の 音 写 形 と してyamtsanを 立 て た,し か し この 単 語

はKara(1983P.45)で 指摘 され た よ う に梵 讃v`iuBmtsanの 音 写 とせ ね ば な らな い.y・ は り一

と と るべ きで,η'伽5'π にはfalntsanを 与 え て よ い.

(27)北 京 本H8a-9(第9巻)に 現 われ る遠 の 音写 形 に対 して,薦(1953P.29)は 茸n,Csongor

は それ を 改 あて δnを 与 え て い るが,初 頭 字 は 四で あ って'ω で は な い.
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か に区 別 され てい る し,文 字 η も文 字 ッ とは わず か に異 った形 態 を呈 して い

(28)
る."に はw,η に はv,ッ に はyを 与 え た い.上 掲 中,原 則 的 にyは 開 口

音 に 現 わ れ,Wは 止 摂 四等 を除 く合 口音 に現 わ れ てい る.止 摂 四等 に はvが

現 わ れ る.一 方,チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は,喩 母 四等 にはyが,喩 母 三 等 に は'w

が 代 表 音 と して 掲 げ られ て い る(羅P.25).だ が 実 際 に は三 等 の開 口音 に は右

丘ieuyu(千 字文)炎 丘iεmyyam有 丘ieuyi'u(大 乗 中宗 見 解)の ご と くy

が 現 わ れ る し,四 等 合 口音 に罪yiu6n'win営yiuε η'we悦yiuεt'war(千

字 文)の ご と く'wが 現 わ れ る.4。 を除 い て3。のvを2。 のwと 同 じ範 疇 に入 れ

る と,「 慈 恩 伝 」 の喩 母 の現 わ れ 方 は チ ベ ッ ト 文 字 文 献 の も の と大 体 一 致 す る.

4。の#'測",#'ッ に は影 母 と 同 じ形 式,す なわ ち#に は ●を与 え る こ とが で き

る.チ ベ ッ ト文 字 文 献 に もや は り友 ●iu(千 字 文)有'i'u由 ●i'u(大 乗)の ご

と く喩 母 に ●の現 われ る形 式 が み られ る.一 方,ブ ラ ー フ ミー 文 字 文 献 で は

喩 母 四 等 に は全 てyが,又 三 等 に は開 口 にy,合 口にyとu～g～ ね が 現 わ れ る.

これ らは全 てyに よ って代 表 させ られ て い るが(水 谷P.13),u～9～hを 上 掲

2。,3。 の 円 唇音 の範 疇 に入 れ る とや は り 「慈 恩 伝 」 と類 似 の分 布 を示 す こ と に

な る.

中世 漢 語 へ の過 程 で 喩母 は影 母 と合 流 す る.「 慈 恩 伝 」 で は なお 喩 母 は 独 立

して い た とい え るが,4。 にみ られ る よ うに合 流 へ の傾 向 は あ った.

〈 他 の文 献 〉

他 で も基 本 的 に は 「慈 恩 伝 」 と一 致 す る とい って よい.

(開 口)右 丘ieuyiu(BTT-XIII)祐 且i∂uyiu(TT-VII)陽yi鋤you～yaO

(TTVI)

(合 口)王 丘iu鋤waη(TT-VBU-II7)

(合 口 四止)唯yiu6ivi(TT-VB).

た だ後 期 文 献 に な る と合 口音 は影 母 と合 流 して影 母 と同一 形 式 が 現 わ れ る:

(28)文 字w・ は ウイグル語の初頭のoやuを 表 わす文字'w一 の'を と った形態を してい る.又,v・

は文字y一 の左 の下へ下 る線 の端 を少 し左上 に折 り曲げた形 態を している.
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王Eiuaη →'uaη(中 原 音 韻)'"擁('oηIduq)院 丘iuεn→'iuεn'測yη(● 血en

Iduq).

2.1.6「 慈恩伝」漢語声母音の特徴

2.1.6.1以 下には中古漢語声母 とその「慈恩伝」への反映形式,及 びその表記

文字(ウ イグノレ文字)と の関係について図示する.但 し,(定 着)は定着借用語

を示す.又,「 慈恩伝」には存在 しなかった 声母を他の文献の形式で補 った場

合には破線でそれを示す.

唇音

(中古)

ヒド

f

ヲ明

m

並

廿

湧

ザ

繋

p

微

功

奉

ず

敷

f

＼↓//＼ 凶 グ
(ウイグル)

(文字)

舌頭音

端

t

P

ρ

透

廿

mb

蜴 力

来

1

泥

訟

定

♂

▽
t

`

歯頭音

精 清

tsts`

1 {

-

Z

一
S

～

⊥L

'

徒 心 邪

dz`Sz

12

S

5

)34(

f

"
.

1
V

1.仏bur(・xan)(定 着)

工.宣

2.(弘 福)寺



澄

毒

徹

ギ

知

ち

穿

燈

初

堆

音

照

tG

上舌音

荘

.
確

歯正

＼こ》/1・

鉢 神 山

d4d箆 §

潴

ご

ぎ

審

"

ts

彦3

禅 日

蓬n%》
蓉

5

1・(道)人(定 着)

見 渓 群

kkt9`

,!,ノ ノノ
ノ ノぞ

/,/1"
11

qk

gk

1.介 母iの 前 で

喉音

＼
勾

暁 運

疑 κ γ

1・ 図
;xh
I

9 ゐ 《z

ゐ1
.介 母iの 前 で

4.合 ロ止摂 四等

喩(3)

E

3

W

1.重

の(喩

y

影

蜘
yv

"

2.開 口

5.湿

"#(ゼ ロ)

3.合 ロ

6.子7.益

2.1.6.2ウ イグノレ文字は,そ の性格上,漢 語音の精確な形式を写 し出すことは

できない.声 母形式の再構においてはtsの ように表記上明確に漢語音 と判断

でぎるものを除いては基本的にウイグノレ語子音 目録中の音形式を用いて再構音

を立てた.そ れにもかかわ らず,そ の形式の全体はもとの漢語音の性格をよく

反映 しているとい ってよい.中 古漢語音子音体系 と 「慈恩伝」のものとを比べ

てみると次のごとくである.(但 し,「慈恩伝」は一般的な反映形のみを掲げる.)
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<中 古 音>

Pl

P`2

b`3

ts14

ts`15

dz`16

f23s26

f`24

V`25Z2?

m341り35

<慈 恩伝>

1

Pl

b34

m34

　ヨf

(
25)

v蕩

4

【0
ハO

t

ユ　
ts醤

sll

n36

139

t4庵7

t`5ち`8

d`6轟`9

ts17to20

t§`18tc`21

d賓`19d灸`22

ε28G29

1136

139

環30

n灸33

恥37

y40

ヱリ 　

kllq(11)
12(12)

389

71721
6謝

鋪 。§孟h§ ≦

:1
茗

4040y
41W41

i

2

0

1

ー

ユ

る

る

k

k

9

13

X3ユ

γ32

η38

●13

丘41

上掲中,括 弧に入れた番号は実際には例をもたなか ったもの.又,イ タリッ

ク字体のものは中古音が分割された子音である.声 母の数は約半分に減少し,
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多 くの融合が認められる.も ちろんこの体系がそのままもとの漢語の体系を反

映 しているとはいい難い.た とえば気音の対立はもとの漢語には存在したに違

いない.し かし,こ の体系がチベット文字文献やプラーフミー文字文献のもの

と類似 していることは障害音の融合の仕方を比べてみればよく理解できる.

1

P

r一 一隔一「

P`

b`

L一_ロ ー」

2 3 4

5

t

r一 鴨一陶「

t`

d`

L____」

.1r一 一需1

界.亀.」
1団

姻L璽

k

「哺一一一「
l

lk`

3

19`
L一___」

ts

　一一一「

ts`

dz`

一__」

〃
.』!一 一

r

鞭 ≧、…劃 ノ

塵」 辺iτ

低
"

.羅
コ

,1

、1

,i

,
ー

,
」

防
静

…

温
」

欄ρ

」
□

「
ー
」

鴫

縣

一

一

一

一

口

哨

「
亀
」

「
量
J

O

,

一

「

鱒

一

一

一

・

一

「
`
」

○

6 7

「 一鴫一「

x

γ
L___虚

8 9

「慈恩伝」

ブラPフ ミー文字文献

ブラドフミー文字文献推定形(実 際の例はない).

チベット文字文献

「慈恩伝」 とブラーフミー文字文献との異 りは気音の有無に関するものであ

る.上 掲1～5の 「慈恩伝」に有気無気の対立を与えると全体はブラーフミー

文字文献 と一致する.し か も気音の対立の有無はウイグル文字からは判別でき
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なか った.チ ベ ッ ト文 字 文 献 は1～5の 有 声 無 声 を区 別 す る点 にお い て ブ ラ ー

フ ミー文 字 文 献 と異 な る.

鳴 音 中,鼻 音 の脱 鼻 音 化 の程 度 に 関 して も「慈 恩 伝 」は チ ベ ッ ト文 字 文 献,ブ

ラ ー フ ミー文 字 文 献 と よ く似 て い る.微 母 憩,疑 母Bは 「慈 恩 伝」 で はv,g,

ブ ラ ー フ ミー文 字 文献 で もv,9の ご と く完 全 な 口腔 音 を表 わ す.チ ベ ッ ト文

献 で は'b'gの ご と く文 字bgと は 異 った表 記 を用 い て鼻 音 性 の存 在 を表 わ そ

うと して い る が,や は り脱 鼻 音 化 の傾 向 は強 い.日 母 嘔 は 三 者共 に 勘 こな っ

た.一 方,「 慈 恩 伝 」 とチベ ッ ト文 字 文 献 にお い て 明母mは 鼻 音 韻 尾 の前 で は

mを 保 って お り,非 鼻 音 韻 尾 の前 で はb(Tで は'b)に 交 替 す る.ブ ラ ー フ ミ

ー文 字文 献 で もmb2種 が 現 わ れ る.し か し鼻 音韻 尾 の 有無 を 条件 と して い

な い.泥 母nは チ ベ ッ ト文 宇文 献 で は 明母 と同 じ発 達 を とげ る.す なわ ち,非

鼻 音 の前 で はnに かわ って'dが 現 わ れ る.ブ ラ ー フ ミ ー文 字 文 献 も明 母 同様 に

交 替 の条 件 は もた な いが,nとdが 現 わ れ る.「 慈 恩 伝 」 に は鼻 音 以 外 の韻 尾

と結 合 す る例 は ない.他 の ウイ グル 文 献 の例 を参 考 にす れ ば,非 鼻 音 韻 尾 と の

結 合 に際 して もnの 立 った 可 能 性 は で て くるが,明 母 との 均 衡 に お い て,や は

りdと の 交 替 の存 在 を推 定 した 方 が よい.

喩 母 は チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は 三 等 と四 等 の 区 別 を も って い た.「 慈 恩 伝 」は 開

口,合 口を主 な基 準 に して 大 ぎ く二 つ の グノレー プに 分 け る こ とが で き る.す な

わ ちyグ ノレー プ(開 口)とwvグ ノレー プ(合 口).し か しyグ ノレープ の多 く

は 四等 に 所 属 して い る し,wを もつ もの は 三 等 に 所 属 す る例 が 多 い.一 方,逆

に チ ベ ッ ト文 字 文 献 は 例 外 形 式 とし て扱 わ れ た も の も含 め て 開 口,合 口を 条 件

と した 二 つ の グル ー プに 分 類 す る こ とが 可 能 で あ る.す な わ ち 「慈 恩 伝 」 とチ

ベ ッ ト文 字 文 献 とは 類 似 す る喩 母 の 体 系 を も って い た とい え る.ブ ラ ー フ ミー

文 字 文 献 に も大 凡 似 か よ った 体 系 を 見 出 す こ とが で き る.

Karlgrenの い う 「yodイ ヒ」 は 「慈 恩 伝 」 で1よ牙喉 音 の み に認 め る こ とが で

ぎる.Karlgrenの 再 構 とは 少 し異 って い て,「 仮 四 等」 に も この 現 象 の現 わ

れ る のが 特 徴 で あ るが,こ の点 に お い て もチ ベ ッ ト文 字 文 献 と平 行 す る.
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以 上 の ご と く,声 母 を 通 して 「慈 恩 伝」 中 の 漢 語 を 観察 す る な ら,こ れ が 中

古 漢語(切 韻 系)、よ りは か な り発 達 した 段 階 の もの で あ り,チ ベ ッ ト文 字 文 献

や プ ラ ー フ ミー文 字文 献 の もの と類 似 す る性 格 の もの で あ った こ とが わ か る.

2.2韻 母

中古漢語の韻母は十六摂に分類 し,韻 目名は 「韻鏡」第一欄に掲げられた平

声韻をもって示す.拗 音三等と四等の区別はウイグル語には反映されていない

ので,介 母形式にその区別はつけない.い わゆる 「仮 四等韻」には 「4」 を与

えるが,そ れ以外には三等,四 等両韻をもつものにも三等を代表させて 「3」
(29)

と記 しておぎたい.

2.2.1

2.2.1.ユ

a)

東(通1)uη

冬(通1)oη

江(江2)つ η

〈 慈 恩 伝>

1。Uig."π 々

(東)公kuり

東tuη

鴻 γuη

(江)江kっ η

双 §つη

,2。Uig."π

(東)公9馴 η

韻尾にηをもつ韻母の反映

通摂 ・江摂

T

σ血

一}
ah～wa血

9τσ擁

'測 ηゐ

qτ吻 々

ん渕 漉

営㎜ηん

B

一n-卑■U

arnn1

(冬)僚tsOη 欝"η 々

宗tsOη'∫ 測 漉

統t`0η 勘 漉

(29)開 口と合 口の区別は,介 音にuiuを もつ ものを合 口とし,そ れ以外を開 口とした.但 し,同
一韻 目名に開合の区別のない ものは開合の表示を しなか った.漢 語の声調は ウイグル文字表記には

反映 されていないので声調表示は しなか った.
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(30)

東 韻 冬 韻 は慧 琳 「一 切 経 音 義 」 で はす でに 合 流 して い る.江 韻 は 中世 漢語 へ

の過 程 で陽 韻 唐 韻 に合 流 す る.漢 音 で は韻 尾 ηを 失 い東 冬 江 と もに韻 母 はouと

な る.上 掲 チ ベ ッ ト文 字 文 献 の 血,ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 の 卑血量はい ず れ も η

を表 わ す.1。 の 一擁 に も ηを与 え て よい.

チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は核 母 音 は東 冬 がo,江 がaを もつ.こ れ は 朝鮮 文献 と

(31)

同 じ で あ る(ong:ang).ブ ラ ー フ ミー・文 字 文 献 で は 東 はU(uと 考 え て よい.

水 谷P.21),江 はaを もつ.1。 で は東 冬江 の核 母 音 に は全 て 測 が表 記 され て い

るが,こ の 文 字 は ふ つ うウイ グ ル語 のuとoを 表 わ す.プ ラ ー フ ミー文 字 で 書

か れ た ウ イ グル 文 献TT-VIIIで は東 韻 に所 属 す る通t`uOがtu血 と表 記 され

て お り,東 の核 母 音 が 狭 母 音 の 範 疇 に入 れ られ て い る.こ こで も1。の東 冬 の核

母 韻 盟 にUを 与 え て韻 母 形 式Uη を 立 て た い.江 は 東 冬 よ りは広 い 母 音 を も

って い た 可 能 性 が 大 きい の で 切 にはoを 与 え てoη を立 て た い.20のg脚 ηは

公主kuηtciug脚 π伽 ッ に現 われ る.こ の単 語 は ウイ グノレ文 献 だ け で な く突

厭 碑 文 にお い て も同 じ形 式 が み られ るの で,早 い 時 代 の定 着 形 式 で あ った と考

え て よい.一 測η に はunを 立 て た い.一 η>nの 変 化 が どの 過 程 で 起 った の か

はわ か ら ない.趙 公 ど'測g"派 英 公'yg脚 痂 に現 わ れ る1。の公g"漉 が 「慈 恩

(32)

伝 」 の時 代 の一 般 的 形 式 で あ っ た とい え る.

〈他 の文 献 〉

他 で も東 冬 には 一uηを 立 て る こ とが で き る.公 は志 公6i-quη(BTT-1)相 公

saη一quη(BTT-XIII)の よ うに や は り韻母 一切 を もつ が,公 主 に 限 って上 述 の

ご と くqunこui～qun6uの 形 式 が 現 わ れ る(TT-IIAVIIU-II,III,IVKPTs`P

etc.cf.P.94)

(30)787年 ～807年に撰述.こ こでは河野六郎(1968)の 記述を利用した,

(31)河 野(1968P.448)は 江韻について 「少なくとも唐代以降は 一angが 最も適当である」と述
べているが,ウ イグルでは明確に円唇母音が表記されている.

(31)ブ ラーフミー文字 ウイグル文献は,「慈恩伝」 より後の時代に書かれたと推定されるが,漢 語

形式は 「慈恩伝」時代の定着形式を用いている;な お,ブ ラーフミー文字ではuとoの 区別は明確

に行われる1/bo1・/「なる」bo1・bho1・pol一,/bul・/「探す」pul・,/buht/「雲」pullt(TT・VIII

pp.87～88).

(32)TT-VIIに 現われるqunduは 紅豆7・uηd`euの音写とされているが,正 しいとすればqun

の・nはdの 前で りが歯茎音に同化した形式といえる.
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b)T

束(通3)iuη 顧

鐘(通3)ioηu血(～on)

〈 慈 恩 伝>

1。Uig.τ び漉

(東)嵩siuη 鋤 痂

中 画uη 歳 θπ々

融fiiし 【1〕ツτcノπ々

2。Uig。 τσツηゐ

(東)宮kiuη 舳y痂

3。Uig.ツ ηた

(鐘)恭kioη 勿 漉

.4。Uig."～ τσ測

(鐘)龍1ioη 伽"

B

u卑fli

u「pnl～yu「pnl

(鐘)鐘tβioη ど測 痂

封fio1〕 ノ勉〃2ん

用yioη ツ脚 η々

(鐘)鐘tqioη 伽 ツ漉

音巨1io1=〕 」τσツη々

(33)

雍.iOI〕,τ こノツ72(々)

重 磯`ioη'∫ 測

東(3)鐘(3)は 「慧 琳 」 で は なお 区:別が あ った.チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は 「大

乗 中宗 見解 」 に 二 つ の 例 外(一〇血)を も ってい るが,こ の二 韻 に は 明 確 な区 別 が

なか った とい って よい.ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 に は 区 別 が なか った.「 慈 恩 伝 」

で はa)の 東(1)冬(1)と 比べ て2。3。の現 わ れ る のが 特 徴 とい え る.2。 の 一ωッー

は ウ イ グノレ語 正 書 法 で は 前 舌 母 音 荘又 は δを 表 示 す る。 こ こで は 廿 を 与 え て

韻 母 形 式Uη を 立 て た い.3。 は 介 母iを 直 接 反 映 して お り,韻 母iη を立 て た い.

1Qの"は 表 記 上 はa)の 一 等 音 と同 一 で あ る が,2。3。 の現 わ れ る と ころ か ら,

そ れ よ り狭 い 前 舌 よ りの音 価 を も って い た と推 定 で ぎる.こ こで は この 測 に

血 を 与 え て 一 等 音 と区 別 して お きた い.但 し,円 唇 声 母 あ るい は 喩 母 と結 合 す

る場 合 は"ッ の表 記 が ない ので"に は 亡で は な くuが 現 われ た で あ ろ う.4。

(33)雍 は雍京洛京'ω:y漉ッ侮妙 として現われる.勿 は京を指すので雍は 物ッπと綴 られたこと

になるが,励 ッ鴻 と妙 とが結合して表記上kが1つ 省略されたものと単純に考えたい,
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は 韻 尾 η の表 示 が な い が,少 な く と も龍 は 定 着 形 式 で あ った とい え る.伽 測

に は1仙,彦5"に はts血 を 与 え た い.因 み に 漢 音 で は東(3)はyuu,鐘(3)は

youの ご と く韻 尾 ηは 欠 落 して い る.又,朝 鮮 文 献 では 東 鐘 の区 別 の他,三 等

と四等 の区 別 が み られ る:東(3)ung東(4)yung鐘(3)ong鐘(4)yong.

〈 他 の 文 献 〉

他 で も 畑 が ふ つ うに立 つ.上 掲20の ご と く 鋤 の現 われ る場 合 もみ られ る:

窮9`iuηk如(Ts`P).定 清 形 式 と推 定 され る龍1血 ～1漁 も色 々 の文 献 に 現 わ

れ る(MSBTT-IIIU-IIIetc.).BTT-XIIIに は重 が 現 われ るが6血 の ご と

くや は り ηを 欠 い て い る.

2.2。1.2宕 摂

a)

唐(開1)鋤

唐(合1)uap

陽(開3)iaη

陽(合3)iuaη

〈 慈 恩 伝>

1。U量9."

(唐 開1)蔵dzチaη

郎1盒 η

剛kaη

(唐 合1)広kuaη

皇 γu含η

2。Uig."τ σ

(唐 合1)光k膿 η

醐

伽

岬

卿

卿

T

O～a血(糠 康)

0～wa血 ～WO血

正歯 正歯

yo～0!)0血(帳)

～ah～ya血

0`0～0血 ～wah

9τσ㎜

(陽 合3)房v`iu鋤"四"

B

a

/

a～ya

va

(陽 開3)尚 灸iaη 細

嚢Slaη ∫卿

昌to`iaoど τσ

良1iaη 如

(陽 合3)坊fiu鋤 η脚

(陽 開3)長4`i合 η あσ"

梁liaη 伽 η

常 灸i合η5切 剛
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3。Ui昏'"

(唐 合1)光ku鋤g'測

4。Ui簿 τσツ

(陽 開3)梁1i鋤 伽 ツ

5。Uig.'π ん

(陽 開3)様yiaη ヅ 漉

皇 γu鈎9'測

涼lia1〕 」"ツ

(陽 合3)王 丘iuaη η'漉

宕 摂 で の特 徴 は韻 尾 ηを脱 落 させ てい る点 で あ る.こ れ は チベ ッ ト文 字 文 献,

プ ラ ー フ ミ ー文 字 文 献 と も平 行 す る.唐 陽 の核 母 音 は チ ベ ッ ト文 字 で はo～a,

ブ ラ ー フ ミ ー文 字 で はa(実 際 の 音 価 はoで あ る、 水 谷P.25)が 表 記 され て

い る.1。 唐 の 御 が広 い母 音 を表 わ した 可能 性 は大 き い.こ の 測 にoを 与 えた

い.2。 の"測 は 介 母 を も った 韻 母 に 現 わ れ る.「 慈 恩 伝 」 と同 じ く韻 尾 を 脱 落

させ た 漢音 は,唐au(開1)wau(合1)陽yau(開3)yau～wau～au

(合3)の ご と く二 重 母 音 一auを もつ.「 慈 恩 伝 」""の 第 二 成 分 も奥 舌 狭 母

音 で あ った と考 え,唐(合1)の"膨 に にouを 与 え て お ぎた い.3。 の 唐

(合1)'wはauを 表 わ した と考 え た い.auは2。 唐(合1)ouの 変 種 と して

扱 え る.4。 の 伽 ッ は 伽 舛 ッ測(涼 州)如 躍 ッ"(梁 朝)の ご と く複 音節 表 記

の 第 一 音節 を構 成 す るの で ウイ グル語 の正 書法 か らは"ッ は 一 前 舌 母 音 と して

扱 わね ば な らな い.前 舌 母 音 に よ って 拗音 性 を表 示 し よ うと した と考 え られ る.

割ッ に は δを与 え て よい.一 方,1。 陽(開3)で は5脚 の"(裏 艸1)の ご と く

奥 舌 母 音 の範 疇 を示 す"が 表 記 され て い る.し か し,4。 を 考 慮 す れ ば この 御

が 唐(開1)の もの よ りは 前 よ りの狭 い 母音 で あ った と推 定 で き る.こ こで は1。

の 陽 の"に は6を 与 え てお きた い.2。 陽 の 測脚 も唐 の 四"よ りは前 よ りで狭

か った と考 え,酌 を与 えた い.50は 韻 尾 瑠を保 って い る.'擁 に は 鋤 を 与 えて

(34)1
よい.こ の2つ の単 語 は韻 尾 ηを脱 落 す る以 前 に借 用 され,定 着 した形 式 とい

え る.チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は 陽(開3)に 声 母 が 正 歯 音 の も の とそ うで ない も

の とに よ って 二 種 の 韻 母 形 式 が 現 わ れ て い るが,ウ イ グノレに は そ の よ うな区 別

(34)こ の2例 は声母に喩母が立つので明を与えたが,こ れと唇音声母を除いては 的 を与えるべ

きである.
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は な い.

〈 他 の 文 献 〉

他 で は 韻 尾 に ηを もつ グノレー プ ともた ない グル ープ とに分 れ る.η を もた な

い グル ー プが最 大 で,η を もつ グ ル ー プは,時 代 的 に そ の 先 に 位 置 す る もの と

後 に 位 置 す る も の と に 更 に 二 分 で き る.η を欠 く例:蔵dz`aηtso(TT-V

BTT-VIIZ.SteuerZ.Singqu)～so(TT-VIGa-Alt-t廿UTb)剛k鋤qo

(TT-VBBTT-1,XIII)梁1i鋤16(BTT-1)長dヒ`iaη さ6血～66(Z.Agama)

昌tO`i鋤66(U-II3Ge.ManiYamadaSho.AvaIduq)商Giaη き的(BTT-1)

上 興i鋤 齢(TT-VII)陽yo(TT-VIZ.SakizBTT-XIII).こ の 内,少 な く と

もBTT-XIII,TT-VII,UTb,Z.Agama,Sho.Ava,Iduq,Yamadaは 後 期

文献 に所 属 す る が,上 掲 韻 母 形 式 の現 われ る含 蔵,金 剛 経,八 陽 経,長 阿 含,

高 昌,上 元 な どの単 語 はす で に ウイ グノレ語 中 に定 着 してい た とい って よい.η

を もつ例:④ 狼1aη1aη(TT-VII14)蔵dz`aηtsaη(ET§Mo・Y廿an)梁liaη

1的(Iduq)相si鋤s的(BTT-XIIIIduq)昌t¢`i鋤6aη(lduq)楊yi鋤

yaη(lduq)広kuaηkoη(Iduq)皇 γuaηhoη(TT-VII40BTT-XIII)王

丘iuaη ℃η(Iduq)⑬ 廊la坦aη(TT-VI)倉ts`鋤tsaη ～saη(U-ISuv

Ge.ManiShαAvaU-IIZEmte)場 轟`iaη6ゑη(M一:[【IBTT-XIII「 道 捌)

陽yiaηyaη(TT-VI)様yi鋤yaη(U-ISuvTs`PBTT-Ilduq)王 丘iuaη

(35)
waη(TT-VBU-II7Z.Pacht).④ は後 期 文 献 に現 わ れ る形 式 で あ って,こ

れ らが新 しい漢 語 形 式 を反 映 して い る こ とは声 母 の形 式 か ら も判 断 で ぎ る(e.x.

広 のk,王 の').一 方 の ⑧ は 「慈 恩 伝 」 以 前 に 導 入 され た形 式 で あ る.⑧ に

多 出 す るTT-VI(「 八 陽 神 呪経 」)は ウイ グル文 献 中 で は最 も早 い時 代 に所 属 す

る文 献 め 一 つ で あ る(cf.PP.97・)98).様,王,倉,(道)場 は 「慈 恩 伝 」 を ふ

くむ 色 々 の時 代 の 文献 に み られ る定 着形 式 と して 固定 して い た.η を 欠 く韻 母

に は6血ouδ も現 わ れ るが,「 慈 恩 伝 」 と 同 じ く唐(開1)に は 出 て こ ない(cf.

(35)TT-VIに は〆痂 という形式がある.これにGaba量nは 堂d`飼 をあてたが,等 とも読める

と註記(85)している.

.(36)長4`三aη を6aり と読んだ例がU・II81・70とSuv4-7に みられるが,い ずれも人名を表わ
し,確実とはいえない.
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(36)

上 掲,商,陽,上).

2.2.1.3梗 摂

a)庚(開2)aηe～ehe

i耕(開2)溢1〕//

庚(合2)uaη//

耕(合2)u首 η//

庚(開3)iaηe～ye～e血/

庚(合3)iuaηwe'e/

清(開3)iε ηe～ye～yene～ye

清(合3)iuε ηwe/

青(開4)ieηe～yeye

青(合4)iueη//

<慈 恩 伝>

1。Uig.ツ(#'ツ)

(庚 開2)庚kaη ¢ソ 衡 γaη9ツ

2。Uig.ツ

(庚 開3)京kiaη 妙(清 開4)正tciε η δツ

慶k`iaη 勿 声oiε η 卵

英'iaη#'ッ 令1iε η 砂

(庚 合3)永 丘iuaB塑 ッ 瀬yiε η#'ツ

(37)

明miuaη 〃妙

(青 開4)経kieη 勿 寧nieη πッ

定d`ieη 妙

3。U董9.ツ ツ

(庚 合3)王 景kiuaη ツ々ツ

(37)Hs-XのTezcan(711)で は明蔵を写 した形式をInintsoと してい るが,

は 郷yおω と表記 されてい る.

(54)

これは誤りで実際に



4。Ui昏 ヅ

(庚 開3)敬kiaηkヅ(清 開3)濠yiε η ツダ

「慧 琳 」 で はす で にi耕(2)は 庚(2)に,庚(3)と 青 とは清 に合 流 して い た.

「慈 恩 伝 」韻 尾 の ηは チ ベ ッ ト文 字 文 献 や ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 と 同 じ く欠

落 す る.ウ イ グル 文 字 ッ(#'ッ)は ウイ グ ル語 のiieの 三 種 の母 音 を 表 示 し うる.

しか しチ ベ ッ ト文 字 や ブ ラ ー・フ ミー文 字 文 献 は一 般 にe,yeを 表 示 し,iの 表

示 は な い.又,開2と 開3の 間 に は若 干 の区 別 もみ られ る.漢 音 で も開2はau,

開3はeiの ご と く区 別 が あ り,し か も 開3に お い て もiよ りは広 い 母 音 を 反

、映 し てい る.と ころ で,ウ イ グル 文 献TT-VIIIの ブ ラ ー フ ミー文 字 では 梗 摂 に

所 属 す る も の には 次 の よ うな表 記 が あ る:(庚 開2)庚kaηqe(P31,39)(庚

合3)丙piuaOpe(P6,35)平b`iuaηpe(P3,28,37)(青 開4)丁tie勾dhe(P36)

定d`ieηdhe(P4,29,38).韻 母 は全 てeで 表 わ され て い る.ブ ラ ー フ ミー文 字

のeは ウ イ グル 語 のaと は対 立 す る狭 いeを 表 わ す.こ の形 式 とチ ベ ッ ト文 字

文 献(T),ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献(B)あ るい は 漢 音 の 形 式 とを 考 慮 す る な ら,

(38)

少 な く とも2。のyに はeを 入 れ るべ き で あ る。gは ウイ グル語 で は 前 舌 母 音

とは 結 合 し ない の で,1。 の ッ にeを 入 れ るの は 無 理 が あ る.こ こで は 奥 舌 狭

母 音 に 所 属 す るiを 入 れ て お きた い.iは[e]に 近 い 音 声 を も った と推 定 で

き る.3。 の ッッ は庚(合3)の 特 徴 を 表 わ して お り,漢 音 三 ・四 等 に み られ る

eiと 同 じeiを 与 え て お きた い.4。 の ヅ は 三 つ の 考 え が 可 能 で あ る.ヅ は 敬

宗 ヅ々彦卿 派 蔽 州 ッダ伽 と表 記 され て い る.1)ヅ は 二 重 母音 に読 ん で.'を

aと す る こ と もで き る.2)「 慈 恩 伝 」では 固 有 名 詞 を 漢 字 毎 に 切 り離 して 書 くこ

と も あ る:王 義 ガ 漉 勿,又 続 け て書 く場合 も多 い:遂 良5矧 ッ如 そ して こ

の'は こ の両 者 の 中間 の表 記 に 用 い られ た.す な わ ち'は 分 離 符 号 で あ った

とす る.3)「 慈 恩 伝 」 で は'と π との区 別 は な い.公 主 が 舳 π伽 ッ と表 記

され,η.に 対 してnを 留 め た よ うに,「 慈 恩 伝」 の'=η もな お も との韻 尾 の

(38)洛 京1aγkeに は後舌母 音に結合する接尾辞 ・γa(与 格)が 付 くので(VII・1a-2),末 尾のeは 第

1音 節のaに 同化 して後舌母音化 していた と推定で きる.こ こでは もとの形式であ るeを 立て てお

きたい.
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鼻 音 性 を 書 き留 め た とす る.上 掲 の1)は 昔iεk仙(開3)iεn塩iεmがig

enemに 反 映 され て,決 して 一ea～一i註一 の例 を もた ない こ とや,単 独 語 形 に

例 を もた な い こ とか ら,可 能 性 は小 さい.2)も 韻 尾 に η を もつ この二 つ 以 外

に 同 様 の 例 が 見 付 か って い な い の で 可 能 性 は小 さい.3)に 関 して は現 在 の と

ころ これ を否 定 す る理 由 は な い.こ こで は一 応3)を 採 用 して お きた い.

〈他 の文 献 〉

他 で も4。を 除 い て 「慈恩 伝」 と同 じ表 記 が み られ る.ッ ッ は 丙piuaη ρッッ

(TT-VII)に 現 わ れ るが,や は り庚(合3)に 所 属 す る.又,韻 尾 η を も っ

た形 式 もみ られ るが全 て 後 期 文 献 に お い て で あ る:庚kaη →kioη(中 原)kiη

(BTT-XIII)卿k`iaη →k`ieηkiη(BTT-XIIIR.S.Ch廿)丙piuaO→pio勾piη

(BTT-VII)省siε η→si9ηsiO(lduq)正tGiε η→t∫i∂η6iη(BTT-VIIUTb)

領liε0→1ioηliη(Iduq)令1iε η→1ioηliη(UTbBTT-VIIIduq)定d`ieη →

tioηtiη(TT-VII18)丁tieη →tieηtiη(TT-VII18BTT-XIII).

2.2.1.4曽 摂

a)

登(開1)eη

登(合1)uoη

蒸(3)i鯛

く 慈 恩 伝>

1。Uig.ツ π鳶

T

en～1n

/

en～ln

(登 開1)層dz`9η 渉5ツ漉

2。Uig.ツ 〃乃

(蒸3)乗d頃 鯛 卵 漉

3。uig.切 ηん

(登 合1)弘 γu∂ηg拶 漉

B

i甲 血i

/

irPhi

恒 γeogyη ゐ

傍n灸i的 勿 ηん

登(開1)蒸(3)の 核 母 音 は ブ ラ ー フ ミー・文 字 文 献 で はi(i)が 現 わ れ る.
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チ ベ ッ ト文 字 文 献 の 「千字 文」 で はeが,他 で はiが 現 わ れ る.こ こ では1。

の ッ漉 に は 功 を,20の 蒸(3)ッ 樋 に は10の 核 母 音 よ りは前 舌 よ りの母 音

を もったiη を与 え た い.3。 の 登(合1)脚 漉 の ω は1。 ッ の 円唇母 音uで あ

った と考 え,韻 母 形 式Uη を立 て たい.

〈 他 の文 献 〉

・ 他 で も蒸(3)に はiη が現 わ れ る:升Ci鯛 首iη(U-II7 ,8Hk-II)乗d頃 司

きiη(U-IBTT-XIIISho.Ava.).登(開1)に ばiη,aη,oη が現 われ る:増

tsoηsiη(Ga.Drucke)層dz`∂Os功(BTT-1,III)星 曳toηtaη(TT-VB)僧

s∂ηsaη(MaitriTs`PTT-VIU-III)～soη(U-IITT-IVA).最 後 のsoη は 仏

僧burso巧 に現 わ れ る が,第 二 音 節 のoは 第 一 音 節 のuに 同 化 した形 式 と考 え ら

れ る.iη は破 擦 音 声 母 に結 合 す る 傾 向が あ る とい え る.因 み に 漢 音 で は 曽摂

に 所 属 す る韻 母 の 韻 尾 η は脱 落 し,登(開1)ou蒸(3)you登(合1)wou

と な って い る.

2.2.2韻 尾 にnを も つ 韻 母 の 反 映

2.2.2.1擦 摂

'a)T

痕(1)gnin

魂(1)uonon～un

<慈 恩 伝>

1。Uig.:yπ(#'yη)

(痕)根kgnの'η

恩 ●on#'ツ η

2。Uig.測 π

(魂)孫suon∫ 脚 π

敦tuon勘 η

B

arpni

(39)
virpni～'i卑ni(唇)

(魂)門muan〃zツ η

本puonρyη

論luon伽 η

(39)・ 甲11iはnを 表 わ す(水 谷P・25)・ 又,vは[w]又 は[u]に 近 い 音 を 表 わ す と い う(水 谷P.4).
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1。痕 の ッ('ッ)は チ ベ ッ ト文 字 文 献 と同 じ く狭 母 音 を表 わ そ う と した.2.2.1.

4a)一1。 と同様 に これ にiを 与 え,韻 母 形 式 に はinを 立 て た い.合 口韻2。 の

御η の"に はiの 円唇 音uを 与 え てunを 立 て て よい.1。 の魂 に所 属 す る

門 本 の 韻 母 に もinを 与 え る こ とが で き るが,2。 との違 い は これ らが 唇 音 声 母

と結 合 す る点 で あ る.

〈他 の文 献 〉

他 で も痕 はinを もち,魂 はunを もつ:恩 急n'fn(FengBTT-XIII)尊

tsu∂ntsun(MaitriUTb)～sun(UTb)存dz`uonsun(TT-VII).魂 に所

属 す る唇 音 声 母 と 結 合 す る 韻 母 に は 「慈 恩 伝 」 と同 じ くinが 現 わ れ る:門

muonmin(KIPU-II3TT-VII)本puenpin(Z.SteuerUTb).し か し門

は 後 期 の 文献 で はmun(TT-VII141duq)の ご と くunを もつ 例 もみ られ る.

闘k`uonに は例 外 的 にk漁(U-III1,3,7U-IVC)～k舶n(BTT-XIII)の 形 式 が

(40)
現 わ れ る.又,論 に も1unに 混 って1uan(TT-VB)が み られ る.

b)TB

真(3)i6ninilpni

欣(3)ionin/

〈慈 恩 伝>

1。Uig.ツ π

(真3)仁 嘔i6n勿 η 麟1i6nJツ η

秦dz`i甑'5ツ η 浜pi6nρ ツπ

「慧 琳」 で は 欣 は 真 に 合 流 して い る.チ ベ ッ ト文 字 文 献,ブ ラ ー フ ミー文 字

文 献 で は核 母 音 はi(i)で 示 され る.漢 音 もinの 韻 母 形 式 を もつ.又,TT-

VIIIの ブ ラ ー フ ミー文字 表 詫 で も辛siさnにsiipの 例 が み られ る の で,1。 の

ynに もinを 与 えて よい.他 の文 献 に欣 の例 は ない が,真 の例 は全 てinで

現 わ れ て い る.

(40)々 ⑳π走㎜ π と綴 られて いる.又 一takiの ごと く前舌母 音 と結合する接尾辞がつ くので,k直n

やk飴nの 凸は前舌音 として扱われた,
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c)T

文(3)iuonun

諄(3)iu6nun～on

<慈 恩 伝>

1。Uig.膨 ツη

(41)

(文3)訓ziuen々w塀

君kiuan為 ω ツπ

2。Uig."ツ 卸

(諄3)溶siuさn5躍 ツツη

30Uig.ツ η

(文3)文 坦iuon汐 ッη

B

v纐ni～ 加ni(唇)

/

(諄3)舜 ◎i脱n謡 ツη

倫liuさn1測 ツπ

問 叫ugnτ ツ%

「慧 琳 」 では す で に文 諄 は合 流 して い る.1。 の訓 は入 名 の文 訓 を の 脆舳 鯵,

(42)
倫 は師 倫 を ∫y如 ッπ と綴 った 中 に 現 わ れ てい る.ウ イ グノレ語 正 書 法 で は 第 二

音 節 に 立 つ 円唇 母音ouδ 廿 は全 て ⑳ で綴 られ る の で,上 掲 御ッ は単 母 音 で

は な く<円 唇 母 音+ッ 〉 の二 重 母 音 を表 示 した こ とが わか る.一 方,2。 で は 明

溶 を 彿ッ ∫泌ッッη と綴 って い るが,第 一 音 節 表 記5ω ッッη(溶)の 初ッッπ は 明 ら

か にく 前 舌 円唇 母 音+ッ 〉 を 表 わ す.こ の"ッ ッη に は 面nを 与 え て よい.又,

1。の 円唇 母 音 も前 舌 音 で あ った 可 能 性 は 大 きい.こ こで は この 初ッπ に 恒n

を与 え てお ぎた い.二 重 母 音 の第 ご 要 素 をeと せ ずiと した の は ブ ラ ー フ ミ

ー文 字 文 献(B)を 参 考 に した .3。 は 円唇 声 母 を 条 件 と して ッη と表記 した もの

で,卸 に はinを 与 え て よい.1。 と3。の分 布 条 件 は ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 の も

の と平 行 す る.

〈他 の文 献 〉

他 で は順d灸`i磁nき 血in(TT-VII)軍kiuonk伽(TT-VII)春tG`iu6n

(41)Hs-VII(Gen.5a-5)で は 文 訓 がwink廿nと 読 まれ て い る.こ の訓 は福(1953)やCsongor

に よ って もk廿 ロ,h慧nと 転 写 され て い る.文 訓 は"ッ π加 ンπ と綴 られ て い る の で,一 ωッーは2重 母

音 に読 まね ば な ら な い.単 母 音 な ら ηy鋭 獅 と綴 られ るか,四yη 勧 甥 と表 記 され る.

(42)5ツ 伽 ンπ をTezcan(X・994)は 甜unと して い る が,一wy・ を 一u・と は 読 め な い 。
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6韻n(TT-VB)の ご と く必 ず し も 血inに 統 一 され ては い な い
.又,円 唇 声 侮

と結 合 す る ものに も 円唇 母 音 が 現 わ れ る:文 功iu∂nv面(TT-VII14)

2.2.2.2山 摂

a)

寒(1)an

桓(1)uまn

山(開2)狙

捌(開2)an

山(合2)u首n

捌(合2)uan

<慈 恩 伝>

1。Uig.'π

(寒)安 ●盒n

T

延

wan～an(唇)

an《 〆en〆)yen

聖

/

wan

B

a卑ni

varpni

a卑ni

/

/

vaロmi

　 ラ"
n(山 開)山stinS'n

言費tsants'n

看k`合ng'n

2。Uig.tガ π

(桓)観k瞼nqw'n館kuangw'n

3QUig.WWn

(桓)観qevwn

4。Uig.'

(桓)般puanP,

「慧 琳 」 で は 山 は 捌 と合 流 して い る.寒 も 中 世 漢 語 へ の 過 程 で こ れ ら と 合 流

す る.チ ベ ッ ト文 字 文 献,ブ ラ ー フ ミ.一文 字 文 献 で は す で に こ れ ら の 間 に 区 別

は な い と い え る.

(43)長ftiurv"nをTezcan(X40)は600・nan、TuguSeva(V・126・13)は6a,nanと 読ん

でいるが,も ちろん誤 りである."はaの 初頭 音表 記で ある.又 安 は上 古音において も初頭にn
をもたなか った.
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1。の寒,山(開2)を 表 わす'π に はanを 与 え たい.2。 ⑳'η3。脚 測ηの 最

初 の 切 は 合 口音 を反 映 した もの で,2。 に はuan,3。 に はuonを 与 え て よい.

4。'に はaを 与 え る こ とが で き るが,こ の形 式 は常 に般 若 ρ響 に 用 い られ,定

着形 式 で あ った.だ が 合 口韻 母 が 唇 音 声 母 に結 合 して唇 音 性 を 表 示 しな い 点

は チ ベ ッ ト文.字文 献 と平 行 して い る,韻 尾nの 欠 如 に理 由 は な い.般 若 で は

な く波 若puan尋iaを 音 写 した 可 能 性 もあ る.

〈 他 の文 献 〉.

他 で も寒,山(開2)は ふ つ うanで 表 示 され る.恒(合1)の 合 口性 は 「慈

恩 伝 」 と 同 じ く牙 音 の 後 で表 示 され る.又,uanの 他 にanも み られ る:

観ku盒nqon(BTT-XIIIHa.GedichtSho.Ava)～quan(Ts`PU-II3KIP)

(44)宮k
uanqan(TT-V)～quan(Ge.ManiFeng) .唇 音 の 後 で は 「慈 恩 伝」

と 同 じ くanが 立 っ:満muanman(TTVII,VIII)般puanpan(TT-VB)

～pa(BUY「 般 若 」).刷(合2)の 例 は 「慈 恩 伝 」 に は み られ なか った が,唇

音 声 母 を 条 件 と してanが 現 わ れ る:版puanpan(U-II6)板puanpan

(45)
(BTT-XIIIZ.Datierung).

b)

先(開4)ien

イ山(開3)iεn

元(開3)柁n

先(合4)iuen

イ山(合3)iuεn

元(合3)iu2n

〈 慈 恩 伝>

1。Uig.ツ η

T

yan～yen～en

yan～yen～an(正 歯)

en

ywap

wan～wen

wan～an(唇)

B

ye「pnl

arpn1～ye卑nl

ya!pn1

/

/

vamnl

(44)歌 世民(Ge.Mani1・22)が 官布を写 した形 式にqoqpuを 与 えたのは正 しくない.9ω"ρ ω の
"をqと 読んだが

,"は'π であ ってgω'π一はquan・ と読 まねばな らない.

(45)ET§ には翰 林7anlimに 対 してq'`翅 が対応 してい るが,γanの 一nがlimの1・ に同

化減少 してnが 消失 したと考え られる.g'1ッ η にはhalimを 与えたい。
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(先 開4)殿d`ien∫ 鐸

堅kienゐ ツη

顕zienゐ ツη

(イ由開3)章 乞9`iεn々 ツη

彦 可iεn勿 π

禅 墨iεn融 π

2。Uig.初 ツη～ 脚 τση

(元 合3)元 ηiu2n肋 ツπ

(先 合4)玄 γiuen肋 ツη

(元 合3)遠Hiu2n"ッ η

(仙 合3)院 丘iuεn"ツ η

莞yluεn四 ツη

(仙 合3)伝4`iuεnbuyn

専tQiuεnどw:ソn

め 　且S川 εnts脚 ツn

巻kiuεnkWPtn"vkwxvn

「慧 琳 」 で は先 仙 元 は合 流 して い る.但 し元 韻 の唇 音 声 母 と結 合 す る もの は,

後 に 「中原 音 韻」 の寒 山 韻 に 入 る.1。 に お け る先 仙 元 も,2。 にお け る先 仙 元 も

それ ぞれ 基 本 的 に は 同 じ韻 母 形 式 を反 映 して い る と推 定 で きる.す な わ ち これ

ら三韻 母 は合 流 して い た.チ ベ ッ ト文 字 文献,ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献(B)で は

これ らの韻 の核 母 音 と してe～aが 表 わ れ る.漢 音 で はenが 立 つ.TT-VIIIの

ブ ラ ー フ ミー文字 で は元(開3)建kiBn,先(開4)蓮1ienがkhelplerpの ご と

く核 母 音eを も って 表 示 され てい る.1。 の ッη に もenを 与 え て よい.元(合

3)遠,仙(合3)院 亮 は 喩 母 を条 件 と して1Qの 形 式 を と る とい え る.2Qの 玄

(46)
は鄭 玄 の 勧 ッπ,宣 は義 宣 勿 診伽 ッη と 表 記 され て い る.し たが って 舳 ッπ

(玄)'5測 ッη(宣)の 切ッ が ご 重 母 音 で あ った こ とが わ か る.2。 の それ 以 外 の

例 は第 一 音 節 の表 記 を も って い る が 脚ッ は や は り二 重 母音 と 考 え るべ きで あ

る.又,"は 拗 音 性 を反 映 して 前舌 音 で あ った 可 能性 が 大 きい.こ こで は2。

の 塑yη に 血enを 与 え て お きた い.な お 巻 はチ ベ ッ ト文 字 文 献 で も例 外 的 に

(46)Hs・IV,VIIに 現 われ る 妙qδ ⑫餌 にArlotto(1966,P.197)が 同 定 した よ う に 甑 甑1uk

tφuεnの 音 写 と考 え るべ き で あ ろ う.tQiuε 皿(仙 合3)は 伽 ッπ と写 され て い る.な お,Toal・

sterは 伽9δ ωンπ を1ur碗nと 転 写 し,塁 翻 の 音 写 とす るが これ は 誤 りで あ る(cf.Kara1983

PP.46～47,及 びJ.HamiltonのToalster(1977)の 書 評BSOAS.VoL41・Pt.3P.617).
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kwonと 綴 られ てい る.々 馴測η に はk曲nを 与 え た い .

〈 他 の文 献 〉

他 で も先(開4)仙(開3)に は ツη(en)が 現 わ れ る:田d`ien砂 π(BTT一

(47)
XIIIZ.Steuer)麺miεn〃z"(Hk-IU-17USp76).「 慈 恩 伝 」 に は例 は な

い が,元(開3)に も ツπ(en)が 現 わ れ る:建ki2n勿 π(TT-VII)～ 鮪6η2

(TT-VIII).元(合3)仙(合3)に は 切ッπ(血en)～ 四灰 血n)～ 測切η ⑩6n)が

現 わ れ る:元 四ツπ(Iduq)～ 舳 η(TTVII)巻 勧 翅(Ts`PTT-VI)～ 御々"η

(BTT-XIIIHa.Gedicht)宣5"ッ η.元(合3)に 所 属 す る 万 功iu2nに は 〆η

の ご と く'η(an)が 現 わ れ るが,こ れ は 借 用 定 着 形 式 で あ る.但 し核 母 音 に 唇

音 性 の な い の は声 母 が 唇 音 を もつ か らで あ る.

2.2.3

2.2,3.1

a)

輩(1)am

談(1)am

街(2)am

威(2)am

厳(3)iBm

凡(3)iu2m

塩(3)iεrロ

添(4)iem

〈 慈 恩 伝>

1。Uig'〃z

韻尾にmを もつ韻母の反映

威摂

TB

ama甲mi

ama卑mi

am/

am/

em/

alnvarnml

em/

yam～em～amye卑ml

(談1)三sam5'〃 ・(街2)餓t§`amど'解

南namη'〃z

(47)FTTVIL18(31)に は延 ・iεnがyluの 形式で表 わされて いる.uがnの 誤植でない とすれぼ,

yiuは 別の漢語を写 した ものと考 え られる.
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2。Uig.'窺

(凡3)梵v`iu2m"'御

「慧林 」 で は 輩 と談,街 と威,厳 と塩 と添 は そ れ ぞ れ合 流 して い る.唇 音 声

母 と結 合 す る凡 と厳 は 中世 漢語 へ の 過程 で寒 山韻 に 合流 す る.談 街 は チ ベ ッ ト

文 字 文 献 で も 同一 形 式amが 現 わ れ る.漢 音 に お い て もamが 現 わ れ る.1。

の'〃3に はamを 与 え て よい.2。'〃zに もチ ベ ッ ト文 字 文 献 と同 じamを 立

(48)
て る こ とが で き る。

〈 他 の文 献 〉

他 で も談 街 にはamが 現 わ れ る:甘kalnqam(Hk-IISuv)三samsam

(TS`PBTT-VII工)戯tε`amさam(BTT・XIII)識d賓`am6am(USp56,73).

輩(1)に もamが 立 つ:貧t`参mtam(TT-VII)寵k`奪mqam(Suv).た だ

含 薄mに は ふ つ うhamが 立 つ が(Ga・DruckeKZ・Agama),「 含 蔵 」 を表

わす 場 合 に はx6mが 現 わ れ る.こ の形 式 は 定 着 形 式(x6mtso～x6mso)で あ

った.塩(3)に はemが 立 つ:廉liεmlem(TT-VII)簾1iεmlem(Maitri).

2.2.3.2深 摂

a)T

侵(3)珍m些

く 慈 恩 伝>

1。Uig.ツ 彿

壬n噛m勿 〃z

金kやm勿 〃z

B

。㎜血

林1i母m砂 規

標liom砂 解

ツ〃3に は チ ベ ッ ト文 字文 献 と同 じ くimを 与 え て よい.TTVIIIの ブ ラ ー フ

ミー文 字 で も壬 が 前mで 表 記 され て い る.

〈他 の文 献 〉

ふ つ うはimが 現 わ れ る:壬 首im(TT-VII,VIIIZ・Stab・)金kim(Ts`P

(48)cf.言 主26.
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BTT-1,III)擦1im(TT-1) .後 期 文 献 中 に は 韻尾 の 一mが 一nに な った もの

が あ る:琴g`わmkin(BTT-III).

2.2.4韻 尾 にuを も つ 韻 母 の 反 映

2.2.4.1効 摂

a)TB

豪(1)auau～e'uau

肴(2)aua'o～e'uau

<慈 恩 伝>

1。Uig.'泌

(豪1)草ts`au彦5'㎜(肴2)教kaUg物

高k蝕g'初 孝zaUg'測

宝pauρ'衡

2。uig.τ θ

豪(1)道d`蝕 伽(～"ω)

30uig.'

肴(2)孝zaUg'

豪 と肴 は 中 世 漢 語へ の過 程 で 合流 す る.チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は両 韻 に は若 干

の異 りが み られ る.こ こで は ブ ラ ー フ ミー文 字文 献 と同 じ く,励 にはauを

与 え て,両 韻 は 合 流 して い た と考 え た い.2。3。 は 例外 形 式 と して扱 い た い.2。

は常 に道 人 勘yyη に現 わ れ るが,twに はtoを 与 え た い.3。 の9'に はhaを

立 て る.

〈他 の 文 献〉

他 で はauの 他 にoが しば しば 現 れ る:道d`autau(MaitriM-III)～to

(Ts`PU-IIISho.Ava「 道 人 」)高kaukau(Iduq)～qo(U-II3Ge.Mani

IduqSho.Ava「 高 昌」)釣t§`au6au(USpIduq)～60(Z.Pacht),又,韻 尾 が

uに か わ ってvで 現 わ れ る こ とが あ る:道tav(BTT-XIII).Hk-1,IIの 萄
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d`audaは 「慈 恩 伝」 の 孝haと 平 行 す る.

b)

宵(3)iεu

薫(4)ieu

<慈 恩 伝>

1。Uig.ツ τσ

T

a,u～ya'u～ye'u～e,u

ya,u～e,u

(49)

(宵3)晃dヒ`iεuど ツτ巳2、

照tciεu∂ ツ"

ノ」、siεU5ご ソτσ

2。Uig.,τ σ

(宵3)趙(玉 ヒ`iεt1～5,τ¢ノ

超 塾`iεuδ'⑳

3。Uig.⑳

(宵3)挑yiεuツ τσ

B

/

/

(薫4)藷.sieu∫ ツτσ

尭 ηieu々 ツ"

遼1ieuJツ 惣り

紹 履iεu営'測

「慧 琳」 で は 宵 薫 は す で に 合 流 して い る.漢 音 で は両 韻 に.euが 反 映 して い

るが,そ の形 式 とチ ベ ッ ト文 字 文 献 の形 式,更 に2。の変 種 励 の存 在 を考 慮 す

る な ら,10の ッ"に はiuで は な くeuを 与 え るべ きで あ る.2。 の'"は1。 の

変 種 とし てauを 立 て る こ とが で き る.3。 は 喩母 を条 件 と して現 わ れ た1Qの 変

種 で あ って,zσ に はuを 与・え て よい.宵 だけ が2。 のauを もつ こ とは,宵 と薫

との 間 に なお 音 声 上,若 干 の異 りの あ った こ とを示 して い る.

〈 他 の文 献 〉

宵 の例 が あ る が,核 母 音 に は全 てaが 現 わ れ る:朝 蔦iεu6au(TT-VII)招

tβiεu甑u(TT-VB)小siεusav(Suv).savの ▽ はa)の 道ta▽ のvに

平 行 す る.

2.2.4.2流 摂

(49)Tugu§eva(12a-2)は6auと 読 んだ が 誤 りで あ る.
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a)

侯(1)eu

尤(3)ieU

幽(3)iさu

<慈 恩 伝>

1。Uig.ツ τσ

T

a'0～e'U～U(唇)～i'U

e'u～u(唇)～i'u

./

(侯1)寳d`eu'ツ τσ

2。uig.ツ τσ

(尤3)流liou砂"

周tGiOUoツ 測

30uig."測 ～ τり

(尤3)祐 且ieuツ 測"

少卜ltqiou[～5τσ

4。uig.'膨

(50)(侯

1)楼1θuJ物

り・卜ltoi∈)u`ツ 費ノ

B

au

yau～yu

/

(侯1)戊mou伽 脚～ 測

「慧 琳 」 で は尤 と幽 は合 流 して い る.又,侯 尤 の唇 音 声 母 と結 合 す る韻 母 は

合流 す る.

1。と20と は 共 に ッ"で 表 記 され る.尤 の核 母 音 に は チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は

e～i,ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 で はa,又,漢 音 で はi(u)が 立 つ.侯 の核 母 音 に

は チ ベ ッ ト文 字 はaei,ブ ラ ー フ ミー文 字 はa,漢 音 はo(u)で あ る.ッ 測 の ッ

は ウィ グ ノレ語 のieIを 表 わ す が,こ こ では20の 尤 の ッ がiの 範 疇 に 所 属 し,

10侯 の ッがiよ り奥 舌 よ りのfに 所 属 す る もの と考 え たい.実 際 の 音 価 と し

て は尤 のiが[i]～[e],侯 の 至が 団 ～[旬 を も って い た もの と推 定 で き る。

韻 尾 の 御 に はuを 与 え た い.3。 の 戊 は 声 母 に 唇 音 を もつ.侯 の唇 音 と結 合 す

る韻 母 は チ ベ ッ ト文 字 文 献 と同 じ く尤 の唇 音 声 母 の もの と合 流 してUに な った

(50)臥 世民(1986「 重修」)はariγ60ngl町bit譜tururdi(1.21)の60nglurを 鐘楼の音写と

考え,こ の一文に 「井立鐘楼碑石」の訳を与えた.し かしlu7は 楼ではな く,60ng鐘 についた形

容詞表示接尾辞である.す なわち60ngl町bit葡 は 「鐘(60ng)の ついた碑(bi)石(taき)」 を表

わす.biも 碑の音写形である.
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と考 え て よい.戊 の"測 測 に はU,UUを 与 え る こ とが で きる.祐 の 測"は

喩母 を条 件 として 現 わ れ た も の で,や は りuuを 立 て た い.州 のu@)はiu

にか わ って例 外 的 に現 わ れ た形 式 で あ る.4。 の 励 は 例外 と して扱 え る もの で,

auと した.楼 はTs`Pで は1iuの 形 式 が 立 つ.

〈 他 の文 献 〉

他 で も撫 こはiu,尤 に はiuが ふ つ うに 現 わ れ る:(侯1)口k`euqfu

(Ts`P)后 γeuhiu(TT-vIIBTT-xlII)(尤3)留1ieuliu(Iduq)秋ts`iou

tsiu(TT-VB)収 ¢i∂uきiu(TT-VII)州tCieuこiu(BTT-ISuv).唇 音 声 母

に結 合 す る もの に はu～uuが 現 わ れ る:戊meubu(TT-VIII)～buu(TT-

VII)母mouInu(BTT-XIII)～buu(BTT-XIII).又,核 母 音fiの 消 失 し

た 例 もみ られ る:州 こu(Mo・Ymn)呪tCieu6u(Suv)筏 γeuhu(TT-IX)

豆d`oudu(TT-VII).筏 に はhau(KPU-IVAMaitri)の 形 式 が あ る が,

これ は 「慈 恩 伝 」 楼1aUに 平 行 す る.又,収 βbuの きiv(TT-VII)に み られ

(51)

る 一Vは 効 摂 の道,鋤,少 な どの韻 尾 形 式 と平 行 す る。

2.2.5

2.2.5.1

a)

泰(1)盒i

ロ台(開1)餌

皆(開2)溢i

佳(開2)ai

央(開2)ai

斉(開4)iei

韻尾にiを もつ韻母の反映

蟹摂

ヲ　 ジコel
～e～a1

リロ ジコ リa1
～el～eノ)ae

リサe1
～e

a～e～we

/

タコ
e1～ye～e

ayl

ayi

eyi

eyi

/

i～yai

(51)UTbBTT-XIIIGe.Tutumな どには 職k甜 η とい う地名表 示の形式 が現 われる.こ の地

名は,Ge.Tutum(P.82)に よると現在 の トゥル ファン東南 の魯克 沁であ り,漢 代 の柳中にあ

たるとい う.1廿k6廿 η はUTbの よ うに柳城 にあて られる こと もあるが,柳 中(liouちiu① の上古

音1莫6gt三6ngを 写 した と考えれば無理がない.ウ イグル文献の漢語音形式 としては例外的存在で

ある.
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祭'(開3)iεie'i～e

廃(開3)iei//

<慈 恩 伝>

1。Uig.'ツ

(泰 開1)大d`盒i〆 ッ(口 台開1)才dz`享i'5'ッ

太t`ai〆 ツ 台t`参i〆 ツ

泰t`ai〆 ッ(皆 開2)斎t§ 塩 δ'ッ

(佳開2)街ka宝g'ッ

2。Uig.ツ

(斉開4)弟d`iei妙 斉dz`iei診5y

西siei5ツ

泰 嗜,皆 佳 央 は 「慧 琳」 で は そ れ ぞ れ合 流 して各 一 韻 に な る.ブ ラ ー フ ミー

文 字 文 献 で は こ のニ グ ル ープ に は 明確 な区 別 が あ った.チ ベ ッ ト文 字 文 献 に も

若 干 の区 別 が み られ る.「 慈 恩 伝」 に も こ の区 別 の存 在 した 可 能 性 は大 ぎい が,

表 記 上 の 弁別 は な い.こ こで は1。の'yに おい て泰 口台に はaiを 与 え,皆 佳(央)

に はaiを 与 え て,両 グ ノレープ を区 別 したい.aはaよ りは狭 い母 音 を表 わ す.

斉祭 廃 も 「慧 琳」 で は 合流 して い る.こ れ らの 韻 は 後 に止 摂 に 入 る.チ ベ ッ ト

文 字 文 献 で は 斉祭 は合 流 して い る もの の,な お止 摂 とは異 った形 式 を保 って い

る.ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 で は止 摂 と.同じ形 式iが 立 つ.2。 に掲 げ た よ うに,

「慈 恩 伝 」 で は斉 は単 母 音 表 示 のyが 現 わ れ て い る.ブ ラ ー フ ミー文 宇 と同 じ

(52)

くこれには狭母音iを 与えてお きたい.す なわち斉母は止摂 と同じ形式を示す.

〈他の文献〉

他でも泰冶皆佳は'ッで表記されている.斉 はiの 他にi畳の例もある:閉piei

(52)TT・VIIIの ブ ラー フ ミー文字表記で は閉pieipi弟d`ieiteの ごと く斉韻がiとeで 現わ

れ る.し か しteは 早い時代の借用定着形式,弟 子 にみ られ るので,こ こでは閉piの 形式を 「慈

恩伝」 の形 式 と考えたい.な お,弟 子 にはHs-VIIとU・III8にtaisiあ るいはtaitsiが 現われる.

Gabain(Hs・VII註1778)は これを太 師の音写形 式 との 混 清による変種と考えた,な お,斉 韻は

チベ ッ ト文字文献 「千字 文」ではts組(精 清従心邪)k組(見 渓群 疑)に はyeが 現われ,他 の声

母の後ではe'iが 現われるが,ウ イグルではその区別はみ られない.
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pii(TT-VII).iiは 斉韻 の特 徴 を表 わ して い る とい え る.祭(開3)の 例 が み ら

れ るが,や は りiが 立 つ:世Ciεiきi(U-II3,8KIP)祭tsiεisi(UTb).

b)

泰(合1)uai

灰(1)uai

皆(合2)u益i

佳(合2)uaI

央(合2)uai

斉(合4)iuei

祭(合3)iuεi

廃(合3)iu2i

<慈 恩 伝>

1。Uig.τ リツ

(灰1)

T

りゆ リロwal
～wel～we

wai～a'i(唇)～ei

we'i

wa～we

/

選

型

/

B

/

/

/

/

/

/

.W

/

(53)

罪dz`u瓠'∫ 測ツ(皆 合2)塊 γu首ig測 ツ

(斉 合4)慧 γiueiゐ 四ツ 懐 γ磁igω ツ

2。Ui畠 ツ

(≡祭ノ合3)鋭 丘it1εi親ノζ)ノ

「慧 琳 」 で は泰 灰,皆 佳 央 は それ ぞれ 合流 して二 つ の グ ル ー プに な って い る.

チ ベ ッ ト文 字 文 献 「千 字 文 」 で は第 一 の グル ープ は第 二 の グル ープ よ り広 い核

母音 を も って い る が,「金 剛経 」な どで は 両 グ ル ー プに区 別 を つ け難 い.ウ イ グ

ル文 献TT-VIIIの ブ ラ ー フ ミー文 字 表 記 に は塊 が 加 ツ と綴 られ て い る.1。 の

皆(合2)椀 懐 の 騨ッ の 脚 もoで あ った 可能 性 が 大 きい.一 方灰(ユ)に 所 属 す る

罪 の"が どん な性 格 を もつ て い た か の判 断 は む つ か しい.「 千 字 文 」に 従 うな ら

皆(合2)よ り広 い 母 音 を 与 えね ば な らな い.だ が,上 の第 一 の グノレー プは 中 世

漢語 へ の 過程 で 斉 微廃 と合 流 して 「中原音 韻 」 で は 「斉微 韻」 を構 成 す る.こ

の 「斉 微 韻」(ui)の 核 母 韻 は 皆(合2)が 所 属 す る こ とに な る 「皆来 韻」(uai)

(53)Tezca皿(X・48)で はqay一 のごとく即にかえてaを 立てている.
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の もの よ り狭 か った。 しか し,他 の 文 献 に お い て,唇 音 声 母 と結 合 す る灰(1)

は な お チ ベ ッ ト文 献 同様 に 核 母 音aを 留 め て い る:貝pu瓠pai(TT-VIIU-I

SuvBTT-VIII,XIII)昧mu奪ibai(Ts`PTT-VB).「 中原音 韻」 で は これ ら

唇 音 声 母 を もつ もの もuiと な る:貝pui昧 皿ui.し たが って.「慈 恩 伝 」 灰

(1)の 騨 が なお 広 い 母 音 を 表 示 した 可能 性 は 大 きい.こ こで は 灰(1)皆

(合2)共 に 側ッ に はoiを 与 え て お き た い.こ の形 式 は朝 鮮 語 文 献 の もの と

(54)
一 致 して い る(河 野PP .498～499).斉(合4)の 韻 母 は(3.2.1c),(3.2.

2b)と の平 行 関 係 か ら拗 音 性 を前 舌 音 化 で 表 示 した と考 えて,測yに は 血iを

与 え た い.2。 の鋭 の ッ は 喩母 との結 合 を 条 件 と して 現 わ れ た 形 式 で あ って,

ッ に はiを 立 て て よい.こ の 条件 を もた な い もの に は斉(合4)と 同 じ く面 が

立 つ で あ ろ う.

〈他 の文 献〉

他 で も灰(1)に はoi,斉(合4)祭(合3)に は 血iを 立 て る こ とが で き

る:罪tsoi(Ts`PBTT-III,XIII)・)soi(KPTT-IIA)内nu孝inoi(MU.

Pf)慧x血i(Z・Steuer)恵 γiueix血i(Feng)歳siuεis血i(TT-VI) .又,

皆(合2)に はoiの 他 にuaiの 立 つ例 が あ る:壊 γu説ihuai(U-II7).

2.2.5.2止 摂

以 下 に 掲 げ る全 て の 韻 目が 韻 尾 にiを もつ とは い え ない が,こ こで はi韻 尾

グル ー プ と して 扱 い た い.

a)

支(開3)i6

月旨(開3)iさi

之(3)i争i

微(開3)ioi

〈慈 恩 伝 〉

T

i(～e)

B

一-

(54)漢 音では泰灰皆佳央の合 口音には全てwaiが 立つ.斉 の合 口にはeiが 立 つ.
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1。Uig.ツ

(支 開3)義 ηi首

智 隻i6

(月旨開3)師 §i～銭

遅"`iさi

砒b`i6i

2。Ui轡 飢y

義 ηi6

ラ

妙

獅
砂

砂

の

"

ゐツツ

(之3)慈dz`垣'5ツ

子ts1?15ツ

記ki曾i々y

「慧 琳」 で は これ ら4韻 は 三等 四等 の区 別 は あ った が既 に合 流 して い た.チ

ベ ッ ト文字 文献 で はiの 他 に,歯 頭 音,正 歯 音 に結 合 す る韻 母 にeの 立 つ こ と

が あ る:子tsi～tse事gi～ge.こ の こ とか ら羅常 培 は既 に現 代 北 京 語 の資 使

の 母音 に み られ る[1][Uへ の 発 展 の前 兆 の あ った こ とを 疑 わ せ る と してい

る(P.46).朝 鮮 文 献 で は 歯 頭 お よび 正 歯 音 二 等(歯 上 音)に は この よ うな母

音 を表 わす 形 式 が現 われ る(河 野PP.479～480).1。 の ツか らは そ の よ うな母

音 は確 認 で ぎな い が,TT-VIIIの プ ラ ー・フ ミー文 字 で は 弟 子 がtethsi～tethse

～thetse～tethtseの ご と く 書 かれ て お り,子 の 韻母 セこは チ ベ ッ ト 文 字 文 献

と同 じ くi～eの 二 種 が 現 わ れ る.又,ウ イ グノレ文 字 に よる この 単語'ッ 彦5ッ～

砂5ッ は 一iγ,一hγの よ うな奥 舌 母 音 に のみ 後 接 す る接 尾 辞 と結 合 す る.し た が

って この子 の韻 母 が[i〕 よ りは む し ろ[1〕 に 近 い 音 声 を も って い た こ とは明

らか で あ る.お そ ら く 「慈 恩 伝」 の ッ も歯 頭 音,歯 上 音 と結 合 す る場 合 は[i]

よ りは 後 退 低 下 した 母 音 を表 わ した に ちが い ない.本 来 これ ら を ウ イ グノレ語 の

1の 範 疇 に 入 れ る こ とが 適 当 か と思 え るが,後 の 作 業 が 複雑 に な るの で こ こで

は あえ てiを も って1。 ツ の 発 音 形 式 とした.2。 のyyに はiiを 入 れ て お きた い.

〈 他 の文 献 〉

他 で も支 脂 之 は 一 様 にyが 現 わ れ る.「 慈 恩 伝 」 に は み られ な か った微(開

(55)智 は入名 「馬玄智」の音写 の一部で ある.〆ba7-1iγ 肋 ツη5ツ々 のP'は 馬を指 し,勧yη どツ

が玄智 を指すが,Tug憾eva(V・13a26～27註)は 勧y泌 露 を玄 智の音写とい う.末 尾 の・んはウイ

グル語対格 の一gを表 わ したものだ.
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3)に もや は りッが現 わ れ,

Ts`PUTb).

b)

支(合3)iu6

月旨(合3)iuζ …i

微(合3)iuoi

<慈 恩 伝>

1。Uig.御 ツ

iを 与 え る こ とが で ぎ る:気k`ioiki(TT-VII

T

u'i～u

U～Wl

i(唇)～yi(唇)

～e(飛)～u'i～u

(支 合3)階ziu65ω ッ

i窺k`iu6勉 σツ

(微 合3)徽ziuoi舳 ツ

魏1〕iuoiん 切 ツ

2。Uig.ツ

(脂 合3)維yiu6i矧

3。uig.初

(月旨合3)水(証u6i沓 瓠り

B

vi

(脂 合3)遂ziu6i5wツ

癸kiu6i舳y

季kiu6i細y

唯yiu6iτ ツ

「慧 琳」 で は 支 脂 微 は 合 流 して い た.ブ ラ ー フ ミー 文字 文 献 は 三 韻 共 にvi

で 表 わ して い る.チ ベ ッ ト文 字 文 献 に も三 韻 に 明 確 な区 別 は な い.1。 で は 三韻

が 測:ソで 表 記 され て い る.TTVIIIの ブ ラ ー フ ミ ー文 字 表 記 で は危 ηiu6が8ツ κ

と綴 られ,g廿 の形 式 を示 して い る の で,「 慈 恩 伝 」 の 韻 母 も前 舌 母音 を も って

い た 可 能性 が 大 きい.1。 の 測ッ の 中 に は 癸 の ご と く 肋 ッ#の 表 記 が あ る.も

しTTVIIIの ご と く韻 母 形 式 が 茸 で あ るな ら,肋#と 表 記 す るの が ふ つ う

で あ る.測 ッ は チ ベ ッ ト文 字 文 献 や ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 の ご と く二 重 母 音 を

表 わ した と考 え られ る.前 舌 円唇 音 とiと の 結 合 は 脚"と 表 記 す る こ と もで き

る が,そ の例 は上 掲 韻 に は現 われ て い な い(cf・P.59).も ち ろ ん 脚ツ はui～oi

以 外 に 廿i～6iも 表 示 で ぎる.し か し,こ こで は"ッ に は 便宜 的 に 血iを与 え て
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お きた い.2。 は 喩母 との 結 合 を 条 件 と して お り,ッ に はiを 与 え る こ とが ℃ き

る.3。 は例 外形 式 で,"に は 血を立 て て お きた い.

〈 他 の文 献 〉

他 で は 測ツ(血i)の 他 τσ㎜(仙)が み られ る:癸kiu6ik漁(TT-VII)危 ηiu6

9漁(TT-VII).何 れ も牙 音 声 母 を もつ.「 慈 恩 伝 」 同様 に,喩 母 と結 合 す る も

の はiが 現 わ れ る:唯yiu6ivi(TT-VB).

2.2.6韻 尾 にゼ ロ を もつ 韻 母 の反 映

2.2.6.1果 摂 ・仮 摂

a)

歌(1)a

麻(開2)a

麻(開3)ia

〈 慈 恩 伝>

1。Uig.'

●A

T

a

a

ya～a(正 歯)

(歌1)阿a

羅laJ'

河 γ盒9'

(麻 開3)若n灸ia彰'

2。Uig.ツ

(歌1)河 γagツ

3。Ui魯:y'

(麻 開3)射d灸`ia営 ヅ

1。歌(1)麻(開2)の,

a

B

a

a

y

(麻 開2)質ka4

沙 §aぎ

馬ma♪'

(麻開3)若n灸ia勿

に はaを 立 て る こ とが で き る.麻(開3)は2。 と

3。に交 替 形 を もつ の でaを 与 え る.2。 歌(1)の ッは1。 の例 外 形 式iと して扱

(56)
わ ざ る を え な い.2。 麻(開3)の ッ に はiを,3。 ヅ に はiaを 与 え た い.

(56)Hs-X(レ ニ ング ラー ド1a,Tez、28Q)に は,嘉 尚 とい う人名表記の嘉kaに あたる部分をki

と表記 して いる.kaの 書 き誤 りか,誤 って喜xiqiを 音写 したのかいずれか と考え られ る.
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〈他 の 文献 〉

一 二 等 は全 てaで 現 われ る.三 等 韻,伽9`ia々'(TT-VB)舎Oi8'(TT-

VB)若n灸ia老'(BUY)の'に は や は りaを 立 て た い .ET§ に は社 灸iaが 首iと

して現 われ る が,「 慈 恩 伝 」2。の 若 と平 行 して い る。

b)

父(1)ual胆 ～且(唇)va～ 母(唇)

麻(合2)uawava

二二監～1(3)iu老 赴//

1。Uig.'

(父1)摩m面 ρ'破P`uaρ'

婆b`uaρ'

2。uig.τ σ'

(麻 合2)華(花)zuag四'

1。の'に はaを,2。 の 馴'に はuaを 与 え て 問 題 は ない 。

<他 の 文 献>

aを 立 て る もの とuaを 立 て る もの とが あ る:破p`uapa(U-II7TT-VII,

VIII)螺hlala(U-ITT-VIIBTT-VIII)螺hlala(TT-1)イ ヒZuahua(TT-

VA)華(花)Zuahua(TT-VIU-IIITs`PBTT-XIIISho・Ava)和 γuahua

(Ts`P).uに よ って合 口性 を表 現 す る もの(一ua)は 「慈 恩 伝 」 と同 じ く喉 音 声

母 と結 合 して い る.鎖s磁 はsoの ご と く例 外 的 にoを もつ(U-II7K:P).

2.2.6.2遇 摂

a)

模(1)o

魚(3)io

虞(3)iu

〈 慈 恩 伝 〉

T

O～UO～U

二～翌～o

ヨ

B

且
ー
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1。Uig.㎜

(模1)蘇so∫ 切

徒d`o勘

蒲b`oρ"

(魚3)臆1io伽

女口n蓬io老 τσ

書oio如

2。Uig.測 ツ

(魚3)呂1ioJτ σツ

3。Uigτ σ塑(#'τ στσ)

(模1)杜d`o勘 測

蘇so5測 ㎜

(虞3)干 丘iu'泌 御

裕yiuy脚 初

(虞3)主tciuδ ω

武 勾iuτ"

符v`iuη 御

(魚3)許zioゐ 塑 測

楮1毫`ioδ 脚 親ノ

序zio5脚 捌

「慧 琳 」 で は模(1)はuに な る.中 世 漢 語 へ の過 程 で模 魚 虞 は合 流 し,魚

模 韻(u,iu)を つ くる.模(1)は 「慧 琳 」 同様 す で に高 母 音 化 して い た と考 え

た い.1。 の 測 に はuを 与 え る.上 掲 例 中,多 音 節 を綴 り,そ の第 一 音 節 を構 成 す

るの は 魚(3)の2。 呂 と1。腫 で あ る.呂 は 呂才 に現 わ れ 常 に 伽 ッ'5'ッと表 記 され

て い る.し た が って 」"ッーの 測ッ は 前 舌 円唇 母 音 を表 わ した.TT-VIIIの ブ

ラ ー フ ミー文 字 で は除 哉`ioが66と 表 記 され て い るの で,こ の"ッ に6を 推 定

す る こ とが で きる.一 方櫨 は朧 山 に現 われ 伽5'η と表 記 ぎれ て い る.測 は 前

舌母 音 を表 示 しな い.魚 虞 の それ 以 外 の例 は正 書 法 上,前 舌 後 舌 の決 定 はで き

な い.こ こで は 呂 の存 在 を考 慮 して,呂 以 外 の 魚 の 脚 に は6を 与 え てお ぎ た

い.虞 の凝 こは 血 を与 え て よいが,円 唇 声 母 を もつ 韻 母 は模 韻 と合 流 してUと

な る の で,円 唇 声 母 と結 合 す る"に はuを 立 て たい.30の 模"脚 に はuo魚

の 脚初 に は 船 を与 えた い.虞 の裕yiuッ 拶測 は介 母 要 素 が 声 母 表 現yの 中 に

吸 収 され てい る と見 倣 して ⑳"に はUUを 与 え た い.但 し干 且UU励 測 の"割
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(57)
には 亡Uを 立 て る.

〈 他 の 文 献 〉

模 は ふ つ うuが 立 つ.uoの 例 もみ られ る:湖 γohuo(Iduq)都totuo

(Iduq).魚 に は 型 と 脚".が み られ るが,多 音節 を綴 る 第 一音 節 に は 魚 商 ηio

Ciaη 舳 動 測(BTT-1)所 処 §iot¢io5㎜ δ切(Maitri)の ご と く後 舌 母 音 を示 す

騨 が 立 ってい る.し か し 「慈恩 伝」の形 式 に則 って6を 立 て た い:魚g6所 齢

処66如n簗io茄(TT-VIBUY).血6も み られ る:如 §舶(BTT-XIII)除 哉`io

6面(TT-VII)序zios血6(BTT-1).虞 は 「慈 恩 伝」 と同 じ条件 の も とにu～

uが 現 わ れ る:主tGiu茄(U-IIIMaitri)珠tOiu馳(Hk-II)倶kiukU

(TT-VB)府fiufu(Iduq)撫f`iufu(Z.Sklaven).喩 母 と結 合 す る四 に は

「慈 恩 伝 」 の 裕 の 場 合 と同 じ くuを 与 え る:喩yiuyu(TT-VB).又,円 唇 声

母 と結 合 す る"測 に はuuを 与 え て よ い..傅fiufuu(BTT-1)符v`iufuu

(TT-VIIKIP).

2.2.7.

2.2,7.1

a)

屋(1)uk

沃(1)ok

屋(3)iuk

燭(3)iok

〈 慈 恩 伝>

1。Uig.拶9'》 勿 泌9

韻尾にkを もつ韻母の反映

通摂

(屋1)穀kukq"g

T

磐

望

里

ug～09

B

Uhi:

uhi:

vohi:

Uhi:～yuhi:

(沃1)僕ib`okρ"9

轟d`ok'τ στ砂9

(57)歌 世民(VII5a-18)は(tU)ts菰kIUgの1茸9を 炉10の 音写 と考 えた(5a18註).し か しこの1Ug

(lak)は ウイグル語 の所有表現 の名詞接尾辞で あり,tUts茸k-IUk「 香一を もった もの」 二 「香炉」

を構成す る.蟻gは 漢語ではない.
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2。Uig.測 ツ9

(燭3)玉 ηiokゐ 測ッg

3σUig."

(沃1)僕b`ok♪ 測(屋3)福fiukτ"

東(1)冬(1),東(3)鐘(3)と 同様 に,屋(1)沃(1),屋(3)燭(3)は

それ ぞれ 合流 して い た.10の"g脚"gの"と3。 沃(1)の 初 に は東(1)冬

と同 じuを 立 て る こ とが で き る.2。"ッgの"ッ に は 鐘(3)と 同 じ く 廿を与 え

て よい.3。 屋(3)の 切 は唇 音 声 母 と結 合 して い る もの でuを 与 え て よい.韻

尾kは チ ベ ッ ト文 字 文 献 の ご と く有 声 化 し,ブ ラ ー フ ミー文宇 文 献 の ご と く摩

擦 音 化 して い た 可 能性 は 大 きい.こ こで はqに ウ イ グノレ語 後 部 軟 口蓋 子音 の 一

つ で あ る γを与 え たい.3。 には 韻 尾kの 欠落 した 形 式 が 現 わ れ る.福 η聰 は 弘

福寺(γuonfiukziの の み に 現 わ れ 常 に9脚 漉 四"'∫ ツ と表 記 され て い る.寺 は

他 の 場 合 は ∫ツ と表 記 され る の に,こ れ に限 って ∫5ツと綴 られ る.こ れ に は,fiuk

の 一kが 声 門 閉 鎖 音 に変 化 し,そ れ に5一 が 同化 して 破 擦 音tsに な った と推 定

す る こ とが で きる.し た が って 曽"の 測 の 後 に声 門 閉鎖 音(う が あ った と考

え た い.僕 は 麹gと ρ脚 の 二種 が現 わ れ る が,い ず れ も 僕 射 を構 成 し,第

五 巻 で は 卿qッ ー'第七 巻 で は ρ測3ッー'と 表 記 され て い る.後 者 の5ッ ノ は 明 ら

か に射d須aを 表 示 した もの で,前 者 の 御gのqが よ く似 た文 字 で あ る5

を書 き誤 った 可 能 性 は あ る.あ るい は も と も と 麹g∫ ッー'と書 かれ るべ ぎで あ

った か も しれ な い.い ず れ に して も福 や僕 の一kの欠 落 が後 代 書 写 人 の 手 に よ る

(58)

可 能 性 は 大 ぎ い.

〈 他 の 文 献 〉

屋(1)沃(1)に はuγ が 現 わ れ る:鹿1ukluγ(Maitri)督toktuγ(U-

II3KP).屋(3)燭(3)に は 東(3)鐘(3)で 立 て た 核 母 音 血 を も つ も の が あ

る:宿siuk5"gsO7(TT-VIIP.57)六liuk伽ghγ(Abhi)録1iok1初9

1血γ(Ts`P).又,韻 尾 一kを 欠 落 し た 形 式 もみ られ る:副f`iukwu(BTT-XIII)

(58)現 存の 「慈恩伝」は ㌫ngqo-saliの 翻訳本か らの書写本で ある.cf.Tezcan(1975pp.10～12).
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曲kiokkiu～k亡u(TT-VII14),い ず れ の文 献 も後 期 に所 属 してい る.

2.2,7.2宕 摂

a) T

鐸(開1)含k肇 至

薬i(開3)iakag～yag

B

ahi:

ahi:

〈慈恩伝〉

1。Uig29

(鐸 開1)洛lakJ'g

錯ts`ak診5'q

博P盒k〆9

鶴 γ盒kq'q

1。の'に は チ ベ ッ ト文 字 文 献,ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 と同 じ母 音aを 与 え,

(59)

gに は γを与 え て よい.

〈他の文献〉

他 で も鐸(開1)に はaγ が立 っ:悪 幽盒k'aγ(KP)博pakpaγ(BTT-1,

Maitri).薬(開3)に 所 属 す る 鎗yiakは ッ'9と 表 記 され て い る(M乱Pf) .

韻 母 形 式 と してa7を 立 て る こ とが で き るが,喩 母 との結 合 を 条 件 と して い る.

2.2.7.3梗 摂

a)

階(開2)ak

昔(開3)iεk

T

eg!)19

19～y19

B

ehi:

ihi:

〈慈恩伝〉

1。Ui霧.yq

(β百開2)匝 責d賓`akぎ ツ9 (昔 開3)尺tG`iεkむg

(59)Hs-Xに は大般若経が"ツ ρ'ぎ々 y(Tez.125),般 若経 が 〆砦'妙(Tez.132)の ごと く表記 され

ている.又Hs-IIIに も 〆ツρ》 ツ々 あるいは 〆ン〆勿 ン々 とよめる形 がある(北 京本35b-11).若 を

Tezcanは 薬韻 に所属す るh2茎ak(畷iak)と 考 えたが,こ れは麻(馬 開3)畷iaを 写 した と考え

るべ きであ る.「広韻」麻(馬 開3)に は若 に対 して,「 乾草,又 般若出釈典,… …」の記述が ある.

cf。沈兼士(1985P.1088).
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宅4`akど.γ9

百pak♪ ツ9

2。Uig.,9

(阻開2)白b`akρ'9択 磯`akさ'9

3。Uig.ツ 乃

(昔開3)石 簗iεk秒 ゐ

1。の 階 に所 属 す るygは チ ベ ッ ト 文字,ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 で はe～iの

核 母 音 を もつ が,庚(開2)と 同 じ く ッ に は 後 舌 狭 母 音1を 入 れ て1γ の韻 母

形 式 を立 て た い.2。 の'gは1γ の変 種 でaγ として よい.3。 昔 の 頚 の ッ に

はiを 与 え てお きた い(cf.TB).一 乃は 一7と の 平 行 性 か ら前 部軟 口蓋 の 有 声

の摩 擦 音 化子 音 を 入 れ るべ ぎで あ ろ う.し か し こ こで は,ウ イ グル 語 音 韻 の

γに 対 す る前部 軟 口蓋 音 で あ るgを 与 え て お き た い.1。 の 尺 は定 着 形 式 で,

早 い時 代 の借 用形(上 古 音*t'1猛(Karlgren1957))を 留 め て い る.因 み に 尺

は,漢 音 で はseki,呉 音 で はsiyakuが 立 っ.

〈 他 の文 献 〉

他 で は阻(開2)にa7ゐ 例,昔(開3)にTγ の例 が み られ る:畠b`akpaγ

(BTT-III)冊t§`ak砿 γ(BTT-III)尺tC`iεk61γ(U-II7,8BTT-XIII)石 灸iεk

きiγ(BTT-VGe・Mani).又,錫(開4)iekの 例 も み られ る:暦lieklig

(TT-VIMaitri)～1i(TT-VII18)壁piekp極9(Suv).錫(開4)の 韻 母 形 は

igが 一般 形 と考 え られ る.liは 韻 尾kを 欠 い た もの で,新 しい時 代 の形 式 で

あ る.TT-VII18は 元 朝 時 代 匠書 か れ た.bUgの 廿9は 唇 音 声 母 の後 でigか

ら変 化 した形 式 と推 定 で き る.

2.2.7.4曽 摂

a)

徳(開1)ok

職(開3)igk

eg～ug(唇)～ig

壇 ～eg

(80)
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徳(合1)ugkog

職('合3)iu弓k/

〈 慈 恩 伝 〉

.1QUig.ツ ゐ

(徳 開1)徳tok∫ 舜

2。Uig.lyツ 々

(職 開3)極g知k々 ッ頭

3。Uig.測9

(徳 合1)国kuokg測9

4。Ui畠 ツ

(職 合3)域Ei斡k脚 ツ

Ohi:

/

(職開3)識gigk砂 ゐ

徳(開1)は1。 で 鉾 と表 記 され て い る.登(開1)9η との平 行 か らは ッg

iγ を予 想 させ るが,徳tokは 常 に 彦罐 と綴 られ て い る.こ こで は 鉾 にig

(60)

を 与 え て お きた い.徳(合1)の30"9のwに は 登(合1)と 同 じ くuを 入 れ

てu7の 韻 母形 式 を立 て た い.職(開3)は1。 と2。に現 わ れ る.蒸(開3)と

同 じ く1。 の ツ に はiを 入 れ てigを 立 て て よい.2。 鯉 々 に はiegを 立 て た い.

職(合3)は 鼻 音 韻 尾 の 対 を もた な い し,チ ベ ッ ト文字 や プ ヲ ー フ ミー文 字 文

献 に も例 が な い.擦 摂 の 文(合3)iuenの 文vin問vinと 同 じ く4。域 脚y

(61)
の ッ に はiを 入 れ て お きた い.声 母 が 喩 母(や 唇 音)で なか った ら文(合3)

と同 じ く 血が与 え られ る で あ ろ う.域 は西 域 記(siei丘iu臼kki守i)に 現 わ れ,

∫ツ切樋 ツ と表 記 され て い る.kの 脱 落 は域 の漢 字 音 韻 尾 が す で に 声 門音 化 し

て い た こ とを 示 す と も考 え られ るが(cf.P.78),こ こで は,記 の声 母k一 と,そ

れ に前 接 す る域 の韻 尾 一kと が 表 記 上 統 合 され た も の と,単 純 に考 え た い.cf.

ウ イ グノレ語ekki「2」 は 露 ツ と表 記 され る。

〈 他 の文 献 〉

(60)チ ベ ッ ト文字文献やブ ラー フミー文字文献では唇音あるいは牙音声母の後で円唇母音が現 われ

るとい うが,多 分 ウイグルで もそ うであ ったろ う.

(61)声 母 が喩母や唇音でなか った ら,文(合3)と 同 じよ うに母 音に 直 が立 つで あろ う.
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他 では 識Gi歯 きig(TT-VB)が あ るが,「 慈 恩 伝 」1。 と平 行 す る.

「慈 恩 伝 」 には み ら なか った,江 摂 ・覚(2)の 例 が 他 の 文 献 には 現 わ れ る:

濁 磯bk60γ(TT-VB)～600γ(Suv),学 γつkxai(ET§).濁 に 一〇γ～ 一〇〇γの

ご と くoの 現 わ れ る のは 江(2)と 同 じで あ る.学 の 一aiは後 期(元 朝)の 形 式

を反 映 してい る.学 は 「中原 音 韻 」 で は薫 豪 摂 に所 属 し,xiauの 形 式 を も っ

てい た.

2.2.8韻 尾 にtを も つ 韻 母 の 反 映

2.2.8.1山 摂

a)T

易(1)合tar

月(合3)iUBtwar～ad～ar

醇i(開3)iεtyer～war

<慈 恩 伝>

1。Uig.'r

(掲1)達.d`at〆r

2。Ui縁(ツ)r

(菖華開3)醇siεt5ツr

B

ari

/

yeri

(月 合3)発fiuet"ア

1。の'に は 寒(開1)と 同 じ母 音aを 与 え て韻 母 形 式arを 立 て た い.20醇

5ッrに は仙(開3)に 与 え た母 音 と同 じeを 与 え てerを 立 て る.又,発 は

母 音 表 記 を もた な い が,文 字 ηの後 で 類 似 の字 形 ッが 省略 され た と考 え て,元

(合3)に 立 て た の と同 じ母 音eを 与 え て韻 母 形 式 をerと した い.韻 尾t

に対 してrの 現 わ れ るの は チ ベ ッ ト文 字,ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 と平 行 す る.

〈他 の文 献〉

掲 に は 全 てarが 立 っ:薩s会tsar(KIPU-II3,8Sho.Ava)褐 γathar

(Ts`PMaitri).「 慈 恩 伝 」 に は 現 わ れ なか った 鮎(開2)監(合2)屑(開

4)が み られ る:鮎(開2)察t§`at6a(Yamada)酷(合2)八pu翫par

(Z.Sakiz)～var(AbhiBTT-XIII)屑(開4)節tsiettser(TT-VII)～
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ser(TT-VII).察 の韻 尾 一tは 欠 落 して い るが,

て い る.「 中原 音 韻 」 で はt§`aの 形 式 が立 つ.

これは後代の形式を反映し

2.2.8.2至 秦摂

a)TB

質(3)i6tiriri

物(3)iugturviri

<慈 恩 伝>

1QUig.:yr(牲':yプ)～ ツy7

(質3)乙.iさt'ッ プ 実d灸`i6t5ッ7

筆piさt汐 ツツr

2。Uig.τ σr

(物3)仏(b`iuot→)v・iuetρ τσプ(g・η)

3。Uig.#'τ σツr

(物3)尉 ●ugt物 ツr

1。質(3)ッr～ ッッrの ッ('ッ)に は 真(開3)と 同 じ くiを 入 れ て,ir～iirの 韻

母 形 式 を 立 て る こ とが で き「る.TT-VIIIの ブ ラ ー フ ミ ー 文 字 表 記 で も 蜜mi6t

mir乙 「i6tirが 綴 ら れ て い る..尉'測 ッrの'"ッ に は 文(3)と 同 じ く 血1を

立 て て よ い.仏 ρ獅 一 の 獅 に はurを 与 え る が,文(3)で は 唇 音 声 母 と結

合 す る 韻 母 に はiが 立 つ.夘rg'η(burxan)は 定 着 形 式 で あ った.

〈 他 の 文 献 〉

(62)

他 で も質(3)に はirが 立 つ:日n灸i6t老ir(TT-VI)～ 忌ir(Maitri)蜜mi益t

mir(UT-VIIHk)壱'i6t.ir(Ga.Drucke)秩 φ`i6t6ir(Ts`P) .後 期 文

献 に は 韻 尾 のtを 欠 落 さ せ た 形 式 も現 わ れ る:密mi6tmui(Iduq).こ の 形

(62)U-II(P.61)に はKsibの 形式が み られ漢語 「食籔流鬼」 に対応す る.U・IIの 著者F.W.K.

M廿11erは この形式を痢疾1i6idz`三6tの 音写 と考 えた.し か し,ウ イグル文献 中,漢 語韻尾 ・tを

一Pに 写 した例は他にない.TT・VII1(17,5)に は トカ ラ語(A)か ら借用 した1e$P`Schleim'が 現

われ る.U-IIの1isibも トカ ラ語 か らの借用 と考えるべきである.Csongor(1952)もlisibを

痢 疾の音写と考 えた.
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式 は 「中原 音 韻 」 のmuiと 一致 す る.物(3)に 所 属 す る仏 は他 で もpur(xan)

と して多 数 現 わ れ るが,TT-XIIIに はfirの 形 式 が み られ る,軽 唇 音 声 母 を

条 件 としてiの 立 つ の は,文(3)と 平 行 す る:問 頭uenvin.

2.2.9韻 尾 にpを もつ韻 母 の反 映

2.2.9.1威 摂 ・深 摂

a)

合(1)麺ab

業(3)iBpab～eb

葉(3)iεpyab～eb～ab(正 歯)

乏(3)iuセpab

緯(3)i争P三 些

〈 慈 恩 伝>

1。Uig.'ρ

(合1)雑dz`参P彦5'ρ

2。Uig.ツ ρ

(業3)業 】〕i2P々 ごソ少

(葉3)摂 φεP銑y♪

合(1)の 雑 の,

くaを 入 れ た い.乏 の 法'

api

/

/

vapi

/

(乏3)法fiu2Pη'♪

に は 輩(1)や チ ベ ッ ト文 字,

に も凡(3)と 同 じ くや は りaを 入 れ て よい.

唇 音 声 母 と結 合 す る.業 と葉 は 「慧 琳 」 で は合 流 して い た.業 勿 ρ 摂

ッ には 塩(3)と 同 じ くeを 与 え る こ とが で き る.緯(3)に 所 属 す る十 どッヵ 立

砂♪ の ッ に は侵(3)や チベ ッ ト文 字 文 献 と同 じ くiを与 え て よい.韻 庵 のpは

ρ で 表 記 され るが,kに 対 す る9(～7)同 様 に有 声 のbを 立 て て お ぎた い.

〈 他 の文 献 〉

合(1)に はabの 他avも 現 わ れ る:踏t`参ptab(ShαAvaBTT-IIISuv)

合k如qab(Abhi)～qav(U-II7,8),乏(3)に 所 属 す る法 はや は りfabの こ

(84)

(絹:3)十 灸i寧Pまツρ

立1i?P砂 ♪

ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 と同 じ

但 し,

ツρ の



と くabを もつ(U-II7TT-VBBUY).「 慈 恩 伝 」 に は例 の なか った 盗(1)押

(2)が み られ る.蓋(1)に もavが 立 つ:燗d`aptav(Maitri),御(2)の 例,

甲kapに は 四種 の韻 母i表現 が あ る:qab(TT-VI,VII)qav(TT-VI)9ツ αρ

(TT-VIII)k註(lduq).こ の うち,TT-VIIIの プ ラ ー フ ミ・一文 字表 記9ツ 砂

(63)
に はqabの 形 式 を与 え る こ とが で き る.御(2)の 核 母 音 は若 干 狭 い母 音 で あ

った とい え る.又,韻 尾 や,v,ゼ ロは 丁 度b>v>φ の発 展 過 程 を示 す もの で,最

終 段 階 のIduqの ゼ ロは元 朝時 代 の形 式 を反 映 して い る(cf.P.95).「 中 原音 韻 」

で は 甲 はkiaの 形 式 で 現 わ れ る.

2.2,10「 慈 恩 伝 」 漢 語 韻 母 の特 徴

2.2,10.1以 下 に 中古 漢 語 声 母 とそ の 「慈 恩 伝 」 へ の反 映 形 式,及 びそ の表 記

文 字 との 関 係 につ い て 図 示 す る(cf.2.6.1).

(中古音)

1

凍(ユ)

鞠

(ウ イグノレ)unuη

(文 字)観 型罐

冬(ユ)東(3)

町iu巧

3

3

鐘(3)

ioη

歯 助

関鴻 初ンπゑ

2

4

u(uu)功

脚(衡w)ツ 鋭

江(2)

つ口

ユ・公(定 着)「 公主」

ゑ 龍(定 着)重

3.円 塵声母 ・喩母 と結合

o功

4.恭

τσ焼

唐(開1)

的

0 OU

唐(合1)

吻

2

au

τσ"乞 σ,ω

2

2

陽(開3)陽(合3)

捻4iua身

1

66血6

"脚 ω τσy

1

閃

挽

1.様,ヨ 三,但 し喩母 と結合(定 着)

2.円 唇声 母 ・喩母 と結合

(63)TT-VIIIの ブラーフ ミー文字で は 堕 が現われ るが,pbを 表わす文字 の使用は混 同 してい

る:/bo/「 これ」60ρo励o.
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庚(開2)

ao

庚(開3)

ia巧

庚(合3)

iuaり

清(開3)

iεo

青(開4)

ieo

i

登(開1)

閃

ei

ツツ

登(合1)

u司

蒸(3)

i明

e

11}

ツ漉

痕(1)

en

"m

卸

寒(1)

an

1

町

四π為

魂(1)

Ugn

an

,π

ユ.唇 音声母 と結 合,

2.牙 喉音声母 と結合

iu

ツ派

真(3)

i6Ω

1

文(3)

iUgn

諄(3)

iu6n

サ コロ ロロコ
unm■Mum

wnツ πtVNn"鍵2z

1.響 音 声 母 と結 合

山(開2)刑(合2)桓(1)

互ηuanuan

ノ1

ノノ/2

!!112

uanUon

り
聾ワπ 切τσπ

桓(1)の 般の韻尾ぼ嬉(定 瀞 「般ZJ
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先(開4)仙(開3)

ロ ロ
lenlεn

2

in

餌

談(1)

am

)q豪

U(a

輩(1)

:参皿

＼

＼
、

、

、

㎝

肴 )2(

》

㎝
,

祝

.元(開3.)先(合4)仙(合3)

iBn.1.iuen 、iuεn

1

1

en血en.

ンπ""
.

1.喩 母 と結合

2・入(定 着)「 道人」

3,巻

)@

m

.衛

.

a

1

凡(3)

iUBm

塗(3)

iεm

em.

.
ンη3

`.L唇 音 声母 と結合

候(1)宵(3).調 缶(4)

∂UlεUleu

元(合3)

iεn

3

章6n

τσ御 π

侵(3)

f。血

m

駕

.ー

ツ

尤(3)

igu

1

3 '4'`'

4 4

2 i

0

"

㎝

励

a

,

iuu(uu)aueu

ツ切"(τ στσ)'ω 即 .

ユ.道(定 着)「 道入」.

2.孝

3.楼

4.唇 音声 母 ・喩母 と結合
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)3開(支

》
e

●
-

泰(開1)

ai

冶(1)

参i

▽
.a

汐

祭(開3)斉(開4)灰(1)

iε量ieiuξ しi

＼
、
、
＼
、
＼
＼
、
＼
、
＼

正

＼、

脂(開3)之(3)

i6iigi

歌(1)麻(開2)

aa

a

,

皆(開2)

猷

佳(開2)

a置

∀
ξ

皆く合2)斉(合4)祭(合3)

u義iユue1工u£1

1/
!!

!!
!!

!ノ

oioiu

"y御 ツ 切

12＼
＼
＼
＼

、1
、

微(開3)支(合3)脂(合3)微(合3)

ie三iu6iu6iiuai

1.醤 音声 母 ・喩母 と結合

2.水

曳(1)麻(合2)聴(開3)

uaia 聡

1

聡

,"

1.喉 音声母と結合
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)d模

O

▲
UUO

初 τりω

・0

四

魚(3)

io

6

"y

1

06

τστけ

虞(3)

iu

23

亡u(uu)

拶"(切 切

1.上 声音(cf.○)

a唇 音声母 ・喩母と結合

3.圭(定 着),「公主」

血i

zりy

屋(1)

uk

u7(uu7)

初9(割 τθ9)

沃(1)

ok

1

廿

切

2

屋(3)

iuk

燭(3)

iok

/・
uア 誼7

四9旬 ツ9

1.僕

覚(2)

ok

Or(007)

脚9("町)

2.福(唇 膏声母と結合)

3.玉

鐸(開1)薬(開3)陪(開2)昔(開3)錫(開4)徳(開1)職(開3)職(合3)徳(合1)

akiakakiεkiekokiokiu∂kUak

3

工2

即

璽

γ
●・
工

9ツ

19

最.

1.白,揮

2.尺

3.喩 母 と結合
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局(1)

at

＼/
==

合(1)

ap

酷(合2)

u義t

/
!

/
!1

!

月(合3)静(開3)

iUBtiεt

＼/
er

盗(1)ろ 甲(2)

apap

、 ノ
、 ノ
、! ノ

、11
、 ノ

、!
∠

ab

ρ

ツ「

1

2

屑(開4)質(3)

ieti6t

,!
!

唇音声母と結合

ir(iir)

ツr(ッッr)

仏(定 着),b肛xan

乏(3)業(3)

iuセpiBP

葉(3)

iεP

∀
eb

ツρ

1.唇 音声母 と結合

物(3)

iuot

〈
バ

・U

"ツr"r

緯(3)

i曾P

ib

ツρ

2.2.10.2「 慈 恩 伝 」中 の漢 語 韻 母 の特 徴 は,介 音 と韻 尾 の表 現 か ら説 明 で き る.

介 音iを もつ,い わ ゆ る 「斉 歯 呼」 に は ウ イ グル 文 字 ッ(i)で 介音 を 直 接表

現 す る例 が わ ず か に み られ る.

射d箆`iaきiacf.若n灸ia老 銭

極9`玲kkiegcf.言 哉 ¢i曾k6ig

しか し,上 掲 の 若 や識 の よ うに,介 音 は一 般 に核 母 音 に 吸収 され,核 母 音 は前

舌 音 化 す る傾 向 が あ る.

東(3)iuη 的 ～ 如:東(1)uηuη

鐘(3)ioη 両 ～ 的:冬(1)oηuη

燭(3)iok渡 γ:沃(1)okuγ
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業(3)i2pebcf.合(1)毒pab

(宮kiu巧k両 鐘tOioη6鋤 玉 ηiokgUγ 業 ηiEpgeb).

た だ し,声 母 に唇 音 の立 つ 場 合 に は前 舌 音 化 は起 らな い.す なわ ちi介 音 に よ

る拗 音 性 は 失 わ れ る:符v`iufucf.主tCiu茄 漏v`iuηfuηcf.宮kiuηk助.

又,喩 母 と結 合 す る と ぎ は,介 音,あ るい はく 介 音+核 母 音 〉 は ゼ ロ に交 替 す

る:融Eiuηyuηcf.宮kiuOkUη,銚yiεuyucf.鬼dヒ`iεu6eu.

介 音 にUを もつ 「合 口呼」 に お い て,声 母 に牙 喉 音 を もち,広 い 核 母 音 の

立 つ 韻 母 の 中 に は介 音 が 直 接 表 現 され る も のが あ る:観kuanquan～quon,

館kuanquan華zuahua・ しか し,合 口介 音 も核 母音 に 吸 収 され,核 母 音

は 後 舌 円唇 化 す るの が ふ つ うで あ る.

登(合1)uoηuη:登(開1)eη 功

魂(合1)u∂nun:痕(開1)onfn

灰(1)u参ioi:冶(1)ξiai

皆(合2)磁ioi:皆(開2)削ai

(弘 γu∂Ohuη 孫suonsun罪dz`u錘tsoi椀 γ磁ihoi).

た だ し,唇 音 声 母 と結 合 す る と きは,核 母 音 はi,aに 交 替 す る:門muen

min本puonpincf.敦tuontun,般puahpa(n).

「撮 口呼」 の 介 音iuは 前 舌 化 円唇 単音 に な るか,核 母 音に 吸 収 され,前 舌

化 円唇 音 を つ くる傾 向 に あ る.

文(3)1ugn

言享(3)1uen

元(合3)1UBn

仙(合3)iuεn

先(合4)1uen

祭(合3)1uε1

斉(合4)1ue1

脂(合3)1ue1

ー

ー

ー

血in～ 廿in(i訓lZiUOnx血in溶Siu6nS荘in)

血en(ラ 亡1〕iu2ng血en宣SiuεntS血en玄 γiUen

x血en)

血i(慧 γiUeiX血i遂ZiU益iS血i)
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た だ し唇 音 声 母 ・喩母 と結 合 す る と きは,核 母 音 はi,e又 は ゼ ロに交 替 す る:

文 頭uonvin問 ㎎iugnvin遠 且iu2nwen丘iuεnwen鋭 丘iuεiwi備

b`iu6ipi唯yiuζ …ivi.

チ ベ ッ ト文 字 文献,ブ ラ ー フ ミー文 字文 献 に お い て も,と りわ けi介 音 はy

字 表 記 に よる もの よ りは核 母 音 に 吸収 され て前 舌 母 音 を構 成 す る も のが 目立 つ.

しか しU介 音 は一 般 にW字V字 で 表 記 され て い る.又,iu介 音 もふ つ うはW

字v字 で表 記 さ れ る.介 音 の 多 くが核 母 音 に 吸収 され る 「慈 恩 伝 」 の表 示 は む

しろ ウイ グル語 音 韻 に 同 化 した や り方 と考 え るべ きで あ る.

一 方 ,唇 音 声 母 の後 でチ ベ ッ ト文 字 文 献 で はwa→awi→iwai→aiwan→an

war→arの 交 替 が あ る(羅P.66) .こ れ は韻 母 か らu介 音iu介 音 の 唇音 性 の欠

落 を意 味 して お り,上 述 「慈 恩 伝 」 の もの と一 致 す る.(Tの 例:杯puaipa'i

摩mu盒'bacf.「 慈 」ba,飯v`iu2nban.)又,チ ベ ッ ト 文 字 文 献 に は,円 唇

声 母 の後 でo→ueu→uiu→uの 交 替 が あ る(羅P.66).iu→uは{求9`iou

gi'u→ 富fiOUP`u}の ご と くi介 音 に よる拗 音 性 の欠 落 を意 味 し,「 慈 恩 伝」

と平 行 す る.eu→Uは{楼loule'u→ 茂mou'bu}の ご と く直 音 に お け る交

替 を表 わす が,「 慈 恩 伝」 に も 同 じ交 替(iu→u)が み られ る:{寳d`∂utfu→ 戊

moubu}.o→u{杜d`odo→ 布popu}の 交 替 と平 行 す る も のは 「慈 恩 伝 」

(64)
に は確 認 で き な い.唇 音 声 母 と結 合 す る際 の この よ うな 交 替 は,わ ず か で は

あ るが ブ ラ ー フ ミー 文 字 文 献 に も み られ る:本puonpi卑ni摩muama

聞 勾iuenvi!ηnicf.云 揃uonyvi卑ni(水 谷PP.14,17).

「慈 恩 伝 」 で は 喩母 声 母 がi介 音iu介 音 を もつ 韻 母 と結 合 して唇 音 声 母

を もつ もの と よ く似 た交 替 を した.実 は チ ベ ッ ト文 字 文 献 に お い て も分 節 の仕

方 に よ っては 同 じよ うな こ とが いえ る.た と えば,尤(開3)に 所 属 す る猶 遊

猷yiouyuを 羅 常 培 はyuの 韻 母 に入 れ,声 母 はy組 に入 れ た.す なわ ち

yuのyは 韻 母 と声 母 の 両 方 の要 素 と して 扱 わ れ た.こ のyを 声 母 要 素 専 用

とす れ ば 韻 母 にはUの み が 残 る こ とに な る.ブ ラ ー フ ミー 文 字 文 献 で もあ る

(64)「 慈恩伝」では模韻には全てuを 与えた.
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程 度 同 じ こ とが い え る.

以 上 の ご と く,介 音 と核 母 音 との関 係 か らみ た 「慈 恩 伝 」 の韻 母 の 性 格 は チ

ベ ッ ト文 字 文 献,ブ ラ ー フ ミ ー文 献 と よ く合 致 して い る.

韻 尾 に関 して,「 慈 恩 伝 」 の 最 も大 き な特 徴 は,軟 口蓋 鼻 音 ηが 宕 摂 梗 摂 に

お い て 脱 落 して い る点 で あ る.

宕 摂 → 四(～ 測四～ 脚ツ(ノ脚)梗 摂 → ツ(～ ごソツ)

代 表 表 記 四 はo,ッ はeを 表 わ す.こ の 宕 摂 梗 摂 の 韻尾oが 脱 落 す る の は チ

ベ ッ ト文 字 文 献(「 千 字 文 」),ブ ラ ー フ ミー 文 字 文 献 と共 通 す る.又,宕 摂 で

は η脱 落 後,核 母 音 が 円 唇 化 す る点 も これ ら と共 通 す る 。 η 脱 落 を 核 母 音 の 種

類 か らみ る と,円 唇 母 音 とeを 除 く母 音 と結 合 して ηは 脱 落 した こ とに な る.円

唇 音 を もつ 通 摂 江 摂,9を もつ 曽摂 の ηは 脱 落 しな い.

とこ ろで,チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は唐 陽 庚 清 各 韻 の一 部 は なおh(η)を 保 存 す

る.又,郎 嚢 銘 寧 な どの漢 字 の もつ 鼻 音 声 母 は 脱 鼻 音 化 して'bo'do'be'de

とな らず にmonomeneと して 現 わ れ る.こ れ らの事 実 か ら羅 常培 は,η

は完 全 に消 失 し た の では な く,な お 鼻 音 性 を保 存 してい た と し,H.Maspero

(1920)の 説 に従 って η脱 落 部 分 に鼻 音 摩 擦 音[7]の 存 在 を推 定 す る(羅PP・38

～42) .η を脱 落 した もの に 声 母 の 脱 鼻 音 化 がみ られ な い の は 「慈恩 伝」 と

同 じで あ る:明miuaηme銘miε ηme・ 一 方,ウ イ グル 語 の もの に関 して,

Csongorは 宕 摂 に 所 属 す る将tsiaη と通摂 に所 属 す る公kuη には ア の 存 在

の可 能 性 を認 め て い る(PP.94,96).そ して これ らに 関 して 次 の よ うな説 明

を 与 え て い る:TwoglossesrepresentACh-ngbyn.(126)sangun,

sangUn～AChtslangkjluonisobiouslyearlyMChasitoccursalso

intheTurkishrunicinscriptionsinthesameform;thesameapplies

to(156)qun6ui(～AChkungt's'lu).Eventheseinstancesreflect

astageintheprocessofwearingdownthe-ng'(P.97).(126)セ こは

将,(156)に は公 が 入 る.`sangun'「 将 軍」 は 確 か に`runicinscriptions'

(突 厭 文 字 碑 文)や 突 族 文 字 写 本IrkBitigに 現 われ る.Csongorに よ る
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と この 単 語 はsan-gunと 分 析 されsanが 将 を 反 映 して い る とい う。 この 分

析 はMaspero(1920,P.49)や 羅 常 培(1933,P.39)に よ って も行 わ れ た.突

腋 文 字 に はnと ηの 区 別 が あ って,こ こ で は 文 字 η が 用 い られ て い る.古

代 チ ュル ク語 で はingak「 牝 牛 」 やingan「 牝 酪 駝 」 の よ うにnと9の 結

合 は 可 能 で,突 蕨 文 字 で も 勿g'ゐ 勿8'η と表 記 され る.し た が ってCsongor

の よ うな分 析 は 突腋 文 字 の 正 書 法 か らは 無 理 で あ る.saηunは 早 い 時 代 に

san-gunの 形 式 で借 用 され,ウ イ グ ル 語 内 でsanunに 発 達 した 形 式 と考 え

るべ きで あ る.一 方,公 主 も定 着借 用語 で あ るが,通 摂 の ηは ウ イ グル で は

脱 落 しない.公kunも 「公主 」 以 外 で はquη の ご と く ηを 保 って い る:

「趙 公 」6auquη(Hs-VII)「 英 公 」.equη(Hs-VII).η>nの 変 化 は も との 漢 語

の性 格 を反 映 して い る ので は な く借 用 に 際 して の 仲 介 言 語 形 式 の 反 映 か,ウ イ

グル 語 内 で の変 化 を示 した もの で あ る,こ れ らに 対 して,「 慈恩 伝」 中 の敬 宗

kiantsoη 癩 州yiε ηtOi∂uは ゐy"5τ伽 々ッヅ伽 と表 記 され て お り,'はnと

読 む こ と もで きた(cf.PP.55～56).も し この'が 正 し くnを 表 わ した の で あ る

な ら,Csongorの 考 えた よ うにnは η 脱 落 に 際 して なお 韻 母 末 尾 に 鼻 音 性

を残 して いた こ との証 拠 とな り うる.し か し今 の とこ ろわ ず か 二 例 をみ るに す

ぎ な い し,果 してnで あ った か 否 か も決 定 で ぎ ない.漢 音 で は,漢 字 の結 合 に お

け る後 接 漢 字 の初 頭 音 や,漢 字 に付 く活 用 形 初 頭 音 の有 声 化 が,先 行 す る漢 字

の韻 母 末 尾 が 鼻 音 性 を もって い た こ とを 示 す とい う.し か し,ウ イ グル で は 漢

字 の 結 合 に際 して そ の よ うな有 声 化 は 起 って い な い:皇 太 子 γU鋤t`aitsi曾i

9脚 〆ツー'∫ツho-tai-tsi(Hs-VIII)声 明 雑 論Giε ηmiu鋤dz`華pluen5ツ 〃zツー

'5'ρ伽 η きe-me-tsab-lun(Hs-IV).太 はtai,雑 はtsabの よ うに無 声 のt-ts一

を保 って い る.先 に述 べ た が,チ ベ ッ ト文 字 文 献 同様 に,ウ イ グル で も 明 銘

な どの声 母 の 脱 鼻 音 化 は 起 らな い.し か し これ は,声 母 の 脱 鼻 音 化 が 一η 脱

落 以 前 に 起 った 変 化 で あれ ばm一 は そ の ま ま残 る の で,こ の こ とが韻 母 の鼻 音

性 保 持 の 証 拠 とは な らな い.し た が って,今 後,上 掲 の 敬 や 濠 の よ うな例 が ウ

イ グル 文 献 中 に ま とま った 量 と して 現 わ れ る まで は,ウ イ グル 語 中 の韻 尾 司
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脱 落 漢語 が 末 尾 に 鼻 音 性 を保 持 して い た とい う推 定 は な り立 た な い.

羅 常 培 に よれ ぽ,入 声 音 一P-t-kは 一b-d(一r)一9>β 一δ(一r)一γの過 程 を経 て 消

失 した とい う(P.68).「 慈 恩 伝 」 で は こ の三 種 入 声 音 は 一ρ一r一々～9と 表 記 され

て お り,一b-r-9～7の 子 音 を与 えた.他 の ウ イ グル 文 献 で は 一bの か わ りに 一v

の 立 つ 例 も多 い の で この 三 種 が 摩 擦 音 化 の 傾 向 を も って い た こ とは 確 か で あ る.

チ ベ ッ ト文 字 文 献 で は 一b-d-9,ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 で は 一P一一r一一h・・ の 表

記 が み られ る.ブ ラ ー フ ミー の 一P・・には β,一r・・には6,一h・ ・に は7が 推 定 され

て い る(水 谷PP.25～26).ウ イ グ ル語 で は6は 文 字dで 表 示 され るの で,

「慈恩 伝」 のrに δ を与 え る こ とは で き ない.「 慈 恩 伝 」 の特 徴 は 一kに9と

γ の2音 が 対 応 す る こ とで あ る.中 古 漢 語 にお い て は,韻 尾 一k一η は それ ぞ れ

口蓋 化 され た 一k'一η'と非 口蓋 化 の 一k一ηが あ る.k'η'は 梗 曽摂 に現 わ れkη は

通 江 宕摂 に現 われ る.「 慈 恩 伝 」 を は じめ とす る ウ イ グノレ語 中 の もの は η一 η'

の 区別 は な い が,k-k'の 区 別 に相 当 す る も のが あ る.通 江 宕 摂 は 全 て 一γ で

表 わ さ れ る:穀kukquγ(Hs-VII)玉oiokg轡(Hs-IX)濁 磯bk607(TT-

VB)洛1akla7(Hs-VI)・ 曽 摂 の うち,徳(合1)は γ・職(開3)徳(開1)

は9で 表 わ され る:国kuekquγ(Hs-VI)識qi歯 きig(Hs-IV)徳toktig

(Hs-V)。 梗 の うち 陪(開2)は γ,錫(開4)はg,昔(開3)は 一g～一γが 混 用 され

て い る:百pakpiγ(Hs-IV)歴lieklig(TT-VI)石 灸iεk6ig(Hs-X)～ 忌fγ

(BTT-V)益 幽iεkyig(Hs-VI)尺tO`iεk6iγ(Hs-III)・ ウ イ グル 語 の もの は 梗

曽 摂 に も γ の 現 わ れ るの が特 徴 的 で あ る.一 方,漢 音 で はkuとkiの 区別

が あ るが,そ の 分 布 は ウ イ グノレ語 中 の γ9と よ く似 て い る.異 な る と ころ は

ウ イ グノレの 徳 と昔 に γ とgの 混用 が み られ る 点 で あ る.漢 音 で は 徳 にku,

昔 にはkiが 立 つ.し か し,ウ イ グノレに お い て も徳 のg昔 の γ は変 種 と して

扱 え るの で,基 本 的 に は 漢 音 と同 一分 布 の 型 を も って い る とい え る.

そ の 他,チ ベ ッ ト文 字 文 献 「千 字 文」 に は 二 重 母 音 に よる韻 母 の表 記 が み ら

れ るが,そ れ らの 多 くは 上 声 字 で あ った:組dzo'o紡P`o'o酒dzu'u挙ku'u

象syo'o(羅P.66).「 慈 恩 伝 」に み られ る二 重 母 音表 記 も全 体 と して は上 声 字 に
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現 わ れ る傾 向が 強 い とい え る.た とえ ば 魚 韻 にお い て は次 の ご と くで あ る.許

zio(上)x船 楮 ㌔`io(上)漁6序zio(上)s船 呂1io(上)16臆lio(平)

16如n箆io(平:)茄 書 ρio(平)き6.

韻 尾kの 反 映 形 の よ うに,「 慈 恩 伝 」 に は チ ベ ッ ト文 字文 献 や ブ ラ ー フ ミー

文 字 文 献 に は み られ な い 特徴 もあ った.し か し韻 母 に 関 す る特 徴 の 多 くは 声母

の 場 合 と 同様 に これ ら二 つ と共 通 す る もの で あ る.

2.3「 慈恩伝」,チ ベット文字文献,ブ ラーフミー文字文献の漢語に強いて時

代の順をつけるとすれば,チ ベ ット文字文献の漢語が,声 母の閉鎖音 ・破擦音

に有声音を残している点,徴 母や明母の不完全な脱鼻音化,す なわち'bを も

っ点,唐 陽庚清の 一部になお多 くの η 韻尾が現われる点から,や はり最 も早

い時代に属するものといえる.ブ ラーフミー文字文献の漢語 と 「慈恩伝」のも

のとの関係は,前 者の資料上の制限のために判断はむつかしい.

3.通 時 的 考 察

3.1「 慈恩 伝」 の ウイ グル語 訳 の 年代 に は い くつ か の推 定 が あ る.A.v.Ga-

bainは ウ イ グノレ文 中,洛 陽 に代 わ って 洛 京(laγke)が 用 い られ て い る こ とを

(65)

理 由 に,後 唐 時 代 に 当 る十 世 紀 第 二 ・四 半 期 を 訳 出 年代 、と推 定 した.こ れ に対

して 薦 家 昇 は,洛 京 は 洛 陽 を 指 す 後 唐 時 代 の 正 式 な 地 名 で あ った が,後 唐 以後

(66)
に もな お 用 い られ て い た と し,北 宋 時 代 の ウイ グ ル語 訳 を推 定 した.森 安 孝 夫

氏 は1022年 の 日付 の入 った 「金 光 明最 勝 王 経 」 の 一写 本 断 片(TIIY.37)を

〉(65)
SinqoSali訳 と考 え,10世 紀 末 ～11世 紀 初 頭 の翻 訳 と推 定 した.

一 方 こ こで 扱 った チ ベ ッ ト文 字 文 献 「千 字 文 」 は吐 蕃 の階 西 占拠 時 代(A .D.

763～857)の 作 と推 定 され(羅PP.2～3),ブ ラ ー フ ミー文 字 文 献 は 八 ～ 九 世 紀

(65)Gabain(1935)pp.152～153.森 安(1985)PP.59～60.

(66)焉 家 昇(1953)PP.8～12.「 洛 京 」 が 「慈 恩 伝 」 で は 「洛 陽」 に 限 っ て 用 い られ て い る の で は

な い と い う こと も示 した.な お,「 慈 恩 伝 」 の 訳 出年 代 に,J.Hamiltonは10世 紀 以 前 と い う早

い 年 代 を 推定 して い る(Toalste《1977)の 書 評BSOAS.VoL4LPt.3P.617.)
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の時代の書写 とされている(水谷P.1).「 慈恩伝」の漢訳が 「千字文」 より若

干新しい特徴を示していることは上に述べたが,西 北方言漢語が晩唐から宋に

かけて,ど のような時間と変化の関係をもっているのか正確には知 られていな

いので,こ のわずかな特徴の差異からウイグル訳 「慈恩伝」の書かれた年代を

推定するのはむつか しい.た だ,遅 く見積 って も宋代半ばに至ることはないと

いえる.こ こでは五代末か ら宋初の間に書かれたものと推定しておぎたい.

3.2「 慈 恩伝 」 以 外 の ウイ グ ノレ文 献 に 現 わ れ る漢語 形 式 の 多 くは 「慈 恩 伝 」

にみ られ る,漢 語 の反 映 体 系 内 に適 合 で きる.こ れ は 文 献 自 体 が 「慈恩 伝」

の時 代 に書 か れ たか,そ の時 代 に借 用 され 定 着 した 形 式 を 継 承 した もの か の

いず れ か と考 え て よい.し か し若 干 の もの は明 らか に 「慈 恩 伝 」 以 前 の形 式 を

示 して い る.そ の ほ とん どは早 い 時 代 に借 用 され た もの で,同 じ形 式 が 「慈恩

伝 」 に も現 われ てい る.た とえば 様,王,公 主,将 軍,龍,道 人 な どが そ れ に

該 当 す る.「 慈 恩 伝 」 よ り早 い 時 代 の 文 献 で,そ の作 成 時 代 の漢 語 の特 徴 を確

認 で き るた め に は,か な り大 ぎな時 間 的距 離 が必 要 で あ る.た とえ ば,漢 文 か

ら翻訳 され た 「報恩 経」 は 「慈恩 伝 」 よ りは早 い時 代 に書 か れ た と推 定 で ぎる

が,漢 語 が 「慈 恩 伝 」 の もの よ り古 形 を保 って い る とは い え ない.悪 ●盒kaγ

安'an.an蓮 華1ienXualenhua布 施poQi6pu§ 罪dz`uaisoi都 督to

toktutuγ 塑 模k`uη γ∂uquηhau(定)仏b`iugt→v`iuetbur(xan)(定)公

主kuηt¢iuqun6血i(定)龍lioη1血(定).「 定 」 で 示 した もの は 「慈 恩 伝 」

の反 映 体 系 に合 わ ない 定 着 形 式 で あ る.だ が 最 初 の 例(笙 筏)を 除 くと 「慈 恩

伝 」 中 に も類 似 の形 式 が 現 わ れ る.残 りは 「慈 恩伝 」 の 反 映 体 系 に適 合 す る.

や は り 「慈 恩 伝 」 よ り早 い 時 代 に 書 か れ た と推 定 で ぎ る 「天 地八 陽神 呪経 」 ロ

ン ドン本 と京 都 本 中 の漢 語 は 次 の ご と くで あ る.

ロ ン ド ン 京 都

歩 廊b`ol鋤pulaηpulao

真 如t¢i6nn灸ioこi擁6dn一
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血
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嘔
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巻

暦

甲

太

等

陽
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k血en

lig老ir

qab

tais血i

taη

yaη

こ の うち,「 慈 恩 伝 」 の反 映 体 系 を は ず れ る もの は,(ロ ン ド

ン本)の4字 で あ る.含(蔵)等 は 定 着 借 用 語 と して 他 の 文 献 に もみ られ る.

(歩)廊 が 定 着 語 で あ ったか 否 か の判 別 は むつ か しい.た だ,ロ ン ドン本 の陽

yaη は 京 都 本 のyoに 対 して古 い 形 式 を保 って い る.陽 は他 の ウ イ グル 文 献 で

は一 様 にyoで 現 わ れ る.小 田寿 典 氏 の 研 究(1983)に よ る とロ ン ド ン本 は 京 都

本 よ り古 い とい う.お そ ら くyaη は ロ ン ドン本 の 書 か れ た 時 代 の 漢 語 形 式 を

反 映 して い るの で あ ろ う.だ が そ の時 代 に 韻 尾 ηが 全 て 保 存 され て い た とは い

え な い.(含)蔵dz`鋤 の 韻 尾 は す で に 脱 落 して い る.な お,ロ ン ド ン本 の 甲

qabに 対 す る京 都 本 のqavは,韻 尾 の摩 擦 音 化 が 京 都 本 にお い て 進 ん で い た

こ とを示 して い る.

「慈 恩 伝 」 と同 じ時 代 か近 い時 代 の 文献 は 同 じ反 映体 系 を示 す で あ ろ うが,

ウ イ グノレ文 献 の ほ とん どは 作 成 年 代 が 明 記 され て い な い の で どれ が そ の時 代 に

(67)

当 るの か判 断 は む つ か しい.し か し,漢 語 を 翻訳 の 原典 とす る文 献 で 豊 富 な漢

語 を もち,そ れ らが 「慈 恩 伝 」 と 同 じ反 映 の 体 系 を 示 す もの は 逆 に そ の 時 代 に

近 い文 献 とい うこ とが で き る.た とえ ば 「慈 悲 道 場 繊 法 」 は そ の 一 つ とい って

よか ろ う.こ の よ うな文 献 中 の 漢語 形 式 は 定 着 形 式 と共 に 「慈恩 伝」 の 反 映 体

系 を補 強 し,そ の欠 落 部 分 を埋 め て くれ る.た とえ ば 「慈 恩 伝 」 で は 口腔 音 韻

尾 と結 合 す る泥 母 の 例 を もた な か った が,「 慈 悲 道 場 戯法 」 の那nanaは 「慈

(67)「 金光明最勝王経」は 「慈恩伝」と同じ 鋤nqぴsaliに よってウイグル語訳された.し かし現

存の 「金光明経」は1687年に書写されたもので,そ れまでの継承過程において多くの新形式の混入

した可能性がある.

(98)
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恩伝」にも泥母声母の脱鼻音化の進んでいなかったことを教えて くれる.

3.3「 慈恩伝」の反映体系に適合しない形式の多 くは後代の新 しい形式であっ

た.そ れら新 しい形式が 「慈恩伝」 からみてどう異 っているのか,ど んな文

献に含まれているのかは 興味ある 問題 といえる.ウ イグノレ文字文献の 最も新

しいものは明代に作成された 「高昌館訳語」である.こ の文献のいわゆる 「来

文」 とよばれる漢語対訳ウイグル文の中には多 くの漢語が含まれている.「 高

昌館訳語」ウイグノレ語は トゥル ファン地方で使用されていたと推定でぎるので,

導入漢語 もその地方で用いられていたと考えてよい.但 し,土 着のものではな

く中央のものに近か ったろう.「 慈恩伝」のウイグノレ語訳から数百年の間隔が

あり,漢 語体系も 「慈恩伝」の ものとは大ぎく異っているので上述2章3章 に

はこれを含めなか った.し か し,ウ イグル文字文献中の最 も新 しい段階の漢語

形式 として,他 の文献中の形式との比較において重要 な役割を果す.

以下4.3.1に は 「高昌館訳語」中の漢語形式について述べたい.対 照させる

漢語には中古漢語(切 韻系漢語)の 他,「 中原音韻」の漢語形式を掲げた.「 中

原音韻」を用いたのは他の文献中のものとの比較を前提 としたためで,明 代漢

語音を表わした 「等韻図経」などの方が時代的には 「高昌館」 に近い.「 中原
(68)

音韻」の形式が 「等韻図経」 と大きく異 っている場合は後者の形式 も掲げる.

3.3.1「 高 昌 館 訳 語 」 の 漢 語 形 式

3.3.1.1声 母

く 常P湧P`並b`>

1。Uig.P

表piεu(「 中 古 」)→piεu(「 中 原 」)pau(「 高 」)

箔b`ak→popaq匹P`i6t→P`ipi

「高 昌館 」 ウ イ グ ル 文 字 に もpbの 区 別 は な い.同 じ 時 代 に 作 られ た 「畏 兀

(68)「 中原 音韻」 の再購形 は,楊 耐思(1981)を 用いた.又,宇 継福(1985)を 参考 にした.「等

韻図経」 の再構形 は陸志章(1967)を 用いた.「 高昌館訳語」 についてはLigeti(1966～9),胡 振

華 ・黄潤華(1981),及 びパ リ国民図書 館本,東 洋文庫本な どを用い た.
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児館訳語」で漢字表記のウイグル語において,有 声音は漢語の無気音声母を,
(69)

無声音は有気音声母を用いて表示されているので,上 掲1。の 表箔 など,「中原

音韻」で無気の声母はウイグル語の有声音bで 発音 し,匹 のような有気音は

無声のpで 発音されたにちがい.し か し,別 の時代に所属するウイグル文献

中の漢語にこの区別があったか否かわからないので,こ こではそれ らに与えた

のと同じ形式pを 三声母に与えて均衡を保 っておきたい.

〈明m>

1。Uig.m

慕mo→mumUU

帽mau→maumau

〈 ヲドf敷:f`奉v`>

1。Uig.f

法piu2p→fafa

封pioη →fUI〕fuり

犯b`iUEm→fanfan

<微 ㎎>

1。Uig.w

1潤miu6n→mionmin

月侵b`iuk→fuuftm

赴p`iu→fufuu

撫P`iu→fufuu

文miuen→vu∂n→'uen(「 等 韻 図 経 」)wun

聞miu∂n→vuon→OU∂nwun

2。Uig.'

望miuao→vaη →'uaη'0η

聞miuon→vuen→'U∂n'uun

<端t透t`定d`>

1。Uig.t

都to→tutUU通t`町 →t`Uηt田 〕

(69)「 畏兀児館訳語」の表記は次の ごとくである.(cf.庄 垣内1984)

実子khutsl/k茸z/「 秋」:以 力革力ilikεli/ilgari/「 前」,塔tha/taγ/「 山」:打 魯taIu

/daru/「 薬材」,批・陽phithi/pit/「 風」:把 児pa∂ τ/bar/「 有」。
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頂tieη →tigηtiη 太t`a圭 →t`aitai

定d`ieη →tioηtiη 同d`uη →t`uηtuη

「高 昌館 」 で はt,dに 関 して は文 字 上 の区 別 が ない.「 中原 音 韻 」 で 無 気 音

の立 つ 左 側 の三 漢 字 は実 際 には ウイ グル 語 のdで 発 音 され た に ちが い ない.

〈駕 湧 並 〉 の項 参 照.

〈 泥n>

1。Uig.n

男 鱒m→namnam年nien→niεnnan

<来>

1。uig.1

了lieu→liεulau頼1ai→1ailai

<知 隻 徹 ギ 澄 磯`照tg穿t¢`荘t§ 初t§`>

1。uig.6

中 隻量uη→t∫uη6uη 長"`i鋤 →t∫`aり こaη

紆dヒ`io→t∫iuL～気i綱dヒ`igu→t∫`iOuL6u

指tCi首i→t∫i6i差t§`塩 →t∫`ai6ai

提…t§ok→t∫au～5UO

「高 昌館 」 に は 了を 表 わ す専 用 文 字 は ない が,上 掲 左 側 の 「中原音 韻 」 の 無

気音 は 」に読 まれ た に ち が い な い.〈 智 湧並 〉 の 項 参 照.

〈精ts清ts`従dz`心S邪z>

10Uig.s

曽tseレ1〕→ts∈ レ1〕S11〕

爵tsiak→tsiεUSヨu

子tsi曾i→tsisi

2。Uig.6

子tsioi→tsi

愈ts`1εm→ts`iεmsam

裁dz`ai→ts`aisai

西Sle1→Sls1

6i「 様 子」

(70)

「畏 兀 児 館 訳 語 」 で は ウ イ グ ル 語 のzを 漢 語 のts一 で 表 記 す る.し た が っ て

(70)啄 子iats1/yaz/「 春」=伯 思phasユ/pas/(庄 垣内1984P.80).
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1。左 側 の 「中原 音 韻 」 でts一 に対 応 す るsがz(又 はdz)に 読 まれ た 可 能 性 は

大 きい.た だ し,文 字3と 堵の弁 別 は ない.〈 駕 済並 〉 の項 参 照.2。 の6iは10

siの 変 種 と考 え られ る.

<駄d履 神 砺 山 § 審G禅 灸>

1。Uig.§

事d4`i臼i→ ∫f忌i升Gi閃 → ∫ioη きio

師 §iξちi一→∫iミ隻i盛2巨iε1〕 → ∫i∈)1〕ミ塞i1〕

2。Uig.6

誠 臼…iε1〕→t∫`igη6i1〕

2。では 中古 漢 語 の 簗 が 「中原 音 韻 」 でt∫`に 変 化 して い る.ウ イ グル の形 式

は 後 者 の形 式 を 反 映 して い る.

<見k渓k`群9`>

1。Uig.k

京kiaη →kigηkio

見kien→k量 εnk銭n

居kio→kiuk茸

功kuη →km〕kuη

2。Uig.q

高kau→kauqo

感k参m→kamqam

敢k盒m→kamqam

官k磁n→konkon

謹9`ieh→kionkin

可k`a→k`oko～kau

遣k`iεn→k`iεnkam

金ki争m→kio皿qim

考k`au→k`auqau

1。の 見母 は ウイ グ ノレ語 のgに 読 まれ た に ちが い な い.〈 鴛 濟 並 〉 の項 参 照.

2。のqは 金 以 外 は全 て,「 中 原音 韻 」 の核 母音aと 結 合 して い る.

〈疑1〕 景多● 喩 丘y>

1。Uig.y

仰 ηiaη→ ηi鋤→'iaη(等)yaη 様yi鋤 → ・iaηyaη

厳 ηi2m→'iεmyam也yia→ ・iεya
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因'iさn→.ionyin又 丘iθu→ ●iouyiu

依'iθi→ ●iyi域 £iuek→'iuyuu

2。Uig.●(表 記 ゼ ロ)

外 ηuai→ ・uai●ui違 且iuoi→.uei●ui

安 ・an→ ・an・an惟yiu6i→.uei.ui

穏 ・U。n→ ・U。n・un.・ 王Eiuaη → ・uaη ・・η

畏.iuei→'uei●ui

<暁x厘7>

1。uig.h

揮xiugi→xuei加i戸 γo→xuhu

紅 γm〕→xuOhuη 寒 γan→xanha卑

2。Uig.x

或 γuek→xuo(現 代 北 京 語)xuu

獲 γu飲 →xuo(〃)xuu

3。Uig.●

完 γU盒n→'on'on

「高 昌 館 訳 語 」 中 の 漢 語 の 声 母 は 中 古 漢 語 の 声 母 形 式 と次 の よ う な 対 応 を 示

す.「 中 原 音 韻 」 の 形 式 は 「高 昌 館 」 に 現 わ れ た も の の み 記 し た.

中古音P(P)
(「中原音韻」)

「高 昌館」

湧 並

P`(P`)b`(P～P`)

P

明

m(m)

m

非 敷 奉

f(f)fてf)v`(f)

f

(103).



荘 照 穿 知 澄 初

tε(t∫)tg(t∫)tG`(t∫`)襲(t∫)dヒ`(t∫ ～t∫`)t§`(t∫`)

己

微

勾(v)

〈
W

2

精

ts(ts)

清 従 心

ts`(ts`)dz`(ts～ts`).s(s)dz`(∫)

ン
山 審 禅

δ(∫)9(∫)錠(∫ ～t∫)

S1.誠(「 中原 」t∫`)

2.子 「様 子」

 

勇

端 透 定

 

泥来

t(t) t`(t`)d`(t～t`)n(n)1(1)

ム
しn1

見

k(k)

渓 群

k`(k`)g`(k～k`)

'k
q

1

1.「 中原 音韻 」 の核母 音aと
一般 に結 合す る.
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暁 匝 疑 還多 喩(3)喩(4)

X(X)γ(X)弓(● ～13)'(')丘(')y(曾)

h X
・1

y2

ユ.「 中原音韻」の開口 ・合 口音 と結合

2.「 中原音韻」の斉歯音 と結合

「高 昌館 」 の漢 語 反 映 形 式 は当 然 の こ と なが ら 中古 音 形 式 を大 き く離 れ て い

る.「 中原音 韻 」 よ りは新 しい形 式 もみ られ る.た とえ ば,微 母 の 聞,望,疑

母 の仰 は 「中原 音 韻 」 よ り発 達 し た形 式 で あ る.し か し,全 体 と し て 「中原 音

韻 」 に近 い性 格 を も って い た とい え る.「 慈恩 伝」 と 異 な る主 な 特 徴 は次 の六

つ で あ る.

1.「 高 昌館 」 で は 明 母 の 脱鼻 音 化 が み られ な い.

2.「 高 昌館 」 徴 母 の 一 部 は 影 母 と合 流 す る.

3.「 高 昌館 」 で は精,清,従 母 に はsが 立 ち,心 母 と合 流 す る.

4.見,渓 母 は 「慈 恩 伝 」 で は 中古 音 形 式 のi介 音 を もつ 場 合 にk,そ れ

以外 はqが 立 った が,「 高 昌館 」 では 中古 音 形 式 とは 無 関 係 に,「 中原 音 韻 」

で核 母 が 広 母 音aを もつ もの にq,そ れ 以 外 にkが 立 つ とい って よい.

5.「 高 昌館 」 で は 疑,影,喩 母 は 合 流 し,「 中 原音 韻 」 の斉 歯 音 に はyが,

開 口合 口音 に は'が 立 つ.但 し撮 口音 の例 は な い.

6.「 高 昌館 」 で は 厘 母 は 中古 音 がi介 母 を もた な い もの に もxが 立 つ.又,

一部 は影 母 と合 流 して い る.

3.3.1.2韻 母

通 摂

1。Uig.uη

(東1)同d`㎎ →t・uotuη 衆toiuη →t∫uη さuη
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功kuη →kuηkuη(鐘3)封fiOD→funfuq

(東3)忠QiUil→t∫uO6uη 龍lioO→liuη →lunluη

2。uig.uu～u

(屋3)服v`iuk→fufuu(沃1)督tok→tutu

目miuk→mumu(燭3)束Giok→ ∫ugu

江 摂

1。Uig.uo

(覚.2)捉tF・k→t∫qu→tFU・6u・

宕 摂

1。Uig.aD

(唐 開1)蟻maη →maηman賞Giaη → ∫an6aη

(陽 開3)張Qiaη →t∫aη6aη 仰niaO→ ηiaη→'iaηyaη

2。Uig.o

(陽 開3)昌tcia切t∫`aη60

3。Uig.o月

(陽 合3)望miuan→vaη'01〕 ≡E丘iua1〕 →'ual〕.●oη

4。Uig.ar

(鐸 開1)箔b`ak→popar

5。Uig.uo

(鐸 合1)獲 γuak→xuoxuo

6。Uig.au

ロ コ
(薬 開3)掠liak→1iεu→lieultiu爵tsiak→ts1εu→tsieusau

2。 の 昌 は 「高 昌 」 に,3。 の 箔 は 「金 箔 」 に 現 わ れ る定 着 借 用 語 で あ る.

梗 摂 ・曽 摂

10Uig.iη

コ サの

(庚 開3)京kiaη →kieηkiη ■ 兵PluaO→ploηPln

敬kiaη →kieηkiη(青 開4)定d`ieη →tioηtiη
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(飴3)明miua・ ブmio・mi・
.頂t量eη →ti9ηtiつ

20Uig.iη

(清 開3).盛i灸iε0→ ∫ioq→ 酔 η きiη.(登 開1)曽tsoη →ts鋤sfη

誠 昂iε巧→t∫ ・ioη→t§`o功6iη(蒸 開3)升Gi釦 → ∫ieη→ §o勾siη

(青 開4)冷1ieη →19η1fη 陞qi鯛 → ∫ioη→ §oηsTo

3。Uig.fm

(清 開3)政t¢iε0→t∫ioη →t§oη こim

4。uig.i

(昔 開3)隻t¢iεk→t∫iこi(職 開3)即tsi蘇 →tsisi

(錫 開4)的tiek→titi

5。Uig.ai

(陪 開2)百pak→paipai

6。Uig.a

(徳 開1)特d`ok→tεt銭

7。Uig.uo

(徳 合1)或 γuok→xuoxuo

8。Uig.uu

(職 合3.)域 丘呈・・k→ →'i・y・ ・.

擦 摂

1。Uig.in

(真3)辛si6n→sion→sinsin(諄3)1閾miu6n→mion→minmin

謹9`iさn→kion→kinkin

2QUig.in

(真3)鎮 覧iさn→t∫ign→t§gn6in

3。.Uig.un～uun

(文.3)文miuon→vuon→ ●uenwun(魂)穏 ●uon→ ●uon'un

聞miuon→vuon→'uonwun～'uun
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4。uig.i

(質3)匹P`i6t→P`ipi膝si6t→ →sisi

1。の 欄 は 唇 音 声 母 を 条 件 と し てinを も つ.他 の 声 母 の 場 合 は30に 入 る,

山 摂

1Quig.an

(捌 合2)頒puan→panpan(元 合3)蕃b`iuen→fanfan

慢muan→manman

2。Uig.an

(山 開2)閥ktin→kian→kiεnkUn年nien→niεnnan

(先 開4)憐lien→liεnlan先sien→siεnsan

(仙 開3)連liεn→1iεnlttn

3。Uig.on

(桓1)官kuan→kon→kuankon完 γuan→'on→'uan'on

管kuan→kon→kuankon(仙 合3)伝Q`iuεn→t∫iuεn→t§uan

60n

4。uig.am

(寒1)安'an→anam寒 γan→xanham

5。Uig.am

(先 開4)千ts`ien→ts`iεnsam(仙 開3)遣k`iεn→k`iεnkam

6。uig.a

　 じ

(醇 開3)設G1εt→ ∫1ε→ §ε 甑

威 摂 ・深 摂

1。Uig.am

(輩1)感k参m→kam→kanqam(談1)敢ka皿 →kam→kanqam

男n4m→nam→nannam

2。uig.tim

(威2)減k首m→ki・m→ki・kam(塩3)愈t・`i・m→t・`1・m→t・`i…am

3。Ui9.im
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(侵3)金kigm→kiem→kinqim

4。Uig.a1〕

(輩1)参ts`孝m→ts`am→ts`ansaη

5。Uig.an

(凡3)犯b`iuem→fanfan

6。Uig.甑n

コ ココ

(厳3)厳 ηlBm→ ●1εm→.1εnyan

7。Uig.a.

(乏3)法piuep→fafa

8。Uig.i

(緯3)給kigP→kiki

効 摂 ・流 摂

1。Uig.au

(豪1)帽mau→m・ ・m・u労1・u→1・ ・lau

討t`a・tt`・ ・t・ ・(侯1)頭d`・u→t`eutau

2。Uig.o

(豪1)高kau→kauqo

3。uig.ou

(豪1)道d`au→tautou

4。Uig.au

(宵3)照tGi・ ・→t∫i・u6Hu備4)調d`i・u→t`i・ ・tau

表piεU→piεupau.了lieu→liεulau

5。Uigliu

(尤3)寿 蜘u→ ∫ieugiu又 丘iou→ ●iouyiu

久kieu→kieukiu

6。uig.u

(尤3)綱 哉`ieu一>t∫ieu→t§eu6u
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蟹 摂

1。Uig.ai

(泰 開1)太t`盒i→t`aitai

(冶1)戴tai→taitai

2。Ui経ai

(皆2)皆kきi→kiaikai

3。Uig.i

(祭 開3)世Giεi→ ∫i忌i

4。Uig.ui

(祭 合3)歳siuεi→sueisui

(灰1).●

止 摂

1。Uig.i

(支 開3)知 隻量6→t∫i→t§16i

賜si6→sf→Slsi

(脂 開3)机ki6i→kiki

(皆2)差t§`首i→t∫`ai6ai

(斉4)西siei→sisi

(泰 合1)外 ηu盒i→'uai'ui

毎mU参1→mUel→meimU1

(之 開3)子tsi寧i→tsi→tsユsi

之t¢i寧i→t∫f→t§16i

(微 開3)依 ●ioi→.iyi

指tci6i→t∫i→t訊6i

「中原 音 韻 」 では,支 脂 之 の各 韻 の 歯 音,職 櫛 の 歯 音 は 中舌 音 化 し て「支 思」

韻 を作 った.上 掲 中,賜 指 子 之 は こ の 「支 思 」 に所 属 す る.一 方 残 りの も のは

「中原 音 韻 」 「斉 微」 韻 に所 属 す る.前 者 のuig.の 母 音 は 中舌 音 化 して い た

に ちが い ない.し か し,こ こで は 他 の 文 献 との 比較 を前 提 として い るた め,特

に 中舌 音 化 母 音 を表 示 せ ず 一 様 にiを 立 て た.

2。Uig.ui

(支 合3)累liu6→luei→leilui(微 合3)妃P`iu∂i→fi→feifui

(脂 合3)惟yiu6i→ 畳uei'ui揮xiuoi→xueihui

田 ● ・ 曾 ●天 ●1UO1→ ●ue1'Ul

果 摂 ・仮摂
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1。Uig.o

(歌1)可k`a→k`oko

2。Uig.au

(歌1)可 漁 →k・・k・ ・ 伐 合1)鎖.・ ・a?・u・ ・a。

30Uig.a

(麻 開2)把P・ →P・p・

4・Uigiy。

(麻 開2)加ka→kiakiya

5。Uig.ま

(麻 開3)些sia→siεsa也'ia→'iεya

遇 摂

1。Uig.uu～u

(模1)慕mo→mumuu(虞3)撫f`iu→fufuu

都to→tutuu赴f`iu→fufuu

度d`o→tutu

戸 γo→xuhu

2。uig.廿

(魚3)居ki・ →ki・ らkUk茸(虞3)主.t¢i・ →t∫iU→t§U6U

紆dE`io→t∫i1ユ→t§ti～…U.

3。

(魚3)書Gio→ ∫iu→§Uきiu

1。の虞(3)は 唇 音 声 母 を条 件 ど してい る.

「高 昌館」 中の 漢語 の 韻 母 は 中古 漢 語 の韻 母形 式 と次 の よ うな対 応 を示 す .

「中原 音 韻 」 の 形 式 は 「高 昌館 」 に現 われ た もの を記 した.但 し定 着 借 用 語 は

省 い た.又,破 線 は例 外 的 形 式 を示 す.
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東1

中古音uη

∫灘 爵窪」)(㎎)

東3

iuη

(uη)

鐘3

iOB

(uη～iuη)

唐 開1

a13

(ao)

陽 開3

i鋤

(a1〕～ia1〕)

陽 合3

iuao

(aη～uao)

「高昌館」 陶 aη 0り

庚 開3

ia1〕

(i巧)

庚 合3

iuaロ

(igo)

青 開4

:e瑠

(のlerp)

登 開1

aη

(∂η)

蒸 開3

i曾1〕

(のleD→en)

清 開3

iεB

(i3η→∂η)

1

1
崖

巳

η
,
- iη コm

魂1

u∈}n

(uon)

文3

iuon

(ugn)

諄3

iu6n

(ion)

真3

泌n

(ien→ ∂n)

un～uun in in

恒1

uan

(on)

仙 合3

iuεn

(iuεn)

元 合3

iUBn

(an)

捌合2

uan

(an)

on an(唇 音声母)

山 開2

ゑn

(ian)

先 開4

ien

(iεn)

仙 開3

iεn

(iεn)
、
、、

、}1
、、1

、1、
8

.anam

寒1

an

(an)

am
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章1

a皿

(am)

1
l
I

ao

談1

am

(am)

am

威2塩3
サ ロ
am1εm

(iam→iεm)(iεm)

am

凡3

iUBm

(an)

a豆

厳3

i2皿

(iεm)

an

侵3

i響m　

(1am)

im

豪1

au・

(au)

!'

!ノ'
!'

!'

oouau

侯1

eu

(au)

尤3宵3

iouiεu

(iou)(iε の

/＼.
iuu鼓u

ieI三

(iεu)

泰 開1

ai

(ai)

嗜1

準i

(ai)

皆2

甑

(iai)

ai ai

祭 開3

iε二

(i)

斉4

iei

(i)

支開3

i6

(i～i)

指 開3

i邑i

(● 一1～1)

之 開 』3

.i曾i

(i～D

微開3

ig二

(i)

,-

泰合1

uai

(uai)

灰1

u参i

(uei)

祭 合3

iuε三

(uei)

支合3

iu6

(uei)

脂合3

iu6i

(uei)

微 合3

hlgi

(uei～i(唇))

証
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歌1

轟、

＼ .
0

=黙合1麻 開2麻 開3

uaaia

(UO)(ia～a(唇))(iε)

〈
aua(唇)iyε しa

模1

0

(u)

魚3

io

(iu)

虞3

iu

(u(唇))〆
uu～uiu賛

徳 合1

uok

(uo)

覚2

:)k

(au→uO)

鐸.合1

u含k

(uo)∀
UO

燭3

iok

(u)

沃.1

0k

(u)

.屋3

iuk

(u)

∀
u～1皿 ユ

薬 開3

iak

(iεk)

限開2

ak

(ai)

昔 開3

iεk

(i)

錫 開4

iek

(i)

職開3

量qk

(1)

質3

iさt

(i)

緯3

i孕P

(i)

au ai ・-

徳 開 工 解 開3

ekiεt

(ε)(iε →ε)

∀
a

職 合3

iuek

(iu)

uu

乏3

iUEP

(a唇)

a

上掲図で判断でぎるように,「 高昌館」 中の漢語韻母形式は基本的には 「中

原音韻」の体系に適合する.「 中原音韻」 の韻母体系は中古音のものに比べる

と単純化され韻目の数も少なくなっているが,「 高昌館」 はその体系をよく反

映している.「高昌館」に反映されている韻母形式 と,「慈恩伝」のものを比べ

て,そ の特徴的な異 りを抽出すると次のごとくである.
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1.「 慈恩伝」では宕摂梗摂は中古音の韻尾 一η を欠落させ,母 音の形式も

変化したが,「高昌館」では 幻 は完全に現われ,又 母音の変化もない.

2

9
U

」
4

FO

韻 尾 一P-t-kは 欠 落 して い る.

韻尾 一mは 区 別 され てい るが,一n,一 η との 混 同が み られ る.

核 母 音aはoに 変 化 した.

韻 母 の融 合 に よ って,低 母 音 化,脱 拗音 化,拗 音 化 が 起 った.

中古 中原

leu→1£u

len→1εn

1εn→18n

lεm→1εm

lue→uel

luOl→uel

首n→ian

am→Iam

慈 局

eu→au

en→ 銭n

en→ 益n

e.m→am

廿i→ui

茸i→ui

an→an

am→arn

以上五項 目の他,中 古音と 「中原音韻」との間にみられる小 さな異 りも 「高

昌館」にはよく反映されている.

「高昌館訳語」は 「中原音韻」より後の時代に書かれた文献であって,時 代

的にはむしろ 「等韻図経」に近い.声 母形式においては 「中原音韻」 よりも発

達した特徴がみられた.韻 母形式においても,「中原」 より新 しい特徴はある.

たとえば,韻 尾 一mが 一nや一ηと混同する点などはやは り新しい特徴 といえる.

しかし,「 等韻図経」では 一mは 完全に 一nに融合 しているので,少 なくとも

これに関 しては 「高昌館」の方が古形を留めている.

「高昌館」中の漢語の性格については更なる研究が必要である.

3.3.2

「高 昌館 訳 語 」 は 明 代 の作 成 で あ って,漢 語 音 もそ の時 代 の形 式 を よ く反 映
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して い た.し か し 「高 昌館」 の チ ュノレク語 は,「 慈 恩 伝 」 と同 じ ウイ グル 文語

を継 承 して い る.そ の こ とは 「慈 恩 伝 」 漢 語 反 映体 系 に適 合 す る定 着 形 式 あ る

い は 「慈 恩 伝」 中 の定 着形 式 の存 在 か ら も明 らか で あ る.

鎗iak(中 古)→iau(中 原)yaγ 「鎗(匙)」

博pak→paupaγ 「博(士)」

弥mi6→mibi「(沙)弥 」

蓮1ien→1iεnlen「 蓮(華)」

仏b`iuot→v`iuot→fobur(xan)「 仏」

音巨1io1〕→1iu1〕1uu「 音巨」

この最 も新 しい 時 代 の ウイ グル 語 文 献 と 「慈 恩 伝 」 と の間 には 多 くの ウ イ グ

ル 文 献 が 存 在 す る.そ れ ら 中間 に あ る文 献 中の 漢 語 形 式 が 如 何 な る性 質 の もの

で あ るか に つ い て 述 べ て み た い.

ウイ グル 文 献 中漢 語 を 大 量 に 含 む もの に,1334年 に建 て られ た 「Iduqqut

(71)

高 昌王 世 助 碑」 が あ る.こ の碑 文 中 に は 十干 蜘pka雌ibqanの よ うに 「慈 恩

伝」 の反 映 体 系 に 則 った定 着借 用語 もみ られ る が,大 体 は碑 文 建 立 時 代 の漢 語

音 を 表 記 して お り,「 慈 恩 伝 」 よ りは む し ろ 「高 昌館 」 に近 い特 徴 を示 して い

る。

1.明 母 は非 鼻 音 韻 尾 と結 合 して も,脱 鼻 音 化 しな い.

密1niさtmui

2.中 古 音 でi介 音 を もた ない 韻 母 と結 合 す る 牙 音 声 母 も 軟 口蓋 前 部 音 を

立 て る.

広ku鋤koη 高kaukau甲kapk芸

3.疑 母 と哺母 は合 流 し,「 中 原音 韻」 の 開 口,合 口音 に対 応 す る ものは ●に,

斉歯 音 に対 応 す る もの はyに な る.又,撮 口音 に も ●が 立 つ.

王 丘iuaη→ ●u鵡(中 原)'Q葛 院 丘iuεn→●iuεn."en元 ηiUBn→'iuεn

●血en衙 ηa→'iaya楊yiaη → ●iaηyaη

(71)現 在の甘粛省武威県北方にある。
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4.宕 摂 ・梗 摂 の 韻 尾0は 欠 落 し ない.

広kuaηkoη 相si鋤s鋤 梁1iaη1鋤 楊yiaηyaη 昌tO`i鋤caη

令liε ηliη 省siε ηsiη

5.中 古 漢語 の 閉 鎖 音 韻 尾 は 欠 落 す る.

甲kap→kiaka密miさt→mueimui

6.そ の 他,個 別 の 漢 語 音 の 特 徴 も 「高 昌館 」 や 「慈 恩 伝 」 の もの を よ く反

映 して い る.た とえ ば,中 古 音 昂はふ つ うは 「中原 音 韻 」 の一 般 的 対 応 形 で あ

る ∫ を 写 して 忌を 立 て るが,「 中原 」 で はt∫`ioη とな って い る丞 蜘 η は 「世

助 碑」(lduq)で も6iη の ご と く声 母 はt∫ を写 して い る.こ れ は 「高 昌館 」 の

誠 環iεη→t∫`igηが6ioと 写 され て い る もの と平 行 す る.又,品p`iqmは 「中

原 」 で はp`ignの ご と く韻 尾mはnに 融 合 して い る.「 世 助 碑」も 「中原 」 の

形 式 を 忠実 に写 して い る:pin.

「世 助 碑 」 の漢語 形 式 は 「高 昌館 」 に 近 い が 完 全 に一 致 す る とい うも ので は

な く,な お 若 干 の点 で 「慈 恩 伝 」 に近 い 特 徴 も も って い る.そ の一 つ は,「 高

昌館 」 で み られ た 低母 音 化 が この碑 文 に は み られ な い こ とで あ る.

「世 」 「慈 」 「高」

仙(開3)沐b`iεnpen禅 灸iεnきen連1iεnlan

仙(合3)院Eiuεn.血en宣siuεnts肥n伝 燐`iuεn60n

この よ うに 「世 助 碑 」 の 漢語 形 式 は,「 高 昌館 」 の 近 くに あ って,な お そ れ

に至 るま で の 一 段 階 を よ く表 わ して お り,ウ イ グル 人 の 使 用 した 元 朝 後 期 の 漢

語 形 式 を 代 表 して い る とい って よい.

T灘kischeTurfan-TexteVIIに も多 くの漢 語 が 含 まれ て い る.こ の文 献

の断 片類 は 十 世 紀 後 半 か ら十 四 世 紀 末 ま で に 書 か れ た もの で,作 成 年 代 の 推 定

(72)

可 能 な も のが 多 い.そ の内,No.14(1323年 ～1328年)とNo・18(1348年)

の漢 語 は 「慈 恩伝 」 の もの よ りは 「世 助 碑」 あ るい は 「高 昌館 」 に 近 い形 式 を

呈 して い る.

(72)作 成年代に関 しては,Baz…n(1974)に 従 った.
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No.14

狼1aη →1aη(中 原)laηcf.郎1盒 η10「 慈 」

曲k`iok→kiuk血u～kiuc£ 玉Oiokg廿 γ 「慈 」

禄1uk→1uliucf.穀kukquγ 「慈 」

門muen→lnuonmuncf.min「 慈 」mun(lduq)

(73)

文 勾iuon→VU∂n噸ncf.vin「 慈 」vun「 高 」

No.18

定d`ie勾 →ti∂ ηtiηcf.te「 慈 」

丁tie1=〕 →tio1〕tiη

庚kau→kioηkil〕cf.qヌ 「慈 」

暦1iek→1ilic五lig(TT-VI)

戊mou→vu'uucf.bu')buu「 慈 」

しか し,「 高 昌 館 」 に み ら れ る よ う な 低 母 音 化 は 起 っ て お らず,や は り作 成

年 代 の 似 か よ っ た 「世 助 碑 」に よ り近 い 性 格 を 示 し て い る:廉1iεm→1iεmlem

(No.14)cf.愈ts`iεm→ts`iεmsam「 高 」 天t`ien.→t`iεntien(No.18)cf.

年nien→niεnn蝕 「高 」.

TT-VIIのNo.14とNo.18を 除 く断 片 に は こ の よ うな 新 し い 形 式 は 現 わ

れ ず,全 て 「慈 恩 伝 」 の 反 映 体 系 に 適 合 す る.た と え ぱ 「十 干 」 と 「建 除 十 二

神 」 は 次 の ご と くで あ る.

丙piuaηpeNo.6(1391年)～peiNo.5(1367-1368)Nα7(1398)

丁tieηteNo.4(1202)No.5No.6(1391)No.7

庚kaη(翼No.1(ユ368-1370)No.5No.7

甲kapqabNo.4No.5No.7No.10(1202)

乙'iさt・irNo。4No.5No.7No.10

戊moubuN(L4～buuNo.1No.5N(L7No.9(988-990)

十4曾P組bNo.1No.10Nα40(1328)

(73)Arat(Rachmati)はyu皿 と して い る がyはvと.読 む べ き で あ ろ う.(TT・VII,14-35).
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干kanqanNo.1No.10No.40

平b`luaηpeNo.4No.5Nα11(1202)

定d`ieηteNo.4No.5No,7

執t"i穿pこibNo.4No.5Nα6Nα7No.11

建;ki2nkenNo.4No.5No.7No.38

こ れ ら の 形 式 は 全 て 借 用 定 着 形 式 で あ っ た と い え る.壬n崩mは 彰im(No・5,

7,8,25)と 同 時 にa老imと い う形 式 がNo.4とNo.10に 現 わ れ る.諌m

は ウ イ グ ル 語 が 初 頭 に 老 を も た な い の で,註 を 語 頭 音 添 加 し て ウ イ グ ル 語 音 韻

(74)

構 造 に適 合 させ た形 式 で あ る.No.4とNo.10は 他 に丁 甲 乙戊 定 執 建 を も っ

てい る ので,「 十 干」 「建 除 十 二 神 」 がNo.4やNo.10で は セ ッ トとして 定 着

してい た こ とは 確 か で あ る.

一 方
,No.18に お い て,天 暦t`ienliekや 泰 定t`aid`ie弓 がtien-1itai-tiη

と表 わ され る の は,こ れ らが 元 朝 時 代 の年 号 で あ った か ら当 然 当 時 の漢語 音 を

写 した もの と理 解 で き る.し か し,他 で は 一 般 に定 着 形 式 と して 扱 わ れ て い る

「十 干 」の項 目名称 も上 掲 の ご と く丁tiη 庚kiη 戊 ●uuの 新 しい形 式 で現 わ れ

る.又,Nα14の 新 しい形 式 は 「九 星 」 中 の星 の名 に現 わ れ るが,巨 門 星9`io

muonsie巧k6-mun-seの よ うに 星sieη →sio瑠 こは 「慈 恩 伝 」の反 映 体 系 に則 っ

た 形 式 が 立 って い る.こ の よ うな状 況 か ら判 断 して,定 着 形 式 に は 定 着 性 に程

度 の差 が あ った と考 え られ る.「 十 干 」 や 「九 星 」の各 個 別 名 称 は ウ イ グノレ語 の
(75)

世 界 に お い て は なお 完全 に は定 着 して い な か った とい え る.BTT-VII(B-105)

に は 丙 十 干 がpiη きibqan,BTT-VIII46.1に は丁 十 干 がtiη §ibqanと 表 記

され て い る.「 十 干 」 とい う総 称 名 ば定 着 度 が高 く,項 目名称 は 高 くなか った

(76)

と考 え ら れ る 。

(74)Csongor(1952P.84P,106一 註31)はRachmad(TT-VII)の このa2三mと い う転 写をわ

ざわ ざn乞ilnに 訂正 し,こ れが 中古音形式を写 したものとして いる.し か し 「慈恩伝」 の反映体

系では 畷 は常に 勇で現われる.13世 紀の文献に 諺 が現 われ ることはなか ったろう.

(75)1336年 の印刷 とされ る(BTT・VIIP.66註105,Z三eme(1981」 ・4P・398)).

(76)TT-VII14-45に は廉貞が1imtinと 音写 されている.貞 ちiεηはt∫bり(中 原)→t§en(現

代北京語)と 変化 したが,TT・VII14が 写 した漢 語では既に η>nの 変化があ ったのか?
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BTT-XIIIは 頭 韻 詩 を 集 め た テ クス トで,何 れ もモ ン ゴル ・元 朝時 代 の作 と

推 定 され て い る.こ の テ クス トに も多 くの 漢語 が み られ るが,そ の 中 か ら新 旧

二 種 の 形 式 が 抽 出 で き る.

旧形:沙 弥 首a-bi阿 弥 陀a-bi-ta蓮 華1en-xua博 士paγ 一首i尺 こiγ八

陽 経var-yo-ke金 剛 経kim-qo-ke観 世 音qon一 きi一'im十 干 きib-qan丙

pe螺 貝1a-pai.

新 形 二五 台 山'u-tai一 甑n(五 ηo→●u(中原))相 公sao-kuO(相siaη →si鋤

公kuη →kuη)太 卿tai-kiη(卿k`iaη →k`i9η)丁tiη(tieη →ti9η)庚kiO

(kaB→kioB)皇 太 后hoη 一tai-h無(皇 γuaB→xuan)右 丞yiur6iη(丞 蜘B

→t∫`ioη)副 使wu一 蓉i(副f`iuk→fu)皇 后hu1〕 一hiu.

旧形 は定 着 語 で,「 慈 恩 伝 」 の反 映 体 系 に適 合 す る.一 方,新 形 は 「世 助碑 」

やTT-VII(14,18)と 同 じ体 系 に適 合 す る.だ が,新 旧両 方 の反 映 体 系 に も

適 合 し うる形 式 につ い て は 分 類 の 仕 様 が な い:大 悲d`ai→taipiu6i→puei

taipi.な お,皇 太 子huq-tai-ziの よ うに 子tsiqiにtsやsで な くzを 用 い

るの は 「世 助 碑」,BUY2,な ど後 期 の文 献 にみ られ る の で こ の単 語 の音 写 形 式

(77)

も新 しい とい え る。

「世 助碑 」,TT-VII,BTT-XIIIは 新 しい時 代 の 漢語 形 式 を もつ代 表 的 文 献

とい って よい.他 の 後 期 文 献 中 に も多 くの漢 語 が 現 わ れ るが,ほ とん どは 「慈

恩 伝 」 の反 映 体 系 に適 合 す る定 着 形 式 で あ って,漢 語 を翻 訳 の原 典 と した もの

で さ え翻 訳 当時 の漢 語 形 式 の導 入 に は何 故 か 消 極 的 で あ った.そ れ 故,定 着 形

式 に混 って まれ にみ られ る新 形 式 は そ の文 献 の作 成 年 代 の新 しさ を示 す上 で重

要 で あ る.Ex.丙piuaη →piaη(中 原)piη(BTT-VIIB1336年)正tCiε η→

t∫ioηciη(UTb1350年BTT-VII)母mou→mumu(UTb)令liε η→lio巧1iη

(UTbBTT-VIII)湿"i登P→ ∫i獣(UTb) .白b`ak→paipai(ET§19)蔵

dz`aη→tsaη(ET§16,Mo・YUan)学r)k→Ziauxai(ET§16)卿k`iaη →k`i∂η

(77)畷 に対 して 乞ではな く§を立て る例は,Maitrisimitの 日 忌irの よ うに早 い 時代 の文献 にも

まれにみ られる.し かし,後 期 の文献にやは り多 く現 われる.BTT・XIIIに は真如Oi磁u壬 きim

夫 人vu忌inが 記 されてい るが,蓉 は表記上 明確 に 乞 と区別 されて いる.(cf。2.L3.2-c).
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3.4こ れ ま で新 しい 形 式 とい った のは,全 て 「世 助 碑 」 や 「高 昌館 」 に近 い

形 式 で あ って,モ ンゴ ノレ・元 朝 時 代 の形 式 とい って よい .こ れ ら の形 式 と 「慈

恩 伝 」 の もの との間 には 大 ぎ な差 異 が あ る.し か しそ の 中間 を埋 め る よ うな形

式 は ま だ見 つ か って い な い.た とえば,韻 尾 一P-t-kは 旧形 式 で は 保 た れ て お

り,新 形 式 では 脱 落 して い る.「 高 昌館 」 で韻 尾 一mが 一nや 一η と混 同 し,中

世 漢語 か ら近 代 漢 語 へ の過 渡 期 の状 況 を示 した よ うに,一P-t-kが 混 同 した よ

うな表 記 は み られ なか った.こ れ ら韻 尾 の 閉 鎖 音 も一 瞬 の うち に 消 失 した の で

は な く,韻 尾 一mの 一nへ の 融 合 期 の 状 況 に類 似 した ,過 渡 期 の 混 乱 が あ った
(78)

は ず で あ る.ウ イ グル 文 献 中 の漢 語 形 式 の この 両極 性 は,十 一,十 二 世 紀 の文

献 に 同 定 で き る文 献 が奥 書 な どに よ って は,わ ず か に しか 確 認 され て い な い事

(79)

実 と一・致 して い る.

「慈 恩 伝 」 の写 した漢 語 音 が 当時 の 西域 で 口語 と して使 わ れ て い た ものか,

漢 語 使 用 者 の も って い た漢 字 音 で あ った のか,ウ イ グル 語 使 用 者 専 用 の漢 字 音

で あ った の か,あ るい は そ れ 以 外 の音 形 式 であ った のか ,明 確 には で き ない.

高 田時 雄 氏 は,ト ゥノレフ ァン出 土 漢 字 文 献 中 の,「 慈 悲 道 場 臓 法」 に 対 す る難

字 音 注 を記 した 刊 本 断 片 一 葉 と,「 法華 経 」 に 対 す る難 字 音 注 を 記 した 写 本 断

(78)王 力によると宗代漢語閉鎖音韻尾には次のような変化があったという.
AB

躾 欝3)i:1=:{倉:難 五代
階昔職(合$)iuok→uit

錫(合4)韮uek→1uit

(『漢語語 音史』中国社会科学 出版社1985年pp.250,296)

(79)ド イツ ・トゥル ファン蒐集品中 には,漢 字 とその ソグ ド文字音写形式 との対照によ る仏典断片

があ る.漢 字,ソ グ ド文字各7行 の小断片であ るが,古 代漢語音研究 には重要で ある.こ のソグ ド

文字で音写 された形式については吉田豊氏の 研究 が ある(「 漢字音の ソグ ド文字による転写につい

て」1976未 定稿).

吉 田氏 は この文献は8世 紀前援に書 かれたとい う.漢 語音は全体と して 「慈恩伝」 にみ られる形

式よ りは・ チベ ツ ト文字 文献のものに近 い.チ ベ ッ ト文字 の'b[mb]'d[ndコ'9[ng]に 相当する形

式がみ られる し,舌 頭音,歯 頭音には有声と無声の対立がある.し か し,宕 摂 ・梗摂 が韻尾 一η を

完全 に保存 している点 ではチベ ッ ト文字よ りは古い.な お,2.1,2.2・a・2。 で 「慈恩伝」 の重 が例

外 的にtsの 声母形式を とったが,ソ グ ド文字 でも重 には 彦㎜ んのごと くσの予想 され るところに

兆 が立っ.重 の声母が澄母中では他 と異 った性質を もっていた ことがわか る.
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片 一 葉 につ い て 言 及 し,そ の 音 注 の 検 討 か ら,こ の 断 片 が ウイ グル字 音 を基 礎

に して 作 られ た と推 定 した(1985).声 調 と声 母 の 使用 の混 乱 が,ウ イ グ ル語

音 韻 構 造 の 影 響 に よ る もの と考 え る な ら説 明 が つ く,と い うの が 同氏 の推 定 の

主 な根 拠 とい え る.確 か に音 注 が ウイ グ ル語 化 され た漢 語 体 系 を基 盤 ど して い

る可 能 性 は 大 きい.高 田 氏 は この漢 語 体 系 を 「ウイ グ ル字 音 」 の体 系 と考 え て

い る.又,「 恐 ら くは ウイ グル 字音 は9世 紀 の トル フ ァ ンの漢 語 音 を基 礎 に し

て 成 立 した もの で あ ろ うと推 論 され る.… … 少 な く と も元 代 後 期 ま で は用 い ら

れ て い た の で は な い か と思 わ れ る.」(P.137)と 述 べ て い る.だ が,高 田氏 は

韻 母 形 式 に つ い て は 触 れ て い な い,同 氏 の論 文III-a-2の 「声 母 」 に掲 げ られ

た 音注 漢 字 か ら,韻 母 に っ い て簡 単 に検 討 して み る と次 の二 点 が わ か る.

1.閉 鎖 音 韻 尾 一P-t-kは 保 た れ て い る.

2.鼻 音 韻 尾 一ηは 全 て に 保 た れ て い る.

「慈 恩 伝」 で は 閉鎖 音韻 尾 は 保 た れ て い る が,℃ は 宕摂,梗 摂 にお い て 欠 落

して い る の で,「 慈 恩 伝 」 が こ の断 片 に所 属 す る 「ウ イ グノレ字 音 」 を 用 い た と

す れ ば,上 掲 二 摂 の 一ηは 現 わ れ た にち が い ない.

泳 音 平(慈 悲7)

～水pi"η(i蒸3)cf.傍n4qη 罰η(Hs-X)

平b`iuaη(庚3)cf.平pe(TT-VII,VIII)

明miuaηme(Hs-IV)

又,仮 に 「慈 恩 伝 」 の この二 摂 の 一nが 完 全 に 消 失 した の で は な く,鼻 音

性 は鼻 音 化 母 音 と して残 って お り,ウ イ グ ル文 字 タこは表 現 され て い な いが,漢

(80)

字 音 と して は一〇と共 に 一 類 を 構 成 で ぎる性 質 の もの で あ った と推 定 した な ら,

℃ 欠 落 に伴 って起 った母 音 の変 化 は 「ウ イ グル 字 音」 に も反 映 され てい る に

ち が い な い.し か し,そ の よ うな変 化 は うか が え な い.

頃音 強(法14)

頃k`iuε η(清3)cf.環kiuaη(庚3)kei(Hs-VIII)

(清3は 庚3に 合 流)

(80)実 際には・nとの混同を免れえないであろう.
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強9`iaη(陽3)cf.良1iaO16(Hs-VII)

「慈恩伝」 体系に 基づいて 頃 をkei強 をk6と 発音 したならおそらく両韻は

同一音として扱われることはなかったであろ う.少 な くとも 「慈恩伝」はこの

九世紀の漢語音を基礎にした 「ウイグル字音」を使 っていない.「 ウイグル字

音」が 「慈恩伝 」以後に成立 したとするなら,閃 をもった中原共通語が トル フ

ァン地方で用いられるようにな り,な お 一p-t-kを 保存 していた時代のもので

あったと考えられる.だ が,そ れはウイグル文化圏に広 く定着 していたとはい

えない.定 着 していたのなら後期文献に韻尾の閉鎖音を欠落させた形式が現わ

れるはずがない.こ の断片に関する高田氏の記述は,こ れからのウイグル文献

研究にとって重要である.

4.結 語

ウイ グノレ文 献 中,最 も多 くの漢 語 を導 入 した文 献 は 「慈 恩 伝 」 で あ る.し か

もそ の漢 語 の多 くは 「慈 恩 伝 」 が 訳 出 され た時 代 の一 種 の漢 語 形 式 と して 取 り

(80)

扱 え る もの で あ った.ウ イ グノレ文 字 に は漢 語 を 表 わ す専 用文 字 や,補 助 記 号 の使

用 は なか ったが,も との漢 語 音 形 式 が ウイ グノレ語 音 韻 構 造 の 中に 収 ま る もの で

ない こ とは韻 母 の二 重 母 音 表 示 な どか ら理 解 で き る:義 宣oiさsiuεn勿 渉5"ッη

gits詑n(Hs-X).し か し,ウ イ グル 文 字 の性 格 上,実 際 の再 構 形 は ウ イ グル語

の音 韻 構 造 を大 き く離 れ る こ とは で き なか った.だ が 再 構 され た 「慈 恩伝 」 の

漢 語 反 映 体 系は も との漢 語 音 の性 格 を よ く表 わ して い た.又,そ の 体 系 は ウイ

グル 文 献 中 の大 概 の 漢 語 借 用 語 に 適 合 で き る もの で あ った.す な わ ち,ウ イ グ

ル 語 中 の漢 語 借 用語 は 基 本 的 に は 「慈 恩伝 」 の訳 出 時代 か そ れ に近 い 時代 に導

入 され た とい って よい.「 慈 恩 伝 」 の 反 映 体 系 を逸 脱 す る形 式 に は,「 慈 恩 伝 」

(81)「 慈恩伝」漢語の再構においては,他 の文献にも同形の現われる確実な借用形を除いては,漢

語は一共時態上のものと仮定 した.し か し,実 際には若干の形式に導入時期の異 りのあるのを認め

ざるをえない.た とえば,洛 京は1aγkeと 再構したが,こ の地名は後舌母音語幹と結合する接尾

辞 ・qa(与格)を とるので,Iaγkeのeが 第1音 節に同化 していたと推定すべきである.こ の地

名は定着 していた.「 慈恩伝」中においてもこのような変化がみられるので,「慈恩伝」 以後の文

献中の定着借用語はウイグル語構造に大きく同化していたと考えてよい.し たがって,.定着借用語

に関してここに提出した再構形は導入時代の形式に近いものと考えてよい.
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以前に導入された形式もわずかにあったが,ほ とんどは後代に所属する形式で,

む しろ 「高昌館」の漢語反映体系に近いものであった.

これまでに提出された ウイグル語転写テクストには,漢 語からの借用とされ

るがなお問題を含んだ多 くの形式がある.こ こではそのような形式は除外した.

今後,そ れ らを詳細に検討 し,上 の記述を更に発展させる必要がある.

5.ウ イグノレ文献 中の漢語 リス ト
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